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係各位に深く感謝いたします。

平成11年 3月 31日
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1 調査に至る経過

第 I章

調査に至る経過

はじめに

神戸市東灘区北青木に所在する北青木遺跡は、昭和59・ 60年度の北青木 1丁 目の県営住

宅の改築工事に伴い、兵庫県教育委員会の手で初めて発掘調査が行われた。この時の第 1

次 。2次調査の結果、この遺跡が弥生時代前期の集落址であると報告され (兵庫県教育委

員会・1986)、 以後六甲南麓でも最古の弥生集落として知られてきたが、その実態は長く

不明であつた。平成 5年度に入り第 1次 。2次調査のすぐ西隣にあたる場所で市営住宅の

建設計画がもちあがったため、周知の遺跡包蔵地内での開発行為として神戸市住宅局より

通知がなされ、神戸市教育委員会および財団法人神戸市スポーツ教育公社が主体となって

第 3次発掘調査を行う事となった。調査範囲は工事対象区域 2,670ぽ とし、現地での発掘

調査は平成 5年 11月 8日 より着手し、平成 6年 3月 31日 をもって終了した。

①

デ
明 石 奇

PLAN l.北青木追跡位置図



第 I章 はじめに

遺跡の立地

縄文時代晩期

2.遺跡の立地と周辺の歴史的環境

神戸市東灘区北青木に所在する北青木遺跡は、昭和59年 に兵庫県教育委員会によって初

めて、今回の調査地の西隣の箇所で第 1次 。2次の発掘調査が行われた。その結果弥生時

代前期の上器を出土する溝や土坑などが発見され、弥生時代前期の集落址として以後世間

の周知を得た (兵庫県教育委員会・1986)。 元々北青木遺跡のある六甲山南麓の臨海平野

は、早 くから市街地化の進んだ地域で遺跡の存在の多くは不明であつたが、近年の都市再

開発の加速化に伴い、徐々に発掘調査事例が増してきた時期である。

この第 1次・ 2次調査に際し、この遺跡が砂堆上に営まれたムラであることが一つの大

きな特徴としてとらえられたが、砂堆とは、地質学でいう砂州、浜堤、河口州、砂丘の総

称である。高橋学氏によると、東の声屋川と西の住吉川に挟まれた複合扇状地であるこの

地域には、 5列の砂堆が存在し、そのうち北から4列 目の表層を風性砂でおおわれた砂丘

である砂堆の上に営まれたのが北青木遺跡である (高橋 。1986)。 このような砂堆上に築

かれた遺跡としては、北青木遺跡以外にも、深江北町遺跡 (兵庫県教育委員会・1988)が

知られている。

当時六甲山の南麓の今で言う芦屋市西部から神戸市東灘区・灘区一帯ではまだ弥生時代

前期の遺跡の存在は知られておらず、この調査で北青木遺跡は、摂播国境地域の弥生時代

の曙を告げる遺跡として地域研究者の間で広く知られることとなった。西摂地方最古の農

耕集落として考えられたのである。しかし、その後都市開発が進むにつれ次第に六甲南麓

でも弥生時代前期の遺跡の発見例が増えはじめ、北青木遺跡以外にも弥生時代前期の遺跡

が複数存在する事が今日ではわかつている。また、弥生時代の始まりを語る上で欠かすこ

とのできない、縄文時代の終わりごろの遺跡についても、最近この地域でいくつか発見例

が報告されている。

北青木遺跡周辺の縄文時代晩期の遺跡として現在知られているのは、神戸市内の本山遺

跡・本庄町遺跡・篠原遺跡と芦屋市の若宮遺跡と打出小槌遺跡である。本山遺跡と本庄町

遺跡については具体的な遺構は発見されておらず、遺物が出土したに過ぎない。本庄町遺

跡は近年の調査の結果、砂堆上に位置する縄文時代後期を主体とする時期の集落址と考え

られている。篠原遺跡については縄文時代中・後期の集落としてよく知られているが、縄

文時代晩期中葉の遺構も多く確認されている。中でも2次調査においては土器棺墓、集石

遺構などがまとまって出土しており、大洞式上器の出土する西限の地としても知られてい

る ((財 )古代学協会・1984、 神戸市教育委員会・1993)。 声屋市若宮遺跡では晩期の上器を

伴う立石が発見され、打出小槌遺跡では突帯文に先立つ滋賀里式の上器が出上している

(兵庫県教育委員会 。1998)。 そのほか芦屋市域では堂ノ上、寺田、声屋廃寺などで晩期の

上器が出上している。縄文時代の集落そのものがまだ当地域では希有な例であるが、上記

のように広い範囲に縄文時代晩期の土器が散在していることから、六甲南麓臨海平野部で

は縄文時代晩期にも活発に人間の生活が展開されていたと考えて差し支えなかろう。



2 遺跡の立地と周辺の歴史的環境

某 榊 戸 港

町遺跡 5.森北町遺跡

8.住吉宮町遺跡 9.郡家遺跡 10.荒神山遺跡

PLAN 2 北青木遺跡周辺の分布図 (V50,000)

16.桜ヶ丘銅鐸出土地

21.業平遣跡



第 I章 はじめに

弥生時代前期

弥生時代中期

弥生時代後期

青銅器の出土

古墳時代

弥生時代前期の遺跡は縄文時代晩期の遺跡とほぼ重複している。しかし前期初頭の遺跡

は未だ発見されておらず、北青木遺跡が最も古い前期中頃の遺跡である。本庄町遺跡では

弥生時代前期末の水田や人の足跡が発見されている ((財 )古代学協会 。1984)。 本山遺跡

では弥生時代前期後半の流路や住居址などが確認されており、多数の木製品も出土してい

る (神戸市教育委員会 。1998・ 1999)。 それに対 し、篠原遺跡で前期の遺構・遺物の発見

例が報告されていない。芦屋市では業平遺跡で前期後半の土坑群が発見されている (兵庫

県教育委員会 ,1998)。

神戸市内で中期初頭の遺跡は知られておらず、声屋市の寺田遺跡が当地域でも珍しいⅡ

様式の上器がまとまって出土した例である。Ⅲ様式の時期になると本山遺跡が拡大してこ

の地域の拠点的な存在である大集落に発展したと思われる。過去の調査によって膨大な量

の石器や石材、土器また銅鐸も出上しており、石材を他地方から仕入れて石器を作 り、周

辺の小集落に分配するような、親ムラ的な存在ではないかと考えられている (神戸市 。

1989)。 出土遺物の状況から本山遺跡は弥生時代後期まで営々と続いたムラのようである。

本山遺跡が大集落に発展した頃、住吉宮町遣跡にも集落がつくられはじめる。中期前半

のことである。同じく中期前半に始まる集落跡として、深江北町遺跡があげられる (兵庫

県教育委員会 ,1988)。 中期中頃には森北町遺跡、伯母野山遺跡も営まれていたことがわ

かっている。中期の終わりには、本山遺跡・森北町遺跡・伯母野山遺跡に加えて縄文時代

晩期で途絶えていた篠原遺跡に再び人が住みはじめ、荒神山遺跡にも生活痕が残されてい

る。住吉宮町遺跡だけは一旦さびれて、古墳時代までの断絶期にはいる。

本山遺跡・森北町遺跡・伯母野山遺跡・荒神山遺跡・篠原遺跡の 5つの遺跡は、弥生時

代の後期まで続いていたことが知られているが、更に郡家遺跡と岡本北遺跡 (六甲山麓遺

跡調査会 ,1992)が後期にはいってはじめて登場する。郡家遺跡は多 く住居址のほか、方

形周溝墓も複数発見されていて当時の生活領域を知ることのできる遺跡である。芦屋市で

は打出岸造り遺跡で弥生時代末から古墳時代にかけての大溝らしき遺構が確認されている

ほか、月若遺跡でもこの時期の環濠が、寺田遺跡では住居llLが確認されている (兵庫県教

育委員会・1996)。

六甲南麓はまた、多くの青銅器を出上した地域としても知られている。最も有名なもの

は銅鐸14基 を出上した桜ケ丘であるが、渦ケ森、生駒、森、本山でもそれぞれ 1基ずつ出

土している。中でも本山遺跡で出土した例は平地から出土したもので他と比べ異質な例で

ある (神戸市教育委員会 ,1991)。

以上が北青木遺跡周辺の弥生時代遺跡だが、これらのうち本山遺跡と森北町遺跡、篠原

遺跡、郡家遺跡、深江北町遺跡の 5つの遺跡は、庄内式期の遺構が確認されており、古墳

時代へと続いていく集落であったと考えられる。古墳時代の集落としては郡家遺跡、住吉

宮町遺跡の二つの遺跡では多数の住居址の他、周溝墓や古墳なども確認されており居住

域・墓域など集落の領域論に関する良好な資料を多数得ている。そのほか岡本北遺跡でも

集落址の一部と思われる竪穴住居が確認されている (神戸市教育委員会・1998)。 深江北

町遺跡でも土器棺墓や周溝墓が多 く確認されている (兵庫県教育委員会 。1988)。
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遺構の概要

調査は、北青木 1丁 目の市営住宅建設予定地内東西34m、 南北80mの羽子板型の範囲約

2,670rに ついて行った。調査に際し、調査区を南北に20m毎に区画し、南から順に 1～ 5

区とした。

1区では、現代の攪乱層 (第 1～ 3層 )下で古墳時代から中世にかけての土師器、須恵

器を出土する包含層を3層 (第 4～ 6層 )確認し、その下層で第 1遺構面 (第 7層上面 )
を確認した。第 1遺構面の下層には、弥生土器をわずかに含む層 2層 (第 8,9層 )を検
出し、さらにその下層は第 2遺構面の白色砂層 (第 10層 )と なる。 2～ 4区では、包含層

以下層から湿地性の粘上の堆積が確認できた (第 H～ 20層 )。 この湿地性の粘土について

は上 。中・下 。最下の 4層 に大別できる。(第 11～ 13層 までを上層、第 14・ 15層 を中層、

第16～20ま でを下層とし、下層の第20層 を湿地最下層とする。)北側 5区では包含層は確

認できず、攪乱層 (第 3層 )直下で黒色砂を検出した (第 23層 )。 この黒色砂の下層で、

1区 と同じ白色砂層を確認した。第 2遺構面の白色砂層以下の層についても調査区の中央

に南北方向の トレンチを設定して断ち割 りを行い、土層の堆積状況を確認した。その結果

白色砂層の下層には順に、薄い中砂層の連続する層、拳大の礫層 (第 21層 )、 泥質砂を基

質とした砂礫層 (第 22層 )の 3つ に大別できる層が堆積 しているのを確認した。

1表± 2近 。現代攪乱 3近 。現代攪乱 4暗掲色砂質土 (中世～弥生時
代包含層) 5‐1.暗灰褐色砂質土 (中世～弥生時代包含層) 5‐2.暗黄褐色
砂質土 (中世～弥生時代包含層) 6.黒灰色粘土 (中世～弥生時代包含層 )
7.灰褐色粘質土 (第 1遺構面基盤層)3暗 褐色砂質± 9暗灰色砂 10灰
褐色砂 (第2遺構面基盤層) 11.黒色粘質土 (湿地上層) 12淡 灰掲色粘
質土 (湿地上層) 13青灰色シル ト (湿地上層) 14黒灰色粘土 (湿地中
層) 15.黒灰色粘土 (湿地中層) 16青灰色粘質シル ト (湿地下層) 17.
暗青灰色シル ト (湿地下層) 18黒色粘土 (湿地下層) 19灰色砂質シル
トに黒褐色シル ト混 (湿地下層)20.暗茶褐色粗砂 (湿地下層)  21.灰
色中砂 (砂浜上～中部砂層)22灰 色礫 (砂浜下部砂礫層)23.黒色砂
PLAN 3-1 基本層序模式図 PLAN 3‐2 調査区地図割図
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遺構の概要 調査によって確認された遺構は、第 1遺構面で古墳時代から奈良時代の上器を出土する

溝 1条と土坑 3基。第 2遺構面で縄文時代晩期から弥生時代前期のものと思われる溝 l条

と、弥生時代後期から布留式期の上坑42基、同時期のピット102基である。この他、縄文

時代晩期から弥生時代前期当時の自然地形である砂堆と堤間湿地が、調査区全域に広がっ

ていることを確認した。小高い砂丘の間に沼地が広がり、砂丘の上には点々と土坑やピッ

トが広がっている光景である。

砂堆とは、地理学でいう臨海平野に形成された砂州、浜堤、砂丘などの微高地の総称の

ことだが、北青木遺跡のある六甲南麓の沖積平野には、 5列の砂堆とその間に堤間湿地が

存在することがかねてから指摘されており (高橋・1986)、 今回の調査で広い範囲にわた

って、この砂堆と堤間湿地の広がる弥生時代当時の光景を復元することができた。また、

京都大学理学部の増田富士雄教授 (調査当時大阪大学理学部教授)の厚意によって現地調

査が行われ、砂堆と堤間湿地の形成過程を地理学的に考察する機会を得ることができた。

白色砂の下層には薄い中砂層の連続して堆積する層、拳大の礫層、泥質土を基質とする砂

礫層力剌贋に堆積 している。これらが砂堆を構成しているのだが、砂堆と堤間湿地という地

形がどのような自然の摂理によって生じたものかはⅣ章で詳述する。 トレンチの最下層で

確認した砂礫層は土石流の堆積と考えられるが、礫層からは縄文時代早期の貝殻条痕をも

つ縄文土器片が出上しており、これらの地層の形成された時期を示唆している。

π τ1吾 木 肇 丁 磨
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PLAN 4 調査区位置図 (1/5,000)
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2 検出遺構各説

2.検出遺構各説

検出された遺構は、第 2遺構面で縄文時代晩期から弥生時代前期のものと思われる溝 1

条、弥生時代前期から布留式期の土坑42基、同時期のピット102基、上位の第 1遺構面で

古墳時代後期から奈良時代頃の溝 1条 と土坑 3基である。また弥生時代前期当時の自然地

形である砂堆と堤間湿地が、第 2遺構面で調査区全域に広がっていることを確認した。

a.第 2遺橋面

砂堆と堤間湿地 第 2遺構面の基盤となるのは白色砂層である。この砂層上面は風性の堆積によって形成
されたもので、微高地をなす。一般的にいう砂丘である。砂丘は調査区の北半と南半でそ

れぞれ高まりをつくり、調査区の中央部分は二つの砂丘に挟まれる低地は湿地となってい

る。これを堤間湿地という。この砂丘と湿地は第 1次 。2次調査ですでに確認されており

六甲南麓臨海地帯に存在する5列の砂堆の、北から4列 目と3列 目および、その堤間湿地

であると指摘されている。調査区内で確認された範囲での北側の砂丘のトップ・レベルは

標高約 lm、 南側の砂丘では標高約 1.5mだが、それぞれ調査区外へ広がっており規模な

ど全容は不明である。第 1次・ 2次調査および今回の第 3次調査で確認した限りでは少な

くとも東西70m、 南北 150mの規模でこのような地形が広がっていることになる。今回北

側の砂丘の上面で多くの遺構を検出したが、南側では明確な遺構は確認できなかった。湿

地より南では遺物の出土量も極端に少なく、白色砂層直上で縄文時代後期の上器片がわず

かに出土しているのみである。この点について、第 1次調査の報告書で 4列 目 (北側)。

3列 目 (南側)の砂堆の上は共に人間の居住領域と考える可能性が指摘されているが、今

回の調査では3列 目に関しては積極的にそれを裏付けることは出来なかった。今回の調査

範囲に限れば、砂丘が地表面であった当時には湿地の南側に人間は生活していなかったよ

うに思われる。一方の湿地の埋土は厚さ約 1.2mに もおよぶ粘土層で形成されており、各

層から縄文時代後期、晩期、弥生時代前期、後期、布留式期、古墳時代後期の土器が出土

している。土層は多岐にわたるが、出土遺物と堆積状況からは大きく縄文時代後期・晩

期・弥生時代前期の土器を出土する中・下・最下層と弥生時代後期・布留式期・古墳時後

期の土器を出土する上層とに大別できる。湿地底面では縄文時代後期の元住吉山式上器が

3点出土している他、石棒が 1点出土している。また底面ではないものの、底直上に堆積

した埋土からは縄文時代晩期、弥生時代前期の土器が多く出上した。中・下層の埋土から

は弥生時代前期より新しい時期の遺物は出上していない。このほか中層からは石鏃 5点、

楔形石器 1点、刃器 1点 と、底面で出上したものと同じ材質の石材を使った石棒の破片が

2点出土している。また、多数の木片や、木製品も数点この層から出上しており、その他

植物遺体も多く含まれていた。これらの植物遺体のうち何らかの人為による加工の施され

ていると確認できたものは47点、未加工の木片、植物遺体は多数にのぼるため樹種同定用

に 238点をサンプリングした。これらの植物遺体のなかにはオニグルミの核 (種 )、 ヒョウ
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PLAN 5 調査区平面図1(第2遺構面)
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3.近 ,現代鋸彊
4. 暗褐色砂質土
5■ 暗灰褐色砂質土
5-2.暗黄灰色砂質土
6  暗灰褐色粘質土
7.灰 褐色粘質土 (第 1遺構面基盤層)
8  暗褐色砂質土
9  暗灰色砂
10,灰褐色粘質土 (第二遺構面基盤層)
11. 黒色粘質土 (湿地〕雷)
11-2.黒褐色粘質土に暗灰褐色粘質土混

12  淡灰栂色粘質土 (邑吐」雪)
13 青灰色シルト笛斑辻層)
14. 黒灰色粘土 (湿地中層)
15。  暗灰色粘土 (湿地中層)
16.青灰色粘質シルト G働町祠雷)

17. 暗青灰色シルト (湿地下層)
18. 黒色粘土 (湿地下層)
19 灰色砂質シルトに黒褐色シルト混 (湿地下層)
24 暗灰色粘土 (湿地中層)
25 灰色粘土 (湿地沖層)
26.褐色中砂に灰色粘土混 (湿地嘲雪)
27.乳黒灰色粘土 (湿地引雷)
28.黒灰色粘土に黒灰色粗砂混 (湿地中層)
29.褐色中砂に灰色粘土混 (湿地中層)
30.灰色～青灰色粘質土 (湿地「18)
31,暗青灰色粘土に黒9皓叡昆 (湿地引雷)
32 灰色～青灰色粘質土 (湿地中層)
33.黒灰色粘土 (湿地中層)
34.褐色粗砂に黒灰色粘土縞状に混 (湿地中層)
35,褐色中～細砂に黒色粘質土混 (湿地中層)
36.淡灰色～青灰色極細砂 (湿地引冒)

37.乳黒灰色粘土 (湿地中層)
38 黒灰色粘土 (湿地下層)
39.暗青灰色粘土
40.淡緑灰色～灰白色極細砂と黒褐色シルト混(潮ど刊雷)
41.黒庚色帖土 (湿地下層)
42.灰白色砂に黒色粘質砂混 (湿地」雷)
43 黒茶灰色粘質砂 (湿地中層)
44 黄灰色砂に黒色砂質粘土帯状に混 (湿地中層)
45,黒灰褐色砂質粘土 (湿地中層)
46.黒灰褐色砂質粘土 (湿地中層)
47.暗黒灰色粘土 (湿地下層)
48.暗灰色砂質粘土 (湿地中層)
49 黄茶灰色粘質砂 (湿地下層)
50.黄灰色砂に黒色砂質粘土帯状に混 (湿地中層)
51 暗灰色砂質粘土 (湿地中層)
52 暗灰茶色砂 (湿地下層)
53.黒茶灰色粘質砂 (湿地上層)

o                      5m
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PLAN 6 堤間湿地断面図



2 検出遺構各説

タン仲間の破片、モモの核や トチノキ、イヌガヤの種、アカマツの毬果などの種子類も出

土している。オニグルミには食痕のあるものもあった。

湿地の埋土上層からは縄文時代晩期、弥生時代前期、布留式期、古墳時代後期の上器が

出土している。これらの遺物は湿地の埋没する時期を示している。

ところで先述のように、湿地の北側の砂堆の上には多くの遺構が残されているのが確認

されたが、そのうち最も大きなものは溝 (SD)である。湿地の北岸に沿うように掘られ

た溝 1条、そのほか土坑 (SK)42基、同時期のピット (SP)102基が、調査区北半の

砂丘上に点在していた。土坑は比較的大きく、土器の破片や拳大の礫を投棄したと思われ

るものや、小さいものなど規模はバラエテイに富んでいる。ここでは前者の上坑のみ個別

に詳述する。

o                    20m

／

ｆ

Ｆ

ｋ

／
ぎ
●
ぶ

・

PLAN 7 調査区平面図2(第 2遺構面)
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SD201

SK201

SK204

SK205

SD201は 調査区の北側幅約 4m、 深さ60cm程度
の調査区を東西に横切る溝である。検出された範囲で

の長さは約31mだが、両端が調査区外に伸びているた

め、全容は不明である。調査区内で確認できた範囲で

は、両端が狭 く中央が広い幅になっている。東端は溝

の上により新 しい時期の遺構が造られてしまってい

る。昭和 59、 60年 に今回の調査地の西隣で行われた第

1次・ 2次調査で確認された「旧河道」と同一のもの

と思われる。

埋土は多岐にわたるが、堆積状況からは上・中・下

層の 3つ に大別可能である。上層からは弥生時代前期

の上器が、中・下層からは弥生時代前期と縄文時代晩

期の上器が出土した。前期の土器はいずれもI様式中

段階の範疇で、赤彩文土器も数点出上している。中・

下層からは石鏃も13点出上している。出土遺物からは

これらの 3層の堆積に大きな時間差はないと考えられ

る。また中層からは堅果類の種子が炭化したものが多

量に出土した。植物遺体の種類については別編で詳述

するが、出上したものの大半はクヌギの実である。

北東部分を一部他のピットに削られているが、径約

2.5m、 深さ約20cmと 浅い不整円形の上坑である。埋

土は 5層 に分けられ、中から礫と土器片が混じって出

土している。土器は土師器・弥生時代後期の土器が多

く出上している。いずれ時期の土器も量的には措抗し

ており明確な時期は決めがたい。

長径約 1.65m、 短径 1.55m、 深さ約45cmの 隅円方形

の上坑である。断面はすり鉢状で、埋土は 5層 に分け

られ、底に礫がたまっている。弥生土器・土師器・須

恵器の上器片が出土している。

SK204の 東隣に並んで位置する。長径約 1.6m、

短径 1.2m、 深 さ約 30cmの 楕円形を呈する。断面は

すり鎌状で坦土は2層に分けられるが、上層の薄い層は

遺構埋没後に副次的に溜まったものと考えられる。埋土

内からは弥生土器・土師器・須恵器の上器片が出土して

いるが、いずれも小片のみで時期を判定するに至らない。

SK205の 南東隣に位置する。長径約 1.25m、 短
径90cm、 深さ約20cmの南北に長い楕円形のタト観で、底

面に礫と土器片がはりついていた。埋土は 2層 に分け

SK206

PLAN 8  SD201平面図



SK208

SK209

SK212

SK217

SK219

SK225

1黒色砂質粘± 5灰 色砂
2暗灰茶色砂  6灰 色砂に黒色砂帯状に混
3黒灰色砂   7淡 灰茶色砂
4暗灰色砂   8白 色砂

2 検出遺構各説

られ、埋土内からは土師器、須恵器の破片が出上したが、いずれも細片のみで時期を判定

するに至らない。

西側を攪乱で失っているが、残っている部分は長径約90cm、 短径60cmの楕円形で、深さ

は10cm程度と浅い。埋土は 3層 に分けられるが、遺物は出土しなかった。底に礫が数個た

まっている。

長径約65cm、 短径50cmの東西に長い楕円形で、深さは10cm程度。埋土は 2層 に分けられ

る。底面に礫がたまっており、埋土からは土師器、須恵器、弥生時代後期の土器とサヌカ

イトの剥片が出土している。

東側を一部攪乱で失っているが、長径約2.05m、 短径約1.45mの東西に長い楕円形で、

深さは約37cm、 埋土は 6層に分けられる。底面に礫がたまっており、埋土からはごくわず

かの上師器、須恵器と、弥生時代後期の上器と土錘、サヌカイトの剥片が出上している。

土師器、須恵器は二次的な混入物であり、遺構の時期は弥生時代後期と思われる。

径約2m、 深さ20cm程度の円形の土坑内に、拳大の花商岩をサークル状に積み上げた遺

構である。サークルを構成している礫の間に木枠が一部腐食しながらも残っていた。また

礫の間には土器片も多く含まれていた。埋土内からと礫の間から出上した土器は、どちら

も土師器と弥生時代後期の上器が混じつたもので、両者に埋没の時期差はない。出土土器

の量的な主体は土師器にあり、ごく少量の弥生土器が混じっている状態である。弥生土器

は二次的な混入物であり、遺構の時期は土師器が示すと思われる。

SD201の 東端で、 SD201を 切つて造られている長径約92cm、 短径72cmの南北に

長い楕円形で、深さは10cm程度である。底面で布留式の重のほぼ完形のものが押しつぶさ

れたような形で出上した。埋土は 3層に分けられる。

径約1.2mの 円形の東側に50cmの円形の突出部が付随したような外観で、深さは約25cm。

埋土は 3層に分けられ、底に多量の土器が一括投棄されたようにして出上した。個体とし

て識別できた土器は、甕 7点、甕の底部 4点、壼 1点壷の口縁部 2点、鉢 1点の15点であ

る。いずれも弥生時代後期のものと考えられる。

1黒色砂質粘土
2暗灰茶色砂
3黒灰色砂
4淡灰茶色砂
5白色砂

輛一ざ鰤一ゴ

if●oOm

di

1黒色砂質粘土
2暗灰茶色砂
3黒灰色砂
4白色砂

1黒色砂質粘土
2黒灰色砂
3淡灰茶色砂
4白 色砂

o               2m

PLAN 9 SD201断 面図



第Ⅱ章 遺構

ピット      第 2遺構面で確認したピットの総数は 102基。弥生土器のみを出土するものは少なく、
大半が中世、布留式などの上器を含むものである。しかしいずれも細片のため時期を判定

することができない。

例外的にSD201の 南直近で 7か所のピットから杭が出土しているが、うち3基は腐
食した小さな木片が出土し、 4基については杭の形状を保ったものが出上した。断面観察

によるとこれらはいずれも、掘形のない直に打ち込んだもので、原位置を保っていると考

えられる。これら7基のピットについては、土器は出上していないが、SD201に 付随
する施設ではないかと考えられる。従って逆説的にこれらのピットについてはSD201
とおなじ弥生時代前期の遺構である可能性が高い。

黙雪

1暗灰掲色砂質粘土
2浚灰茶色砂に茶灰褐色粘土ブロック状に混
3暗茶色粘土に淡灰黄色砂帯状に混
4黒色粘質砂
5暗茶灰色砂に淡黄灰色砂帯状に混
6灰茶色砂
7白色砂

0            1m

PLAN 10  第2遺構面 土坑平・断面図1

SK212



2 検出遺構各説

1鰤

1黒色砂質粘± 2黒 色粘土
2黒色粘質砂  4白 色砂

SK205

1黒色砂質粘土
2灰茶色砂
3白色砂

0            1m

1黒色砂質粘土
2淡灰茶色粘質砂
3灰色粘質砂
4黒色粘土
5暗灰色砂
6黒色粘質砂
7淡黄灰色砂に黒灰色砂帯状に混
8茶灰色粘質砂
9白色砂

1黒色砂質粘± 2淡 黄灰色砂に黒灰色砂帯状に混
3黒色粘質砂  4白 色砂

PLAN ll 第2遺構面 上坑平・断面図2

SK225



第Ⅱ章 遺 構

1黒色砂質粘土
2灰茶色砂
3白色砂

拡
印
Ш
欄
Ｗ
将

ゆ

SK209

1黒色砂質粘± 4灰 茶白色砂
2黒色砂    5暗 茶色砂
3灰茶色砂   6白 色砂 SK201

1黒色砂質粘土
2灰茶色砂に黒茶色粘土帯状に混
3灰茶色砂
4白 色砂

1黒色砂質粘土
2灰茶色砂に黒茶色粘土帯状に混
3灰茶色砂
4白色砂

1黒色砂質粘土
2灰茶色砂
3黒褐色粘質土
4白色砂

PLAN 12.第 2遺構面 上坑平・断面図3



SK235

2 検出遺構各説

SK237

1黒色砂質粘土
2黒色砂
3暗茶掲色粘土
4灰茶白色砂
5黒色粘質砂
6淡黄灰色砂に黒茶色粘土ブロック状に混
7白色砂

SK223

4

1淡灰茶色粘質砂
2灰茶色砂に黒茶色粘土帯状に混
3灰茶色砂
4白 色砂

1黒色砂質粘土
2灰茶色砂
3白色砂

1淡灰茶色粘質砂      5
2淡黄灰色砂に黒茶色粘土プロック状に混
3淡灰色砂に暗茶色砂帯状に混
4灰茶色砂
5白色砂

1法灰茶色砂に茶灰掲色粕土ブロック状に混
2暗灰茶色砂質粘土
3暗茶灰色砂
4暗茶灰色砂に淡黄灰色砂帯状に混
5淡灰色砂に暗茶色砂帯状に混
6白色砂

PLAN 13 第2遺構面 上坑平・断面図4

SK101

SK236



第Ⅱ章 遺 構

ー1黒色砂質粘土2自色砂        SK234

2灰茶色砂に黒茶色粘土帯状に混
3灰茶色砂
4自色砂

2淡黄灰色砂に黒茶色粘上ブロック状に混
3淡灰茶色砂に茶灰掲色粘土ブロック状に混
4白色砂            sK222

-     1鰤

i晴購 制 質講
2淡黄灰色砂に黒茶色粘土プロック状に混

1嗣 m

2

l黒色砂質粕土
2白色砂    sK240

3茶灰色粘質砂
4黒茶褐色粘買砂
5白色砂

SK231

SK204

~ヽ

悪
ン

蜘

4
1黒色砂質粘土
2暗茶灰色砂
3暗茶褐色粕土
4白色砂

1黒色砂質粘土
2灰茶色砂に黒茶色粘土帯状に混
3淡責灰色粗砂
4白色砂 SK215

1黒色砂質粘土
2灰茶色砂に黒茶色粘土帯状に混
3淡茶色砂
4白色砂

SK227

2淡黄灰3砂に黒茶色粘土ブロック状に混
3白色砂

1黒色砂質粘上
2淡黄灰色砂に黒茶色粘土
ブロック状に混
3白色砂

SK226

SK214

2晴茶灰色砂
3淡灰茶色砂に茶灰褐色粘土ブロック状に混
4淡黄灰色砂に黒茶色粘土ブロック状に混
5灰茶白色砂

1黒色砂質粘土
2灰茶色砂に黒茶色粘土帯状に混
3淡灰茶色砂に茶灰褐色粘土ブロック状に混
4自色砂

SK210

0 錯

0

PLAN 14.第 2遺構面 上坑平・断面図5

SK224

SK211



2 検出遺構各説

番号 径(m) 深さ(cm) 形状 埋土 出土遺物 備考

長径?短径280 隅円方形? 5層 土師器・須恵器と弥生土器少量

長径2.35短径2.85 不整楕円形 土師器・須恵器・瓦器

直径2.50 不整円形 5層 布留式 ,弥生土器・サヌカイト 底面で礫多数検出
０
々 長径150短径100 楕円形 1層 無遺物

長径130短径100 40 楕円形? 4層 弥生 I様式土器・石斧と須恵器少量

204 直径1.50 40 円形 3層 弥生土器・土師器・須恵器各少量 底面で礫検出

長径160短径110 楕円形 2層 弥生土器・土師器・須恵器各少量 底面で礫検出

長径130短径o,90 楕円形 3層 土師器・須恵器各少量 底面で礫多数検出
（
υ 直径1.50? 4層 弥生土器・土師器・須恵器各少量

直径090 円形? 3層 無遺物 底面で礫検出・西半欠損

長径0,75短径0.60 20 楕円形 2層 弥生土器・土師器・須恵器各少量 底面で礫検出

長径300短径1.50 40 精円形? 3層 土師器・須恵器・瓦器・磁器各少量

長径1,90短径1.20 不整楕円形 3層 弥生土器・土師器・須恵器少量と石鏃・土錘

長径250短径180 40 楕円形 6層 弥生土器・土師器・須恵器少量と土錘 底面で礫多数検出,小形丸底重出土

直径150? 円形? 3層

214 直径1.40? 45 円形? 5層 弥生土器・土師器・須恵器少量と土錘 北半欠損

直径220 隅円方形? 3層 弥生土器 底面で礫検出

直径2.00 円形 8層 布留式上器と弥生土器・須恵器少量 土坑内にサークル状石組み

直径 2層 布留式上器と弥生土器・土錘

長径120短径0,80 楕円形 3層 布留式土器と弥生土器・須恵器少量 二重日縁壺完形品出土

220 直径1.30? 0 円形? 4層 土師器・須恵器各少量

直径100 40 3層 土師器少量

222 長径1.40? 不整楕円形 3層 弥生土器・土師器・須恵器各少量

223 直径100? 40 円形? 6層 弥生土器。須恵器各少量・石鏃

224 長径1,90短径1.30 不整楕円形 2層 弥生土器・土師器・須恵器各少量

225 長径170短径110 3層 V様式上器一括・石斧・土錘 土器投棄土坑

直径125 円形? 2層 弥生土器・サヌカイト片

長径1.60短径110 楕円形 3層 弥生土器・サヌカイト片 北恨1-部欠損

長径1.20短径0.60 楕円形 2層 弥生土器・土師器各少量

長径100短径060 楕円形? 3層 弥生土器・土師器・須恵器各少量
う
々 長径1.20短径0,60 30 2層 土師器・須恵器各少量

長径1.20短径080 楕円形 4層 土師器・須恵器各少量・サヌカイト片

短径120 1層 土師器少量
う
と 長径2.30短径2.00 50 楕円形? 4層 須恵器片と弥生土器・土師器各少量・石鏃
う
と 長径100短径0.60 楕円形? 1層 弥生土器・土師器・各少量 西半欠損

直径1.30 円形 3層 土師器・須恵器少量・種子
う
々 長径3.20短径2.50 60 楕円形 4層 布留式土器・須恵器少量・種子 小形丸底壺出土

237 長径4,70短径260 2層 布留式土器多数と弥生土器・須恵器少量

直径060以上 円形 2層 弥生土器・土師器・須恵器各少量

長径1.20短径045 楕円形 層 沐生土器・土師器・須恵器各少量

240 直径120 円形 1層 土師器少量

Tab l第 2遺構面検出土坑一覧表



第Ⅱ章 遺構

SD01

SK01

SK02

b.第 1遺構面

第 1遺構面の基盤となるのは、 1区にの

み堆積する灰褐色粘質土層である。確認出

来た遺構は、調査区の南端の 1区 と4区で

それぞれ 2か所とわずかである。

1区では現代の攪乱層直下で古墳時代後

期から奈良時代の遺物を含む包含層が 3層

にわたり堆積 しており、その下層で第 1遺

構面の基盤となる灰褐色粘質土層を確認し

た。しかし2～ 4区では包含層下で堤間湿

地の粘土層の堆積がはじまり、北側 5区で

は第 1遺構面と包含層はなく攪乱層下 1層

ですぐ第 2遺構面の白色砂層となる。第 1

遺構面の基盤となっていた層は、南端の 1

区にのみ残され、他の調査区ではすでに失

われていると考えられる。

第 1遺構面で確認した遺構は、溝 1条 と

土坑 3基 (SK01・ 02,03)で ある。

これらの遺構の機能などは不明であるが、

溝 (SD01)に ついては 8世紀頃の時期

の上器が出土している。土坑の時期につい

ても溝の時期に近似であると思われる。

調査区の東南隅で東西方向にのびる溝の

一部を検出した。遺構の大半が調査区外と

なるため詳細は不明である。 8世紀頃のも

のと思われる須恵器の郭が出土している。

東半分が攪乱で失われているが、残存部

分の規模は径約 1.8m、 深さ20cm程度である。

調査区の北側 4区で検出した。径約70cm、

深さ14cmと 浅い。古墳時代以降の上器片が

出土した。

SK02と 並んで検出された径約60cm、 深

さ18cmの浅い土坑である。古墳時代以降の上

器片が出土した。

SK03

PLAN 15.調 査区平面図3(第 1遺構面)



1 遺物の概要

第Ⅲ章 遺物

遺物の概要

今回の調査で出上した遺物は、量にして28乏 コンテナに約50箱以上にのぼる。その内容

は、縄文土器、弥生土器、須恵器、土師器、陶磁器、土製品、石器、石製品、木器、木製

品、金属器など多岐にわたる。これらの遺物は包含層から出上したもの、各遺構から出土

したもの、堤間湿地から出上したものなど様々であるが、包含層から出上したものについ

ては中世の土器、古墳時代の上器、弥生土器、縄文土器、金属器などが混在していた。古

墳時代の土器は 6世紀後半の須恵器から古墳時代初頭の上師器まで様々である。包含層出

土の遺物のうち、特筆すべきものとしては青銅鏡と銅舌があげられる。

遺構から出上した遺物には二次的な混入品も出土状況の良好な一括品もあるが、出土状

況の良好なもののみをとりあげてみれば、第 2遺構面で検出した堤間湿地およびSD20
1からは縄文晩期の突帯文土器と弥生時代前期の上器が共伴して出土し、各土坑からは弥

生時代後期後半、古墳時代初頭の一括資料などが得られた。そのほか堤間湿地からは縄文

晩期の突帯文土器と弥生時代前期の土器が共伴して出土し、土器以外にも木器・木製品、

石器・石製品、植物遺体などがまとまって出上した。本章では、これらの遺物を種別に各

説する。

出土遺物各説

a.土器・土製品

i.縄文時代後期～晩期の上器

今回の調査では、縄文時代後期の上器片と晩期の突帯文土器と呼ばれる土器片が何点か

出土しているが、そのうち個体として認識できるものは後期のもので 3点、晩期のもので

50点あった。いずれも破片である。その他個体の識別できない細片が多数出上した。

出土地別には、後期のものについては堤問湿地の最下層、湿地の底直上から2点と、中

層から1点出土した。晩期の突帯文土器についてはSD201か ら16点、湿地から13点、
砂堆から湿地へ傾斜する包含層中で21点が出上している。後期・晩期の土器いずれも弥生

時代前期の土器が同一層から出上しており共伴関係にある。晩期の上器は50点すべて深鉢

で壼など他の器種は確認できなかった。
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SD201

出上の土器

1)縄文時代後期の上器

縄文時代後期の上器は深鉢 2点 と浅鉢 1点である。いずれも湿地から出上している。

74に ついては口径約49 0cm、 残存高25 4cmの大型の深鉢である。内外面とも暗灰責色の

色調で、口縁端部内側に刻み目を施し、外面はヘラ磨き、内面は刷毛で調整している。胴

部に凹線を3条施す。

75は 口径約34.4cm、 残存高15.9cmの深鉢である。淡灰黄色の色調で、磨減が著しく調整

は不明である。

76は 口径約 17.8cm、 高 4.4cmの 浅鉢である。殆ど皿といってもよい様な器形である。暗乳

茶色の色調で内外面とも丁寧なヘラ磨きで調整している。

2)小結

以上の 3点については元住吉山Ⅱ式の時期を与えたいと考えるが、特に3の ような浅鉢

についてはこれまでに例のない器形である。元住吉山Ⅱ式の土器は神戸市内でも類例が少

なくその様式などは詳しく分かつていない。

3)縄文時代晩期の土器

縄文時代晩期の土器と思われる遺物は包含層、湿地埋土、 SD201な どから出上して

いるが、いずれも破片で完形品はない。深鉢の破片と思われるが、詳細は不明である。遺

構埋土から出土したのはSD201だ けで、他の遺構からは出土しなかった。 SD201

からは突帯文土器とともに弥生時代前期の上器が伴出している。

突帯文土器の個体として認識できたものは16点。そのうち15点については、口縁付近の

みの破片で、 1点だけが口縁から体部の突帯付近まである比較的大きな破片である。SD
201の上層・中層 。下層のうち、中層から最も多く10点が出土しており、上層で 3点、

下層で 2点出上している。いずれも深鉢の破片と考えられるが、口縁だけの個体について

は突帯が 2条か 1条かは不明である。14の土器については体部にも突帯をもつ 2条突帯で

ある。16点中15点 までの上器の胎土は、花商岩、長石粒が目立つ乳黄灰色系の色調を呈し

ている。 3の土器だけがチヨコレート色で角閃石粒の顕著な、いわゆる生駒西麓産の上器

の胎土で作られている。突帯の形態については、上側からだけ押さえて突帯を施したため

断面で見ると垂れ下がる形状のものが 6点 /16点 となり (1・ 5'7～ 9。 13)、 16点中

10点が突帯を施す過程で、上下両側から摘むようにした、断面が 2等辺 3角形あるいは台

形・蒲鉾形に突き出す感じの形状のものである (2～ 4,6・ 10～ 12・ 14～ 16)。 刻み目

については、小さなD字状のものを5硼程度の間隔で細かく繰り返すように施したものが

主流だが、 3の上器だけが大きなD宇状のものを l cm程度の大きな間隔で施している。い

ずれのものも外面は突帯の下に横方向のヘラ削りで、内面には横方向にナデで調整を行っ

ているが、粗雑な感じで丁寧さに欠ける。端部の面取りは行わないものがほとんどだが 4

と12、 13の 3点は面取りして端部が面をなす。突帯の付く位置は、端部に接して付くもの

が 7点、端部から少し離れて (5 Hlm程度)付 くものが 9点ある。



堤間湿地

出土の上器

包含層

出上の上器

2 出土遺物各説

13点の突帯文土器片を確認した。口縁付近の破片が 7点、体部の突帯付近の破片が 6点

である。湿地の上層からは突帯文土器は出土しておらず、 3～ 5層から2点、 4～ 5層か

ら2点、 5～ 6層から9点 と下層で多 く出土している。どの個体も破片のため、突帯が 1

条か 2条かは不明である。いずれも深鉢の破片で、38、 43と 46の 3点はチョコレート色の

角閃石粒の顕著な「生駒西麓産」の胎上である。その他は乳責灰色系の色調で、花筒岩粒

が日立つ。突帯の形状は、上側からだけ押さえて突帯を施した垂れ下がり形のものが、13

点の口縁の破片のうち 3点、上下両側から摘むものが10点である。刻み目については、小

さなD字を細かく繰 り返すものが 3点、大きなD字状で大きな間隔で施しているものが 4

点、深いV字の刻み目を広い間隔で施しているものが 1点ある。そのほか大 Dと 小 Dの中

間の大きさのものがある。ほとんどすべての個体が外面は横方向にヘラ磨きで、内面は横

方向にナデをおこなっていると思われるが磨滅が著しいもの、煤の付着したものなどは不

明である。40と 42の端部は丁寧な面取 りが施されているが、それ以外のものは面取 りを行

っていない。突帯の付 く位置は、日縁の破片 7点のうち、端部に接 して付 くものが 3点、

少し離れて付 くものが 3点、大きく離れて付 くものが 1点である。

確認できた21個体の突帯文土器のうち、口縁付近の破片が (17～ 33・ 35)17点、体部の

破片が 3点 (34・ 36・ 37)、 口縁から体部の突帯付近まである比較的大きな破片が 1点で

ある(35)。 35の大きな破片については、 2条突帯であるが、その他は不明である。すべて

深鉢と考えられる。これらは主に砂堆から湿地へ下っていく斜面上に堆積 した包含層中か

ら出土したものである。「生駒西麓産」のチョコレート色の胎上のものが18・ 23・ 34・ 36

の 4点で、その他は乳黄灰色系の色調で花商岩粒の目立つものである。突帯の形態につい

ては、18点の口縁付近の破片のうち、上側からだけ押さえて突帯を施した垂れ下がり形の

ものが 2点、上下両側から摘むようにしたものが17点、端部を折り返して突帯を模したも

のが 1点、不明のものが 1点ある。このような端部を折り返す手法は製作工程の街素化の

表れと思われる。刻み日は、細かなものを繰り返すものが 9点、大きなものを大きな間隔

で施しているものが 6点、中間のもの2点、磨滅して不明のもの2点、刻みの無いもの 2

点となる。35の上器は、内外面とも横方向ヘラ磨きを施している。36についても外面にヘ

ラ磨きを、内面にヨコナデをおこなっているが他は磨滅が著しく不明である。突帯の位置

は18点の口縁付近の破片のうち端部に接して付くものが14点 と、端部から少し離れて付く

ものが 3点、端部から大きく離れて付くものが 1点である。

4)小結

突帯文土器を分類する場合、もっとも一般的な手法は、突帯の形態、位置、回縁端部の

面取り、および突帯上にほどこされた刻み目の形状などを細かく分類して組み合わせるも

ので、代表的なものに家根祥多氏の研究がある。しかし六甲南麓の突帯文土器においては

一般的な形態分類による編年は、必ずしもあてはまらない。神戸市域で出土する突帯文土

器は、正統な突帯文土器の範疇にありながらも地域色豊かである。過去にこの地域色につ

いて言及したものとしては、丁 。柳ケ瀬遺跡 (兵庫県教育委員会 ,1985)、 雲井遺跡 (神
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戸市教育委員会・1991)、 大開遺跡 (神戸市教育委員会・1993)、 日酒井遺跡 (伊丹市教育

委員会、 (財)古代学協会 ,1988)な どがあげられる。北青木遺跡で出土した突帯文土器は

突帯の形態から、上側からだけ押さえて垂れ下がる断面の形状のもの、上下両側から摘む

ようにした、断面が 2等辺 3角形あるいは台形のもの、端部を折り返して突帯を模したも

のの 3種に大別できる。垂れ下がる断面の形状のものはすべて端部に接して付き、上下両

側から摘むようにしたものは、端部から少し離れて、あるいは大きく離れて付くものが多

い。端部に接して付き、垂れ下がる断面の形状のものは、これまで中央区の雲井遺跡や兵

庫区の大開遺跡、伊丹市の口酒井遺跡でも出上しており、「在地系土器」として報告され

ている。播磨よりの地域に多く、「播磨系」の仮称で区別したい。北青木遺跡ではこのよ

うな「播磨系」突帯文土器は出土した50点の破片のうち11点ある。ほかに上下両側から摘

むようにした突帯が37点、口縁端部を折り返して突帯を模したものが 1点あるがこの土器

イよ「生駒西麓産」の角閑石の目立つ胎上で作られている。

胎土からは、乳黄灰色系の色調で花商岩粒の目立つものと、チヨコレート色で角閃石粒

の顕著な「生駒西麓産」のものの2種に分けられる。出上したすべての突帯文土器50点の

うち8点が「生駒西麓産」で、他はすべて細かな色調の違いはあるが乳責灰色系の色調で

花商岩粒の目立つものである。このような花商岩粒の目立つ胎上の土器は、六甲山南麓の

在地の土を使用して作ったものではないかと考えられる。

「播磨系」突帯文土器は当然ながら乳責灰色系の色調で花商岩粒の目立つ胎上である。

上下両側から摘むようにした突帯のものには乳黄灰色系のものも、チョコレート色のもの

もある。

突帯上の刻み目については、小さなD字あるいはV字状のものを細かく繰り返すように

施したものと、大きなDあ るいはV字状で大きな間隔で施しているものの 2種類である。

「生駒西麓産」の胎上のものは大Dを主に 1点だけVがある。乳責灰色系の上器は、小D

と大Dが同量混じる。さらに細かく分けると、「播磨系」突帯文土器はDあ るいは小Dを

主体としてわずかに大Dが混じり、上下両側から摘むようにした突帯のものは小Dの量が

わずかに大Dの ものより勝る。

以上のような形態の傾向が、北青木遺跡で出土した突帯文土器にはみてとれる。これを

類型化すると、

I類  「生駒西麓産」の胎土を持ち、大Dの刻み目で、上下両狽1か ら摘むようにした突

帯あるいは端部を折り返して突帯を模した形状のもの。突帯の付く位置は、口縁に

接している。口縁端部は面取りしない。いわゆる「長原の上器」である。

Ⅱ類 乳責灰色系の色調で花商岩粒の目立つ胎土を持ち、小Dあるいは細かなVを主体

として、わずかに大Dの刻み目も混じり、上側からだけ押さえて垂れ下がる断面の

突帯で、突帯の付く位置は口縁に接したもの。「在地系」として、雲井遺跡、大開

遺跡、上沢遺跡、伊丹市口酒井遺跡などで報告されているもである。口縁端部は面

取りしない。ここでは「播磨系」突帯文土器の仮称で呼ぶ。
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Ⅲ類 乳責灰色系の色調で花商岩粒の目立つ胎土を持ち、上下両側から摘むようにした
突帯で、突帯の付 く位置は口縁から少しあるいは大きく離れたものを主体として、

口縁に接 したものも少し混じる。口縁端部を面取 りしたものと、しないものが混在

する。

の 3つ に大別する事ができる。 I類のものは生駒西麓からの搬入品で「長原式」である

と考えられる。Ⅱ・Ⅲ類については一見「長原式」的な要素と、「船橋式」的な要素が混

している感じを与えるが、共伴する土器の時期はSD201と 砂堆肩では、弥生 I様式中
段階、湿地では上～中層で弥生 I様式中段階、下層で弥生 I様式中段階と、縄文時代後期

の元住吉山Ⅱ式である。また I類、Ⅱ・Ⅲ類もともに共伴する関係にある。大開遺跡、雲

井遺跡、口酒井遺跡で出上した「在地型」、ここでいう「播磨系」突帯文土器の時期につ

いてはいずれも「長原式」併行期の時期が与えられている。Ⅱ類については共伴遺物、周

辺遺跡の突帯文土器との比較という観点から、長原式併行期の時期と考えたい。Ⅲ類につ

いてはⅡ類より首相を残す外見だが、出土状況からはそれを裏付けるものはない。森岡秀

人氏はこのタイプについては時間差による層位でなく、東灘地域に特有の地域色で説明が

可能とした。以上の点から現時点ではⅡ類と同時期と考えたい。

ii.弥生時代前期の上器

今回の調査で出土した遺物の大半は弥生土器だが、時期別には弥生時代前期のものと後

期のものに大別できる。これらは包含層、遺構、湿地埋土などからまんべんなく出土して

いるが、ここでは出土状況、出土層位が明確な遺構および湿地から出上 したもののうち、

細片をのぞき一個体として識別できるものだけをとりあげる。この作業で本調査における

北青木遺跡出上の弥生土器の傾向を、大筋として捉えられると考える。

遺構のうちとくにSD201か らは多 くの前期の上器が良好な状況で出土している。ま
た湿地埋土からも多くの前期の上器が出上している。

1)SD201出 上の土器
SD201か らは多 くの遺物が出土しているが、大半は弥生土器で先述の突帯文土器が
それに続く。弥生土器の個体として認識できたものは22点あり、内訳は、重が 8点、甕が

12点、鉢が 1点、蓋が 1点である。その他破片で赤彩を施したものが 5点確認できた。

壼のうち51は 、ほぼ完形である。口径約 13.2cm、 器高は残存高約20,Ocmの 広口壼で、顎

部と胴部にヘラ描沈線を 1条、胴部に2条施し、ヘラで重弧文を描いている。外面は丁寧

なヘラ磨きで内面はナデで調整されている。

57と 58は壷の胴部の破片で57は胴部最大径約25.4cmで ヘラ描沈線を3条、58は胴部最大

径約 18.6cmで 削出突帯を 1条施したものである。

58の削出突帯は沈線帯の上側だけをヘラ磨きで押さえて突帯様に浮き上がらせた簡便な

ものである。外面は丁寧なヘラ磨き、内面はナデで調整されている。
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甕

57の調整は外面は丁寧なナデだが内面は磨減して不明である。52～ 56は、口縁部から頸

部にかけての広口重の破片である。

52は 口径約17.2cmで、頸部に削出突帯を 1条有する。内・外面ともヘラ磨きで調整して

いる。

53は 回径約 14.4cm、 頸部に削出突帯を3条有するが、沈線帯の上下を押さえて突帯様に

浮き上がらせた簡便なものである。内・外面ともにナデで調整している。

甕のうち59は完形である。口径約24.Ocm、 器高は約24 0cm。 如意形口縁で、倒鐘形の器

形を呈し、口縁部に刻み目を、頸部にヘラ描沈線を4条施す。外面は刷毛で調整し、内面

は磨減のため不明である。

60～ 69は 口縁部から胴部にかけての破片である。

60は 口径約24.2cm、 如意形口縁で、倒鐘形の器形を呈す。日縁部に刻み目を、顎部に
ヘ

ラ描沈線を4条施す。外面は刷毛で調整し、内面は磨減のため不明である。

61は 口径約24.2cm、 如意形口縁で口縁部に刻み目を、頸部に削出突帯を2条以上施す。

内面を刷毛で調整している。

62は 口径約22.9cm、 如意形口縁で口縁部に刻み目を、頸部にヘラ描沈線 2条 を施す。外

面を刷毛で調整している。

63は 口径約20.9cm、 如意形口縁で口縁部に刻み目を、頸部にヘラ描沈線を 1条施す。外

面を刷毛で調整している。

64は 口径約26.Ocm、 如意形口縁で倒鐘形の器形を呈し、口縁部に刻み目をもつ。外面は

刷毛で調整しているが内面は磨減して不明である。ヘラ描沈線を各 3条顎部と胴部に2帯

施している。

65は 口径約22.8cm、 如意形口縁で、口縁部に刻み目をもつ。外面は刷毛で調整している

が、内面は磨減して不明である。ヘラ描沈線を 1条頸部に施している。

66は 回径約24.Ocm、 如意形口縁で、口縁部に刻み目をもつ。外面は刷毛で調整している

が、内面は磨滅して不明である。ヘラ描沈線を2条頸部に施している。

67は 口径約27.8cm、 如意形口縁で、口縁部に刻み目をもつ。外面は刷毛で調整している

が内面は磨滅して不明である。ヘラ描沈線を2条頚部に施している。

68は 口径約45.6cmと やや大型の如意形口縁で内面・外面ともヘラ磨きで調整している。

69は 口径約 16.8cmと 比較的小型である。如意形口縁で、倒鐘形の器形を呈し、口縁部に

刻み目をもつ。内面はナデて調整しているが、外面は磨減が著しく不明である。

70は 口径約27.8cm、 如意形口縁で、他の甕が口縁部に最大径を有するのに比して、胴部

に最大径を有す。外面は刷毛、内面はナデて調整している。口縁部に刻み目をもつ。
ヘラ

描沈線 3条を顕部に施している。

71は 口径約14.2cmの鉢である。磨滅が著しく調整は不明だが、生駒西麓産のチヨコレー

ト色の胎上を有す。

73は笠形の蓋の破片である。つまみ部は欠損している。口径約23.4cmで、内面
・外面と

もヘラ磨きで調整している。

鉢

蓋



一豆

2 出土遺物各説

2)堤間湿地出上の土器

弥生前期の土器が出土するのは湿地埋上の中層と下層である。埋土から出上した土器で

個体として認識できたものは22点あり、内訳は壼が 9点、甕が 4点、底部が 1点である。

壼のうち90は 、顎部から底部近 くにかけての広口壼の破片である。存高約18.9cmで、胴

部の最大径は約25.6cm。 顎部と胴部に削出突帯 1条 をそれぞれ施す。突帯は沈線帯の上下

をヘラ磨きで押さえたものである。内面・外面ともヘラ磨きで調整するのが基本だが、顎

部の突帯より上は刷毛を施している。胎土は生駒西麓産である。

88は頸部から胴部にかけての広口壷の破片で、顕部と胴部にヘラ描沈線 1条をそれぞれ

施している。外面はヘラ磨き、内面はナデて調整している。胎土は生駒西麓産である。

81～ 87は、日縁部から頸部にかけての広口壷の破片である。

81は 口径約19,Ocm、 顎部にヘラ描沈線を3条以上施している。外面の沈線帯より上は刷

毛、内面はヘラ磨きで調整している。

82は 口径約13.6cmで、顎部に削出突帯 2条を施している。突帯は沈線帯の上下をヘラ磨

きで押さえたものである。内面 。外面ともヘラ磨きで調整している。紐穴を有し、胎土は

生駒西麓産である。

83は 口径約15.8cmで、顎部に削出突帯 2条以上を施している。突帯は沈線帯の上下をへ

ラ磨きで押さえたものである。内面・タト面ともヘラ磨きで調整している。

84は口径約13.8cmで 顎部にヘラ描沈線 2条を有す。磨滅のため調整は不明である。

85は頚部の破片である。頸部に段を持つが、これは沈線の下をヘラ磨きで削って低 くし

たものである。紐穴を有し、外面は縦方向のヘラ磨き、内面はナデで調整している。生駒

西麓産の胎土を有す。

86は 口径約 13.8cmで 、顎部にヘラ描沈線 4条を有す。磨滅のため調整は不明である。

87は 口径約11.2cmの小型品で、顕部にヘラ描沈線 1条を施している。生駒西麓産の胎土

である。

甕は 5点出上している。うち 3点は口縁部の破片、 1点は底部のみ欠損したほぼ完形、

1点は胴部から底部の破片である。

甕のうち94は ほIF完形の品である。口径約29.2cm、 残存高約44.5cm。 如意形口縁で、無

文である。他の甕と異なり、口縁より肩部のほうが張った器形をしている。他の甕がずん

ぐりした倒鐘形の器形を呈す、あるいは呈すと推沢1さ れるのに比して縦長の間廷びした器

形である。内面・外面とも刷毛で調整している。

91は 口径約29.0硼で、口縁部に刻み目を、頚部にヘラ描沈線 3条 を施している。磨滅の

ため調整は不明である。

92は 口径約24.Ocmで 、口縁部に刻み目を、顕部に削出突帯を2条施している。外面は突

帯の下を刷毛、内面はナデて調整している。

93は 口径約23.6cmで 、口縁部に刻み目を、顎部にヘラ描沈線を3条施している。外面は

沈線の下刷毛、内面はナデて調整している。

89は底径約10.6cmの底部片である。外面は刷毛で調整しているが、内面は不明である。

奏



第皿章 遺物

3)SK238出 土の上器
SK238か ら出土した甕の破片は、回径23.Ocmで 口縁部に刻み日、顕部にヘラ描沈線
を3条有す。如意形口縁で生駒西麓産の胎土を有す。磨滅のため調整は不明である。

4)小結

今回の調査で出土した弥生時代前期の上器のうち、SD201の 埋土と堤間湿地の中～

下層からの出土状況の明確なもののみを取 り上げてみれば、傾向としてヘラ描沈線少条、

削出突帯少条を主外とし、それに続き段をもつものが混じっていると捉えられる。貼 り付

け突帯と削出突帯Ⅱ種はない。甕は削出突帯 I種が一点ある他は、すべてヘラ描沈線文に

よる。重はヘラ描沈線少条を主として削出突帯が混じる。このことから器種別には壼の文

様帯のバラエテイにくらべ甕は画一的である。器形の問題に目を転 じてみれば、甕は、口

縁部に最大径を持つものがほとんどで70と 94の 2点が腹部に最大径をもつ例外である。す

べて如意形口縁で基本的に刻み目を施す。 L字状の口縁はない。壼はすべて広口壷だが、

口縁がわずかにひらいて終わるものと大きくひらくものの 2種類ある。口縁のひらきが大

きいものはヘラ描沈線少条か削出突帯を、ひらきが小さいものは段か少条の中でも一条な

ど特に簡素なヘラ描沈線のものである。

調整の傾向としては、壼は外面に丁寧なヘラ磨きを施し、内面にもヘラ磨きを施すもの

がままある。甕は縦刷毛で外面を、ナデで内面を調整するのが基本である。

再び区分文様の問題に戻るが、段をもつ土器については北青木遺跡で出上しているもの

は 2点あり、どちらも井藤暁子氏がかつて段の成形法として指摘 した 3種類の方法の内、

cの タイプである。 cの タイプとは「目安の沈線を描き、これより下あるいは上を刷毛ま

たは箆磨きの手法で低め、段をつくりだしたもの。」である (井藤 。1983)。 このような段

は、当初の段の形成過程から遊離した、外見だけの段、段が形骸化したものであろう。

通例、弥生時代前期の上器を段階設定するにあたっては、削り出し突帯出現以前の段を

区分文様とする古段階、段と削り出し突帯が共存する中段階、そこに更に貼 り付け突帯が

加わる新段階の 3段階に時間差を与えて考えられる (佐原 。1968)。 北青木遺跡では主流

を削 り出し突帯に置きながらも、段と削 り出し突帯が共存 している段階である。先述のよ

うに只占り付け突帯と削出突削出突帯Ⅱ種はない。ヘラ描沈線文は少条が主流である。胎土

は生駒西麓からの搬入品と在地産が混在している。赤彩を施したものも数点みられる。

以上の点から、北青木遺跡の弥生時代前期の上器は、前期を古 。中 。新の 3段階に分け

るならすべてが中段階、先述の井藤の編年の I一 bの段階に位置づけられると思われる。

iii.弥生時代後期の上器

弥生時代後期の上器が出上しているのは、包含層と一部の土坑、湿地の最上層である。

包含層と湿地の最上層から出土したものはいずれも細片である。土坑出土のものとしては

SK225の ものが良好な一括資料である。それ以外の上坑で弥生時代後期の上器が出土
しているのは、SK201と SK237で ある。



一鍾

2 出土遺物各説

1)SK201出 土の上器

SK201か ら底部片が 1点出上している。 ドーナツ状で底径約 3.8cm、 外面は叩き目

内面は刷毛がみとめられる。この上器はより新しい時期の土器に混じつて出上している。

2)SK237出 上の上器

SK237か らは高杯の破片が 2点出上している。 2点 とも丁寧な造 りの品である。

117は 口径約23.8cm、 皿形の杯部は短めの口縁が大きく外傾している。口縁端部に凹線を

施している。外面は丁寧にヘラ磨き、内面はナデて調整している。

118は 口径約25.5cm、 皿形の郭部は短めの口縁が大きく外傾している。日縁端部に凹線を

施している。内・タト面ともに丁寧にヘラ磨きで調整している。

3)SK225出 土の土器

SK225か ら出土した土器のうち、個体として認識できたものは15点である。その内

訳は、重の完形品 1点、口縁部分 2点、甕の完形品 2点、口縁から体部にかけての大きな

破片が 4′点、底部 4点、鉢の口縁から体部にかけての破片が 2点である。

120は 口径約16.6cm、 器高は約23.3cmの二重口縁重である。外面は刷毛の上からヘラ磨き

で、内面は回縁部から頸部をヘラ磨き、頸部から下はナデて調整している。胴部がもっと

も張りだした器形で、胴部の最大径は約23.6cmである。

121は広口壺の口縁部から顎部の破片である。無文で口縁のひらきは小さい。口径は約

15.2cmを 計る。内面は磨滅のため調整は不明、外面はヨコナデを施している。

122は広口壺の口縁部から頸部の破片で口縁端面に刻み目を施している。口径は約18.Ocm

で外面は縦方向、内面は横方向のヘラ磨きで調整している。

123と 124は鉢の口縁から体部にかけての破片である。 123は口径約20.4cmと 小振の浅鉢

である。外面は叩きの上から丁寧にヘラ磨き、内面も丁寧なヘラ磨きを施している。

124は 口径約28.Ocmで、肩部が内傾するタイプの大型品である。口縁部は著しくはないが

やや長めである。外面は刷毛、内面はヘラ磨きである。

甕のうち 125は口径約17.Ocm、 底径約 6.Ocm、 器高は約28.4硼の完形品である。口縁部を

外側からナデて面状に作る、「口唇部ヨコナデ手法」である (森田 。1990)。 端面には凹線

文が施されている。外面は叩き目の上から胴部付近を刷毛で消そうとしている。これは分

割成形時の接点部分のみを調整したものである。内面は丁寧に刷毛で調整 している。 126

は口径約 14.Ocm、 底径約 4.4cm、 器高は約20.7cmの完形品である。 125が月同部やや上に最大

径を持つのに比べ月同部やや下がもっとも張っている。外面はやや粗い叩きのままで、内面

はナデて調整している。くの字に屈曲する口縁はやや長めである。

127は 日径約 17.0側の口縁部から胴部の破片である。肩が張った器形で、外面はやや粗い

叩きのままで、内面はナデて調整している。

128は口径約 14.Ocmの 口縁部から胴部の破片である。胴が張った器形で口縁はタト側からナ

デて面状に作っている。外面は胴部以下を叩きのうえから縦刷毛で、内面は横刷毛で調整

している。

鉢

甕
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129は口径約14,Ocmの 口縁部から胴部の破片である。胴部のやや上が張った器形で、口縁

部は、いわゆる「口縁部叩き出し技法Jに よって成形されている。外面は叩きを縦刷毛と

ナデで消し、内面はナデて調整している。

130は口径約 13.8cmの 回縁部から胴部の破片である。日縁部は叩き出し技法によって成形

されている。外面は叩きのままで内面はナデて調整している。

131は底径約 4.Ocmの 底部片である。外面は叩きの上から刷毛で、内面は刷毛で調整して

ヤヽる。

132は底径約 3.3cmの底部片である。外面は叩き、内面は刷毛で調整している。

133は底径約 5.Ocmの 底部片である。外面は叩き、内面は刷毛で調整している。

134は底径約 5.Ocmの 底部片である。外面は叩き、内面は刷毛と磨きで調整している。

6)小結

今回の調査で出土した弥生時代後期の土器は、 SK225の 一括資料に代表される。な
かでも二重口縁の重に注目したい。井藤氏は二重口縁の壷の登場をV様式でも特に後半以

降と指摘 している (井藤 。1983)。 同じく森田克行氏は二重回縁の壼の登場を自身の編年

でⅥ様式以降としている。森田氏の編年でいうⅥ様式とは、従来のV様式後半を独立させ

たものである。 SK225か ら出上している甕の中には「口唇部ヨコナデ手法」で口縁に

面を作っているものがある。これは森田氏の編年のⅥ様式以降に登場する技法で庄内式の

つまみあげた口縁に続いていくものであるが、同じ土器の口縁部の面に凹線文を施すのは

Ⅳ様式から引き継いだ古相の様相である。また口縁叩き出し技法によって成形された口縁

部をもつものが 2点あるが、日縁叩き出し技法が普及する時期は森田氏によるとⅥ様式以

降である (森田 。1990)。 調整の技法については壼の出土例が少ないため甕についてのみ

言及するが、外面は叩きのまま、あるいは分割成形の接点部分のみ刷毛をもちいるもの、

内面は刷毛かナデで行っている。肩部の内傾する鉢は口縁のやや伸びたタイプである。

SK225以 外の資料を見てみると、SK237で は日縁部が屈曲して外反する高杯が
2点出上しているが、外反の度合いは大きい。口縁部が屈曲して外反する高イそのものは

V様式前半の段階ですでに登場しているが、SK237の 資料のように外傾化の進行した

状態はV様式後半、森田氏の編年でいうⅥ様式以降である。

以上の点から、北青木遺跡の弥生時代後期の上器は、後期を前半・後半の 2段階に分け

るなら後半、先述の森田氏の編年ならⅥ様式の段階に位置づけられると思われる。

�.古墳時代の上器

今回の調査で出土した古墳時代の上器には、遺構から出土したものと湿地最上層から出

上したもの包含層から出上したものがある。

遺構から出土したものとしてはSK201・ 212・ 217・ 218・ 219。 236・
237か ら出上したものがあげられる。



甕

鉢

2 出土遺物各説

1)堤間湿地出上の土器

湿地最上層から出土したもので、個体として認識できたものは須恵器の杯蓋が 2点、杯身

2点である。77は 口径約 16.4cm、 78は 口径約 9.6cmの 杯蓋、79は 口径約 12.Ocm、 80は 口径約

13.2cmの郭身である。形状からいずれも6世紀後半のものと思われる。

2)SK201出 土の上器
SK201か ら出上したものとしては、底部が欠損した甕が 1点 と、高郭の杯部分の破
片が 1点、個体として認識できた。

95は 口径約 14.6cm、 残存高約18.Ocmの 甕である。ほぼ整円のプロポーションを持つが、

底部は久損しているため形状は不明である。くの字に屈曲する口縁部はやや外反し接合部

に明瞭な稜線を持つ。口唇部はつまみ上げてたちあげている。外面は刷毛で内面はヘラ磨

きで調整している。

96は 口径約 18.5cmの鉢の口縁部の破片である。外反する口縁で、外面は叩き目が残 り、

内面は刷毛で調整している。

98は 口径約13.5cmの高杯の杯部分の破片である。椀形の杯部は浅 く、内外面とも丁寧な

ヘラ磨きで調整している。

3)SK212出 上の上器
SK212か らは小型の九底壼が出上している (115)。 口径約 8.2cm、 残存高約 7.lcmで
外面は刷毛で、内面はナデで調整している。口縁は短くのびて、やや内弯する。

4)SK217出 上の土器
SK217か らは甕の口縁部から顎部にかけての破片が 2点 と高郭の杯部分の破片が 1
点出土している。

甕        991よ 口縁部から頸部にかけての破片である。口径約 15,Ocm、 残存高約 5,Ocmで外面は刷毛
で、内面はヘラ磨きで調整している。口縁は内弯して外傾度はゆるく立ち上がり、日唇部

は内狽1に厚 く面状を呈している。

100は 口縁部から頸部にかけての破片である。口径約 15。 2cm、 残存高約 5.Ocmで外面は刷

毛内面はナデで調整している。口縁は内弯し口唇部は内側に厚 く面状を呈している。

高杯       lolは 高杯の杯部分の破片である。口径約14.Ocmの椀形の杯部は浅く、外面は刷毛で、内
面はナデで調整している。

5)SK218出 土の上器
SK218か らは大形の鉢の口縁から胴部にかけての破片 1点、奏の口縁部の破片 3点
と壺の口縁部の破片 1点、底部の破片 1点が出上している。そのうち特に鉢の破片につい

ては、顎部に明瞭な稜線を有し、端部は面を呈する。内・外面とも細かく刷毛を施したあ

と外面にはさらにヘラ磨きを施しているものである。
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6)SK219出 上の上器

SK219か ら出土したのは、二重口縁の壺の完形品が 1点である。口径約16.Ocm、 高

約17.4cmで丸底、ほぼ整円のプロポーションを呈する。外面は体部は叩きのうえから刷毛

で、口縁はナデ、内面はヘラ磨きで調整している。口縁部は直立する。

7)SK236出 土の上器
SK236か らは小型の九底壷の口縁部の破片が出上している。
口径約 8 0cm、 口縁は短い。内・外面ともナデで調整している。外反して短くのびる口縁

である。

8)SK237出 土の上器
SK237か らは弥生時代後期後半の上器とともに古墳時代のものと考えられる甕の口

縁の破片が 4個体出土している。

109は口径約12.5cmで ある。くの字に屈曲する口縁で回唇部は肥厚している。

110は口径約16.5cmで 、短く外反する口縁をもつ。

113は口径約10.5cmで 、短く外反する口縁をもつ。

114は口径約16.2cmで 、内弯する口縁に肥厚した口唇部を持つ。

9)小結

古墳時代の上器のうち、湿地最上層から出土したものについては、先述のとおり6世紀

後半の時期のものと思われる。

遺構から出上したものについては、SK201出 土の甕についてはその器形から布留式

期のものと考えられるが、くの字に屈曲してやや外反し接合部は明瞭な稜を持ち、口唇部

はつまみ上げてたちあげるという口縁の形状は布留式上器としても古相を示していると考

えられる。寺沢薫氏はこのような形態の甕について「布留式影響の庄内形甕」の呼称を与

えている (寺沢・1986)。 寺沢氏の編年の布留 0ないし1式にあたると考える。

SK219出 上の二重口縁の壼についても同じく布留式前半の時期の土器であろう。二

重回縁の壺は弥生時代後期に系譜をもち、近畿地方でも普遍的に出土例を見る器種である

が、SK219出 上の壼のような口縁部が直立するタイプは、瀬戸内地方土器の影響を強

くうけたものであるとされている。ほぼ整円の器形と、九底の形状からは、布留式の内で

も寺沢氏の編年の布留 1式以降と考えられる。

その他上述の遺構出上の土器について、いずれも大枠では布留式前半におさまるものと

考えて差し支えないと思われるが、小型壼 2個については、短くのびる口縁の形状から布

留 0ないし1式の時期と思われる。その他は細片のため詳細を論ずることはできないが、

総体的な傾向として布留式前半のうちでも古相を示しているのではないかと考えられる。

出土数は少ないものの現時点ではこれらの遺物が北青木遺跡における布留式期前半の様式

と考える。
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vi.漁拐具

今回の調査で出上した漁耕呉 の大半は土錘である。須恵器製の飯蛸壼も2点出上してい

る。土錘は全部で44点出土しているが、形態的な内訳は管状土錘32点、棒状土錘10点、有

溝土錘が 2点である。大きさは様々で、重量もバラエテイに富んでいる。これらの上錘は

遺構から出上したものも包含層から出上したものもある。以下形態別に特徴を記す。

1)管状土錘

出上した土錘の大半をしめるこの形態のものは小型から大型まで各種出土 しているが、

縦断面が長方形を呈するものと楕円形を呈するものに細別可能である。

この32点 のうち遺構から出土した14点の詳細は、大型で縦断面が長方形のもの 7点、大

型で縦断面が楕円形のもの 1点、小型で縦断面が楕円形のもの 5点 となる。小型で縦断面

が長方形のものは存在 しない。包含層中から出土した18点の内訳は大型で縦断面が長方形

のもの10′点、大型で縦断面が楕円形のもの 2,点、小型で縦断面が楕円形のもの 6′点となる。

やはり小形で縦断面が長方形のものは存在しない。

遺構から出上した14点の時期については 2・ 6・ 8・ 9は SK225か ら出土したもの
で、共伴土器から弥生時代後期後半のものと思われる。11は SK211か ら出土したもの
で、須恵器や土師器を伴っているが、土器は細片で正確な時期は不明である。14は SK2
12か ら出土したものだが出土状況は11と 同様である。12と 13は SK214か ら出上して
いる。これも上述の 2つ の土坑のものと似た出土状況である。 3は SK218か ら出土し
たものである。 SK218か らは古墳時代初頭の上器が出土しており、この時期のものと
思われる。 5は SK237か ら出土したものだが、この上坑からは弥生時代後期後半の土
器が伴出している。15は ピットから出上したものである。このピットからは土師器が伴出

している。 4・ 7・ 10は湿地埋土から出土したものだが、いずれも最上層から出土したも

のである。湿地の最上層には、奈良時代～弥生時代前期の多岐にわたる遺物が混在してお

り正確な時期は決めがたい。

2)棒状土錘

棒状土錘10点のうち遺構から出上したものは湿地の最上層から出土した の 1点のみで
ある。そのほかは包含層中から出土したもので詳細な時期は不明である。

棒状土錘は形態的には細い小型と、太い大型に分けられる。量的には小形のものがほと

んどで、大型のものはわずかである。

3)有溝土錘

出土した有溝土錘は 2点 とも包含層からの出土品で、時期は不明である。形態としては

どちらも、卵形のものの長軸方向に溝を 1条めぐらせたものである。
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4)飯蛸壷

2点の飯蛸重が包含層から出土している。この 2点以外にも、細片が多量に出上してい

るが形状が判別できる程度に残存していたのは2点のみである。 2点 とも釣鐘型で須恵質

のものである。

5)小結

今回の調査で出上した漁労具のうち、正確に時期が決定できるものはSK225か らの

一括出土品 5点、SK237出 上の 1点、SK218の 1点の 7点である。SK225お

よびSK237か ら出上したものについては弥生時代後期後半、SK218出 上のものに

ついては古墳時代初頭の時期のものと考える。弥生時代後期後半の時期のものとおもわれ

る6点については、縦断面の形態が長方形のものが多いが、和田晴吾氏はこのような形態

の上錘は弥生時代中期頃から定型化する比較的新しい形態であると指摘している。また今

回調査した土錘は大半が包含層中からの出土品で時期が不明のものが多いが、小型で楕円

形の縦断面のものも多く出土している。和田氏はこの形態のものは古墳時代以降に最も普

及したタイプであるとしている (和田・1982)。 時期の明確なものが少ないため、今回の

調査で出土した土錘から北青木遺跡の土錘の傾向を判断することは難しいが、弥生時代後

期後半の時期のものについては、当調査の出土遺物にかぎっては大型のものが主流である

といえる。
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番号 出土層位 面取り 突帯の位置 突帯の形態 亥1み目 胎   土 類型 備考

1 SD20 下層 × 日縁接する 垂れ三角 小D 暗乳灰色 Ⅱ類

2 SD20 中層 × 口縁やや下 台形 D 暗責灰色 Ⅲ類

3 SD201中層 × 口縁接する 台形 大D 暗茶褐色・角閃石粒多く含む I類 長原式土器

SD20 中層 ○ 日縁やや下 蒲鉾 小D 暗乳灰色 Ⅲ類

SD201中層 × 日縁接する 垂れ三角 /1ヽD 暗乳灰色 Ⅱ類

6 SD20 中層 × 口縁やや下 二等辺三角 /1ヽD 暗乳灰色・花尚岩粒多く含む Ⅲ類

7 SD20 上層 × 口縁やや下 垂れ三角 小D 暗黄灰色・花尚岩粒含む Ⅱ類

SD20 上層 × 日縁接する 垂れ三角 /1ヽD 黄灰色 Ⅱ類

SD201中層 × 日縁接する 垂れ三角 D 黄灰色 [類

SD201上層 × 口縁やや下 二等辺三角 /1ヽD 明黄灰色 Ⅲ類

SD20 中層 × 口縁やや下 二等辺三角 D 暗黄灰色 Ⅲ類

SD20 上層 O 日縁やや下 二等辺三角 小D 暗乳灰色 Ш類

SD20 ○ 日縁接する 垂れ三角 /1ヽD 暗灰色・花商岩粒含む I類

SD20 中層 × 口縁接する 二等辺三角 D 乳灰色 Ⅲ類 2条突帯

5 SD20 上層 × 口縁やや下 二等辺三角 小D 乳灰色・花南岩粒多く含む Ⅲ類

SD20 下層 ○ 口縁やや下 二等辺三角 D 暗乳灰色・花商岩粒含む Ⅲ類

7 包含層 O 日縁やや下 二等辺三角 Ｄユ
‐
句 暗灰褐色 Ⅲ類

8 包含層 × 口縁接する 二等辺三角 暗褐色・角閃石粒多く含む I類 長原式上器

包含層 × 口縁接する 二等辺三角 大D 暗褐色 ? 長原式土器?

包含層 × 日縁やや下 台形 小D 暗灰褐色 皿類

包含層 × 口縁接する 蒲鉾 /1ヽD? 乳灰黄色・花筒岩多量に含む Ⅲ類

包含層 × 口縁接する 二等辺三角 小D 暗乳灰色 Ⅲ類

包含層 × 日縁接する 折り返し 無し 暗褐色・角閃石粒多く含む I類 長原式土器

包含層 O 日縁やや下 二等辺三角 大D 乳灰色 Ⅲ類

包含層 × 口縁接する 二等辺三角 小D 乳灰黄色・花商岩多量に含む Ⅲ類

包含層 × 口縁接する 垂れ三角 /1ヽD 暗灰褐色・花蘭岩含む Ⅱ類

包含層 × 日縁接する 二等辺三角 無し 暗灰tlB色 Ⅲ類

包含層 O 日縁離れる 二等辺三角 D 暗灰褐色・花尚岩・雲母含む Ⅲ類

包含層 × 口縁接する 垂れ三角 D 暗灰褐色・花筒岩・雲母含む H類

包含層 × 日縁接する 二等辺三角
Ｄ，
‐
刊 乳灰黄色・花尚岩多量に含む Ⅲ類

包含層 × 日縁接する 磨減で不明 ? 暗乳灰色 ?

包含層 × 口縁接する 台形 大D 暗褐色・角閃石粒多く含む Ⅲ類 長原式上器

包含層 × 口縁接する 蒲鉾 大D 乳灰黄色・花筒岩多量に含む Ⅲ類

包含層 台形 大D 暗掲色・角閃石粒多く含む I類 体部のみの破片・長原式土器

包含層 × 口縁接する 二等辺三角 小D 暗灰褐色 Ⅲ類 2条突帯

包含層 台形 大D 暗褐色。角閃石粒多く含む I類 体部のみの破片,長原式上器

包含層 二等辺三角 小D 暗灰褐色 Ⅲ類 体部のみの破片

湿地 X 口縁接する 二等辺三角 大D? 暗褐色・角閃石粒多く含む I類 長原式土器

湿地 × 口縁やや下 台形 大D 暗灰褐色・花両岩粒多く含む Ⅲ類

湿地中～下撮 ○ 口縁離れる 二等辺三角 小D 暗灰褐色・花商岩・雲母含む Ⅲ類

湿地 × 日縁やや下 垂れ三角 D 暗黄褐色 Ⅱ類

湿地下層 ○ 口縁やや下 二等辺三角 D 暗灰褐色 Ⅲ類

湿地 × 口縁接する 台形 V 暗掲色・角閃石粒多く含む I類 長原式土器

湿地 台形? 〔
ワ 暗灰褐色 Ⅲ類 体部のみの破片,長原式上器

湿地下層 台形 大D 黄褐色・花商岩粒多く含む Ш類 体部のみの破片

湿地 台形 大D 暗掲色・角閃石粒多く含む I類 体部のみの破片

湿地下層 垂れ三角 小D 暗灰褐色・花尚岩・雲母含む Ⅱ類 体部のみの破片

湿地下層 二等辺三角 D 暗灰褐色 Ⅲ類 体部のみの破片

湿地下層 台形 D 暗黄灰色 Ⅲ類 体部のみの破片

湿地下層 × 口縁接する 垂れ三角 小D 暗灰褐色・花尚岩粒多く含む E類

Tab 2 突帯文土器観察表
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番号 出土地区 層位 形態 最大長 直径 重量 備考

1 4-A区 包含層 棒状土錘 (5,1)cm 1 2cm (11,7)g

つ
ね 1-B区 ク // (5,0)cm 0.7cm (5,6)g

// // //
(4.9)cm 0 8cm (47)g

4 5-A区 ク ク (4.3)cm 1.3cm (4.7)g

5 4-A区 // (3.5)cm 1.lcm (91)g

6 5-A区 (3.3)cm 1 2cm (5.9)g

7 3-B区 ク (3.5)cm 1.2cm (7.5)g

8 ク (3.4)cm 1,Ocm (57)g

9 4-B区 (2.6)cm 0.8cm (4.8)g

10 5-B区 管状土錘 2.lcm 0,7cm 1.6g

5-A区 (2.1)cm (0.6)cm (2.9)g

つ
ね 4-B区 ク (3,7)cm 1.3cm (41)g

// ク 4.lom 1 4cm 6.5g

14 ク // 4,7cm 1.lcm 9,9g

15 5-A区 // 4.8cm 1.lcm 10,9g

16 4-A区 表土 7.Ocm 2.lcm 30.5g

17 5-A区 包含層 5,6cm 2.9cm 48.Og

ク 6.lc14 2.lcm 56.Og

19 4-A区 表土 ク 5 4cm 2.2cm 43.4g

20 4-B区 包含層 ″ 4.5cm 3 4cm 61,9g

う
々 4-A区 // ク 4 7cm 2.4cm 25,2g

う
々
う
Ｚ ケ // 4.8cm 1 9cln 21.lg

う
考 5-A区 // (39)cm 1.9cm (14.5)g

24 ク ク 5.8cm 3.8om 75.8g

25 // ク 6.lcm (3.0)cm (78.8)g

26 4-A区 6 8cm 3.4cm 98.3g

27 5-A区 ク 8.4cm 3.Ocm 80,7g

０
´ 有溝土錘 3 0cm 1.6cm 8,7g

29 3-A区 4.7cm 2.Ocm 20,7g

30 4-A区 湿地上層 棒状土錘 8 7cm 1.3cm 413g

5-A区 SK225 管状土錘 7 0cm (1.2)cm (360)g 弥生V様式上器と共伴

32 少 SK218 5,9cm 3.4cm 734g

4-A区 湿地上層 (8.1)cm 2.8cm (46.7)g

34 5-A区 SK237 ク 8.lcm 2.8cm 835g 布留式前半土器と共伴

SK225 // 7 9cm 3.4cm 114.8g 弥生V様式土器と共伴

36 4-B区 湿地上層 // 6.Ocm 2.6cm 661g

37 5-A区 SK225 ク 6 0cm 2.2cm 33,3g 弥生V様式土器と共伴

ク // (4.4)cm 3.2cm (50.0)g
//

39 4-B区 湿地上層 (4.4)cm 2.2cm (206)g

40 5-B区 SK211 (3.0)cm 1.lcm (4.7)g

41 ク SK214 4 3cm 1.lcm 76g

42 //
(4.1)cm 1 lcm (7.1)g

43 5-A区 SK212 ク (3.2)cm 1.3cm (51)g

44 SP244 ク 4.lcm 1 lcm 5.7g

Tab.3 土錘法量表



番
号

器
種

法
量
(c
la
)

口
頸
部

体
 
部

底
 
部

色
 
調

胎
土
・
焼
成

出
土
層
位

備
考

霊

E]
宅
登
  
13
2

彫
孟
窄
≧
  
22
6

底
径
 
―
―

3子
拝
= 
(2
00
)

ヘ
ラ
描
沈
線
1条

内
外
面
と
も
ヨ
コ
ナ
デ

ヘ
ラ
描
沈
線
2条

外
面
ヘ
ラ
磨
き
横
方
向

内
面
ナ
デ
・
指
頭
圧
痕

内
。
外
面
と

も
暗
黄
褐
色

糸田 焼
成
良
好

S 
D2
01

上
～
中
層
重
弧
文

壺

口
径
  
17
2

腹
径
 
―

底
径
 
―

器
高
 (
58
)

削
出
突
帯
1条
口
縁
部

内
外
面
と
も
ヨ
コ
ナ
デ
～

ヘ
ラ
磨
き
横
方
向

内
・
外
面
と

も
明
褐
色

や
や
粗
い

1～
3 
Hm
大

砂
茂
含
む

焼
成
良
好

S 
D2
01

中
層

一 堕

ロ
イ垂
 1
44

腹
径
 
―

底
径
 
―

器
高
 (
86
)

削
出
突
帯
3条

内
外
面
と
も
ヨ
ヨ
ナ
デ

内
・
外
面
と

も
暗
橙
色

糸田 焼
成
良
好

S 
D2
01

中
層

胎
上
分
析

サ
ン
プ
ル
18

54
霊

E]
そ
至
  
13
0

腹
径
 
―

底
径
 
―
―

器
高
  
 (
60
)

ヘ
ラ
描
沈
線
3条

頸
部
指
頭
圧
痕

磨
減
の
た
め
調
整
不
明

内
・
外
面
と

も
明
赤
褐
色

粗
い
1～
5鰤
大

砂
粒
多
く
含

む
焼
成
良
好

S 
D2
01

中
層

胎
土
分
析

サ
ン
プ
ル
2

霊

回
径
 1
11

腹
径
 
―

底
径
 
―
―

器
高
 (
3.
1)

ヘ
ラ
描
沈
線
2条

内
外
面
と
も
ヨ
コ
ナ
デ

内
・
外
面
と

も
灰
褐
色

糸田 焼
成
や
や
不

良

S 
D2
01

璽

口
ぞ
≧
  
7_
2

腹
径
 
―

底
径
 
―

器
高
 (
38
)

ヘ
ラ
描
沈
線
1条

内
外
面
と
も
ヨ
コ
ナ
デ
後

ヘ
ラ
磨
き

内
・
外
面
と

も
灰
黄
橙
色

や
や
粗
い

1剛
大
砂
粒

含
む
焼
成
良
好

S 
D2
01

ミ
ニ
チ
ュ

ア
土
器

霊

口
径
 
―
一

腹
径
 2
54

底
径
 
―
一

器
高
  
(1
00
)

ヘ
ラ
描
沈
線
3条

外
面
ヘ
ラ
磨
き
横
方
向

内
面
磨
滅
の
た
め
調
整
不

明

内
面
浅
黄
橙

色 外
面
浅
黄
褐

色

糸田 焼
成
良
好

S 
D2
01

中
層

霊

口
径
 
―
―

腹
径
 1
8.
6

底
径
 
―

器
高
  
 (
23
)

削
出
突
需
1条

外
面
ヘ
ラ
磨
き
横
方
向

内
面
ナ
デ
?

内
・
タ
ト
面
と

も
暗
褐
色

糸
田
焼
成
良
好

０
Ｄ 層
Ｓ 上

生
駒
西
麓

産

59
奏

E]
ぞ
登
  
24
0

刃
昆
ぞ
登
  
22
.8

底
径
 8
6

器
高
  
24
0

口
縁
部
刻
み
目

ヘ
ラ
描
沈
線
4条

頸
部
指
頭
圧
痕

内
外
面
と
も
ヨ
ヨ
ナ
デ

外
面
刷
毛
よ
こ
方
向
～
た

て
方
向

磨
滅
の
た
め
調
整
不
明

内
・
外
面
と

も
淡
黄
橙
色

や
や
粗
い

1～
3剛
大

砂
粒
含
む

焼
成
不
良

S 
D2
01

中
層

胎
上
分
析

サ
ン
プ
ル
4

60
甕

回
径
腹
径
底
径
器
高

駆 獅 一

口
縁
部
亥
Jみ
目

ヘ
ラ
描
沈
線
4条

内
外
面
と
も
ヨ
コ
ナ
デ

外
面
刷
毛
た
て
方
向

内
面
ナ
デ

内
面
暗
黄
橙

色 外
面
暗
褐
色

糸
田
焼
成
良
好

S 
D2
01

中
層

奏

口
窄
き
  
24
_2

腹
径
 
―

底
径
 
―

器
高
  
 (
50
)

回
縁
部
亥
Uみ
目

削
出
突
帯
2条
以
上

内
外
面
と
も
ヨ
コ
ナ
デ

内
面
用
U毛
よ
こ
方
向

内
・
タ
ト
面
と

も
明
褐
色

や
や
粗
い

l 
ll
m大
砂
粒

含
む
焼
成
良
好

S 
D2
01

上
層

削 日 椰 　 肺 博

Ta
b 
4 
出
土
土
器
観
察
表
1



番
号

器
種

法
量
(c
m)

口
頸
部

体
 
吉
ト

底
 
吉
る

色
 
調

胎
土
・
焼
成
出
土
層
位

備
考

甕

口
窄
登
  
22
9

腹
径
 
―

底
径
 
一

器
高
 (
41
)

口
縁
部
亥
Jみ
目

ヘ
ラ
描
沈
線
2条

頸
部
指
頭
圧
痕

内
外
面
と
も
ヨ
ヨ
ナ
デ

外
面
刷
毛
た
て
方
向

内
面
ナ
デ

内
・
タ
ト
面
と

も
暗
黄
橙
色

や
や
粗
い

1～
3 
Hu
ll
大

砂
粒
含
む

焼
成
良
好

S 
D2
01

中
層

甕

回
窄
登
  
20
9

腹
径
 
―

底
径
 
―

器
高
 (
53
)

口
縁
吉
骸
叫
み
目

ヘ
ラ
描
沈
線
1条

頸
部
指
頭
圧
痕

内
外
面
と
も
ヨ
コ
ナ
デ

外
面
刷
毛
た
て
方
向

内
面
ナ
デ

と 色
面 褐
外 黄
・ 暗
内 も

糸田 l
 m
14
大
砂
粒

含
む
焼
成
良
好

S 
D2
01

中
層

甕

E]
ぞ
≧
  
26
_0

犯
寛
窄
≧
  
23
4

底
径
 
―

器
高
 (
13
.3
)

口
縁
部
亥
Uみ
目

ヘ
ラ
描
沈
線
3条

頸
部
指
頭
圧
痕

内
外
面
と
も
ヨ
ヨ
ナ
デ

ヘ
ラ
猫
沈
線
3条

タ
ト
面
刷
毛
斜
め
方
向

内
面
磨
減
の
た
め
不
明

ス
ス
付
着

内
・
外
面
と

も
乳
黄
灰
色

や
や
粗
い

1～
3 
ml
n大

砂
粒
含
む

焼
成
良
好

Ｄ 層
Ｓ 中

胎
土
分
析

サ
ン
プ
ル
1

甕

口
窄
と
  
22
8

彫
琵
窄
と
  
20
6

底
径
 _
_

器
高
  
(1
40
)

口
縁
音
骸
」
み
目

ヘ
ラ
描
沈
線
1条

内
タ
ト
面
と
も
ヨ
コ
ナ
デ

ロ
縁
～
頸
部
に
ス
ス
付
着

外
面
刷
毛
斜
め
方
向

内
面
ナ
デ

内
・
タ
ト
面
と

も
灰
橙
色

糸
日 焼
成
良
好

S 
D2
01

中
層

奏

E]
ぞ
旨
  
24
0

腹
径
 1
05

底
径
 _
_

器
高
  
(1
00
)

口
縁
吉
骸
町
み
目

ヘ
ラ
描
沈
線
2条

内
外
面
と
も
ヨ
コ
ナ
デ

外
面
刷
毛
斜
め
方
向

内
面
ナ
デ

内
・
タ
ト
面
と

も
暗
黄
橙
色

や
や
粗
い

1～
3 
ml
n大

砂
粒
含
む

焼
成
良
好

S 
D2
01

中
層

奏

回
窄
登
  
27
8

腹
径
 
―

底
径
 
―

器
高
  
 (
67
)

口
縁
吉
隅亥
可
ち
米
国

ヘ
ラ
描
沈
線
2条

内
外
面
と
も
ヨ
コ
ナ
デ

外
面
刷
毛
斜
め
方
向

内
面
ナ
デ

外
面
暗
褐
色

内
面
明
褐
色

や
や
粗
い

1～
3 
11
Hl
大

砂
粒
含
む

焼
成
良
好

S 
D2
01

中
層

甕

口
ぞ
登
  
45
6

腹
径
 
―

底
径
 
―

器
高
  
(1
06
)

ヘ
ラ
磨
き
横
方
向

頸
部
指
頭
圧
痕

内
外
面
と
も
ヨ
ヨ
ナ
デ

内
外
面
と
も
Vペ
ラ
磨
き
横

方
向

外
面
暗
黄
橙

色 内
面
明
橙
色

糸田 焼
成
良
好

S 
D2
01

下
層

甕

口
径
 1
68

腹
径
 
―
一

底
径
 
―

器
高
(7
3)

口
縁
吉
隅亥
Uあ
目ヽ

ヘ
ラ
描
沈
線
1条

頸
部
指
頭
圧
痕

内
外
面
と
も
ヨ
コ
ナ
デ

外
面
磨
減
の
た
め
調
整
不

明 内
面
斜
め
方
向
ナ
デ

指
頭
圧
痕

内
・
タ
ト
面
と

も
明
橙
色

や
や
粗
い

1～
2 
1n
ln
大

砂
粒
含
む

焼
成
良
好

S 
D2
01

中
層

甕

ロ
イ垂
 2
78

腹
径
―

底
径
一

号
事
浮
三
  
(2
90
)

口
縁
部
亥
Uみ
目

ヘ
ラ
描
沈
線
3条

頸
部
指
頭
圧
痕

内
外
面
と
も
ヨ
コ
ナ
デ

外
面
上
半
用
U毛
斜
め
方
向

下
半
板
状
工
具
に
よ
る
ナ

デ
?

内
面
指
頭
圧
痕
・
磨
き

外
面
暗
褐
色

内
面
明
黄
橙

色

糸
田 焼
成
良
好

S 
D2
01

中
層

鉢

ロ
イ垂
 1
42

腹
径
 1
58

底
径
―

器
高
(7
3)

内
面
ヨ
コ
ナ
デ

外
面
磨
減
の
た
め
調
整
不

明 内
面
ヘ
ラ
磨
き
?

内
・
タ
ト
面
と

も
暗
褐
色

索
田
l 
mm
ノ
く
五
少

だ
と
わ
ず
か
1こ

含
む
焼
成
良
好

S 
D2
01

下
層

生
駒
西
麓

産

蓋

ロ
イ垂
 2
34

腹
径
―

底
径
―

器
高
 (
48
)

内
外
面
と
も
ヘ
ラ
磨
き
横

方
向
内
面
口
縁
部
ス
ス
付
着

内
外
面
と
も
ヘ
ラ
磨
き
横

方
向

内
。
外
面
と

も
暗
灰
黄
色

細 焼
成
良
好

S 
D2
01

Ta
b 
5 
出
土
土
器
観
察
表
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番
号

器
種

法
量
(c
m)

口
頸
部

体
 
部

,真
 
害
Б

色
 
調

胎
土
・
焼
成
出
土
層
位

備
考

更

口
径
  
19
0

腹
径
 
―

底
径
 
―

器
高
  
 (
59
)

ヘ
ラ
描
沈
線
3条
以
上

内
外
面
と
も
よ
こ
な
で

の
ち
外
面
頸
部
た
て
刷
毛

内
面
ヘ
ラ
磨
き
横
方
向

外
面
暗
褐
色

内
面
淡
黄
橙

色

や
や
粗
い

1～
31
11
m大

砂
粒
含
む

焼
成
不
良

湿
地
中
～

下
層

一 霊

E]
宅
登
  
13
6

腹
径
―

底
径
 
―

器
高
 (
85
)

削
出
突
帯
2条

口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ

内
外
面
と
も
ヘ
ラ
磨
き
横

方
向
 
紐
孔

内
・
タ
ト
面
と

も
暗
褐
色

ネ田 焼
成
良
好

湿
地
中
～

下
層

生
駒
西
麓

産

堕

口
径
  
15
8

腹
径
_

底
径
―

器
高
  
(4
0)

削
出
突
帯
2条
以
上

回
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ

内
外
面
と
も
ヘ
ラ
磨
き
横

方
向

内
面
暗
灰
黄

色 外
面
暗
褐
色

や
や
粗
い

l 
mn
大
砂
粒

含
む
焼
成
良
好

湿
地
下
層

一 室

口
径
  
13
8

腹
径
 
―

底
径
―

器
高
  
 (
60
)

ヘ
ラ
描
沈
線
3条
以
上

磨
減
の
た
め
調
整
不
明

内
外
面
と
も

暗
灰
褐
色

や
や
粗
い

1～
2 
nu
l大

砂
粒
多
く
含

む
焼
成
不
良

湿
地
下
層
胎
土
分
析

サ
ン
プ
ル
20

一 笠

頸
径
  
10
6

腹
径
 
―
―

底
径
 
―

器
高
 (
83
)

屁
宅
た
と
子
し

外
面
ヨ
コ
ナ
デ
～
ヘ
ラ
磨

き
た
て
方
向

内
面
ナ
デ
・
指
頭
圧
痕

内
・
外
面
と

も
暗
褐
色

旅日 焼
成
良
好

湿
地
下
層
生
駒
西
麓

産

86
更

口
径
 1
38

腹
径
―

底
径
―

器
高
 (
75
)

ヘ
ラ
描
沈
線
4条

磨
減
の
た
め
調
整
不
明

内
・
タ
ト
面
と

も
灰
黄
色

や
や
粗
い

1～
3 
ml
n大

砂
粒
多
く
含

む
焼
成
良
好

湿
地
中
～

下
層

胎
上
分
析

サ
ン
プ
,レ
19

一 蛮

口
奮
: 
11
2

腹
径
 
―

底
径
―

器
高
  
(4
2)

ヘ
ラ
描
沈
線
1条

内
外
面
と
も
ヨ
コ
ナ
デ

指
頭
圧
痕

内
・
外
面
と

も
暗
褐
色

糸田 焼
成
良
好

湿
地
下
層
生
駒
西
麓

産

霊

口
径
 
―
一

刃
鷲
ぞ
登
  
27
_2

底
径
 
―

器
高
  
(1
05
)

ヘ
ラ
描
沈
線
1条

ヘ
ラ
描
沈
線
1条

外
面
ヘ
ラ
磨
き
横
方
向

内
面
ナ
デ
・
指
頭
圧
痕

ス
ス
イ寸
着

内
・
外
面
と

も
暗
褐
色

糸
日
焼
成
良
好

湿
地
中
層
生
駒
西
麓

産

90
堕

口
径
 
―
―

翔
重
窄
至
  
25
6

底
径
 _

器
高
(1
8_
9〉

削
出
突
帯
1条

外
面
た
て
刷
毛

内
面
ヘ
ラ
磨
き
横
方
向

削
出
突
帯
1条

内
外
面
と
も
ヘ
ラ
磨
き
横

方
向

内
・
外
面
と

も
暗
褐
色

率田 焼
成
良
好

湿
地
中
～

下
層

生
駒
西
麓

産

甕
Eヨ
ぞ
≧
  
29
0

腹
径
―

底
径
 
―

器
高
 (
5.
5)

口
縁
吉
Бt
tU
み
目

ヘ
ラ
描
沈
線
3条

指
頭
圧
痕

内
外
面
と
も
ヨ
コ
ナ
デ

磨
滅
の
た
め
調
整
不
明

ス
ス
付
着

内
・
外
面
と

も
暗
黄
橙
色

や
や
粗
い

1～
3 
mm
大

砂
粒
多
く
含

む
焼
成
良
好

湿
地
中
～

下
層

甕

径 径 径 高

回 腹 底 器

24
0

(5
7)

口
縁
吉
卜亥
Uあ
入
目

削
出
突
帯
2条

内
外
面
と
も
ヨ
コ
ナ
デ

タ
ト
面
刷
E

内
・
外
面
と

も
灰
黄
褐
色

糸日 焼
成
良
好

湿
地
下
層

Ta
b 
6 
出
土
土
器
観
察
表
3
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番
号

器
種

法
量
(c
m)

口
頸
部

体
 
部

底
  
吉
ト

色
 
調

胎
土
・
焼
成
出
土
層
位

備
考

甕

E耳
4≧
  
23
6

腹
径
 2
26

底
径
―
一

器
高
  
 (
66
)

口
縁
吉
Б亥
叫
み
目

ヘ
ラ
描
沈
線
3条

内
外
面
ヨ
コ
ナ
デ

外
面
た
て
刷
毛

内
面
ヨ
コ
ナ
デ

ス
ス
付
着

外
面
暗
褐
色

内
面
暗
黄
橙

色

や
や
粗
い

1～
3 
ml
l大

砂
粒
多
く
含

む
焼
成
良
好

湿
地
下
層

甕

口
窄
ζ
  
29
2

地
琵
窄
き
  
30
6

底
径
__

器
高
  
(4
45
)

内
外
面
と
も
ヨ
ヨ
ナ
デ

頸
部
指
頭
圧
痕

内
外
面
と
も
た
て
刷
毛

磨
減
の
た
め
詳
細
不
明

内
面
指
頭
圧
痕

内
・
タ
ト
面
と

も
暗
黄
橙
色

粗
い
。
 2
 1
nl
n

大
砂
粒
多
く

含
む
焼
成

や
や
不
良

湿
地
中
層

高
杯

El
tt
ζ
  
23
 8

腹
径
一
一

底
径
―
一

器
高
  
 (
4.
6)

内
タ
ト
面
と
も
ヨ
コ
ナ
デ
後

ヘ
ラ
磨
き
た
て
方
向

外
面
明
赤
褐

色 内
面
淡
黄
橙

色

糸田 焼
成
良
好

S 
K2
37

高
杯

ロ
イ垂
 2
5_
5

腹
径
―
―

底
径
一
一

器
高
(4
4)

外
面
ヨ
コ
ナ
デ
後
ヘ
ラ
磨

き
た
て
方
向

内
面
横
方
刷
毛
?

内
。
外
面
と

も
暗
黄
褐
色

糸
日 焼
成
良
好

S 
K2
37

士 霊

E]
径
  
16
6

月夏
宿
邑
 2
36

底
径
 5
2

器
高
 2
33

外
面
ヨ
ヨ
ナ
デ

た
て
刷
毛

内
面
ヘ
ラ
磨
き
横
方
向

外
面
よ
こ
刷
毛
後
ヘ
ラ
磨

き
。
た
て
方
向

内
面
ナ
デ
・
指
頭
圧
痕

ス
ス
付
着

内
・
外
面
と

も
暗
黄
橙
色

細 焼
成
良
好

S 
K2
25

笠

口
径
  
15
2

腹
径
__

底
径
一
―

器
高
 (
3_
2)

デ 着
ナ 付
コ ス
ヨ ス

も も

と と
面 面

タ タ

内 内
内
91
・
面
と
も

暗
赤
灰
褐
色

l 
ml
n大
砂
粒

含
む
ア
カ
グ

サ
レ
混

焼
成
良
好

S 
K2
25

12
2
一 堕

ロ
イ垂
 1
80

腹
径
一
一

底
径
―
一

器
高
(5
1)

回
縁
刻
み
目

外
面
叩
き
の
後
ヘ
ラ
磨
き

た
て
方
向
、
内
面
ヨ
コ
ナ

デ
～
ヘ
ラ
磨
き
横
方
向

内
外
面
と
も

暗
赤
灰
色

細 焼
成
良
好

S 
K2
25

鉢

口
ぞ
登
  
20
4

腹
径
一
一

底
径
一
一

器
高
 (
68
)

内
外
面
と
も
ヨ
コ
ナ
デ

外
面
叩
き
の
後
ヘ
ラ
磨
き

縦
方
向
、
内
面
ヘ
ラ
磨
き

横
～
た
て
方
向

内
タ
ト
面
と
も

淡
褐
色

l 
ll
m大
砂
粒

含
む
焼
成
良
好

S 
K2
25

鉢

E]
窄
登
  
28
0

腹
径
__

底
径
一
一

器
高
  
(1
00
)

内
外
面
と
も
ヨ
ヨ
ナ
デ

外
面
た
て
刷
毛

内
面
粗
い
ヘ
ラ
削
り
斜
め

方
向

内
タ
ト
面
と
も

淡
褐
色

l1
44
大
砂
粒

含
む
焼
成
良
好

S 
K2
25

12
5

甕

口
径
  
17
.0

腹
径
 2
2_
0

)真
イ垂
 6
0

器
高
  
28
4

凹
線
二
条

内
外
面
と
も
ヨ
コ
ナ
デ

外
面
叩
き
後
た
て
刷
毛

内
面
上
半
ヘ
ラ
削
り
後
よ

こ
刷
毛

ス
ス
イ寸
着

外
面
叩
き

内
面
よ
こ
刷
毛

内
外
面
と
も

暗
褐
色

1～
2 
xu
l大

砂
粒
含
む

焼
成
良
好

S 
K2
25

奏

回
窄
き
  
14
0

腹
径
  
16
2

底
径
 4
4

号
辞
罪
章
  
20
7

内
外
面
と
も
ヨ
コ
ナ
デ

外
面
ヨ
コ
オ
デ
後
日 「
き

内
面
ヨ
コ
ナ
デ
。
指
頭
圧

痕 ス
ス
付
着

内
面
指
頭
圧
痕

内
外
面
と
も

淡
赤
褐
色

1～
3 
na
l大

砂
粒
含
む

焼
成
良
好

S 
K2
25

Ta
b 
7 
出
土
土
器
観
察
表
4

〕 Ｉ 辟 肺 ミ 中 畔



番
号

器
種

法
量
(c
m)

口
頸
部

体
 
部

底
 
都

色
 
調

胎
土
・
焼
成
出
土
層
位

備
考

12
7

奏

Eヨ
径
  
17
0

腹
径
  
18
6

底
径
 
一

器
高
 (
8_
6)

内
外
面
と
も
ヨ
ヨ
ナ
デ

内
面
右
上
が
り
な
で

内
外
面
と
も

淡
褐
色

l 
tu
ll
大
砂
粒

含
む
、
ア
カ

グ
サ
レ
混

焼
成
良
好

S 
K2
25

12
8

甕

口
窄
と
  
14
0

腹
径
  
14
2

底
径
 
一

器
高
  
 (
12
2)

内
外
面
と
も
ヨ
ヨ
ナ
デ

外
面
叩
き
後
た
て
刷
毛

内
面
ヘ
ラ
削
り
後
横
帰
U毛

内
外
面
と
も

暗
褐
色

1～
2 
11
ul
l大

砂
粒
含
む

焼
成
良
好

S 
K2
25

12
9

甕

E]
ぞ
登
  
14
.0

翔
琵
宅
を
  
19
2

底
径
 _

器
高
  
(1
42
)

内
外
面
と
も
ヨ
コ
ナ
デ

外
面
叩
き
後
た
て
刷
毛

内
面
ナ
デ

内
外
面
と
も

淡
灰
肌
色

糸
田
焼
成
良
好

S 
K2
25

13
0

甕

口
径
腹
径
底
径
器
高

畷 脚 一(9,
0)

外
面
ヨ
コ
ナ
デ

内
面
叩
き
の
後
指
押
さ
え
外
面
叩
き
目
(3
条
/1
 c
al
)

内
面
左
上
が
リ
ナ
デ

内
外
面
と
も

暗
灰
褐
色

1～
2 
nm
l大

砂
粒
多
く
含

む
焼
成
や
や
不
良

S 
K2
25

杯
蓋

口
径
腹
径
底
径
器
高
(2
5)

内
外
面
と
も

灰
色

細 焼
成
良
好

湿
地
上
層

郭
蓋

口
径
腹
径
底
径
器
高

96
外
面
灰
色

内
面
灰
黄
色

焼
成
不
良

湿
地
上
層

79
杯
身

口
径
腹
径
底
径
器
高
(3
6)

外
面
灰
色

内
面
灰
白
色

細 焼
成
良
好

湿
地
上
層

然
身

口
径
腹
径
底
径
器
高

13
2

(3
.8
)

内
タ
ト面
と
も

灰
白
色

細 焼
成
良
好

湿
地
上
層

95
一 堕

口
窄
E 
 1
46

彫
寛
ぞ
旨
  
20
0

底
径
 _

器
高
 (
18
.0
)

ヨ
コ
ナ
デ
～
刷
毛
た
て
方

向
外
面
・
刷
毛
横
方
向

内
面
上
半
・
ヘ
ラ
削
り

下
半
・
削
り
後
ナ
デ

外
面
全
体
に
ス
ス
付
着

淡
橙
褐
色

細
。
l 
nu
l大

砂
粒
含
む

焼
成
良
好

S 
K2
01

奏

口
径
腹
径
底
径
器
高
(5
3)

内
外
面
と
も
ヨ
コ
ナ
デ

外
面
叩
き

内
面
斜
め
方
向
刷
毛

外
面
暗
黄
褐

色 内
面
黄
褐
色

糸田 焼
成
良
好

S 
K2
01

高
郭

口
径
腹
径
底
径
器
高
(4
_2
)

外
面
た
て
方
向
ヘ
ラ
磨
き

内
面
ヨ
ヨ
ナ
デ
後
た
て
方

向
ヘ
ラ
磨
き

内
外
面
と
も

明
黄
褐
色

綱
災
糸
田
焼
成
良
好

S 
K2
01

Ta
b 
8 
出
土
上
器
観
察
表
5

誤 日 Ⅲ 　 陣 ミ



番
号

器
種

法
量
(c
ln
)

口
頸
部

体
部

,真
 
吾
躊

色
 
調

胎
土
・
焼
成
出
土
層
位

備
考

99
壷

口
径
腹
径
底
径
器
高
(5
0)

内
外
面
と
も
ヨ
ヨ
ナ
デ

肩
部
外
面
た
て
刷
毛

内
面
ヘ
ラ
削
り

外
面
灰
黄
褐

色 内
面
淡
黄
褐

色

細 焼
成
良
好

S 
K2
17

10
0

壷

口
径
腹
径
底
径
器
高
 (
 )

内
外
面
と
も
ヨ
ヨ
ナ
デ

肩
部
外
面
た
て
刷
毛

内
外
面
と
も

乳
灰
橙
色

イ
田 焼
成
良
好

S 
K2
17

高
郭

口
径
腹
径
底
径
器
高

14
.0

(3
.9
)

外
面
斜
め
方
向
刷
毛

内
面
ヨ
コ
ナ
デ

内
外
面
と
も

明
赤
褐
色

細 焼
成
良
好

S 
K2
17

10
2

鉢

口
径
腹
径
底
径
器
高

踊 ３４ ．
２ 一

内
外
面
と
も
ヨ
ヨ
ナ
デ

外
面
肩
部
た
て
刷
毛
、
体

部
斜
め
方
向
板
ナ
デ

内
面
た
て
刷
毛

外
面
暗
責
橙

色 内
面
淡
黄
橙

色

糸
田 焼
成
良
好

S 
K2
18

10
8

壼

口
径
腹
径
底
径
器
高

・６ ．
。 々 一

内
外
面
と
も
刷
毛
目
の
後

ヨ
コ
ナ
デ

肩
都
叩
き
日
、
体
部
内
面

上
半
横
方
向
の
強
い
ヘ
ラ

削
り
、
下
半
た
て
方
向
、

外
面
た
て
刷
毛
。
ス
ス
。

内
外
面
と
も

茶
褐
色

糸
田
。
 1
-2

ml
n大
砂
粒
含

む 焼
成
良
好

S 
K2
19

10
9

壷

口
径
13
0

腹
径
―
一

底
径
一
―

器
高
 (
33
)

内
外
面
と
も
ヨ
コ
ナ
デ

外
面
淡
黄
橙

色 内
面
明
黄
褐

色

細 焼
成
良
好

S 
K2
37

11
0

壼

径 径 径 高

口 腹 底 器

10
,4

(5
_1
)

内
外
面
と
も
ヨ
コ
ナ
デ

指
頭
圧
痕

外
面
暗
黄
橙

色 内
面
灰
黄
橙

色

外
面
暗
黄
橙

ll
lu
n大
砂
粒

含
む
焼
成
良
好

S 
K2
37

11
4

室

口
密
: 
18
.4

腹
径
一
―

底
径
 
一
一

器
高
 (
3.
1)

外
面
ヨ
ヨ
ナ
デ

内
面
斜
め
方
向
刷
毛

内
外
面
と
も

灰
黄
色

細 焼
成
良
好

S 
K2
37

一 霊

回
径
腹
径
底
径
器
高

貶 ％ 一

内
外
面
と
も
ヨ
ヨ
ナ
デ

外
面
ヨ
ヨ
ナ
デ
後
斜
め
方

向
用
U毛
内
面
ヨ
コ
ナ
デ

内
外
面
と
も

暗
黄
灰
色

や
や
粗
い

1～
21
nl
n大

砂
粒
多
く
含

む
焼
成
良
好

S 
K2
12

小
形
丸
底

軍

一 璽

口
径
腹
径
底
径
器
高
(4
0)

内
外
面
と
も
ヨ
コ
ナ
デ

外
面
淡
黄
橙

色 内
面
暗
黄
橙

色

糸田 焼
成
良
好

S 
K2
36

小
形
丸
底

笠

〕 離 肝 陣 彗 軒 畔

Ta
b,
9 
出
土
土
器
観
察
表
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第Ⅲ章 遺物

b.石器 。石製品

i.打製石器

今回の調査では様々な石器や石製品も出土している。その内訳は、打製石鏃49点、石錐

4点、刃器 3点、楔型石器が 6点、磨製石器では太形蛤刃石斧 3点、柱状片刃石斧 1点、

石包丁 1点、敲石 1点その他剥片等も出土している。これらは遺構、包含層などからまん

べんなく出土しており詳細は表に一括して記した。そのほか石製品としては石棒が 5点出

土している。

1)石鏃

今回の調査で出上した打製石鏃は50点、すべてサヌカイト製で無≧である。平基式ある

いは凹基式である。両面を丁寧に調整し、分厚 く、断面形が菱形を呈するものと、中央に

大剥離面を残 し周縁部だけを両面から調整した、薄く、断面形が六角形を呈するものに大

別できる。これらの相違点は製作技法の違いから生じたものであるが、山中一郎氏は、前

者が古来からの伝統的技法であるのに対し、後者のタイプの石鏃は縄文時代晩期から存在

し弥生時代前期にはひろくみられる技法となったと指摘している (山中
。1992)。

使用された石材の産地については、従来より当該地域で出土するサヌカイトの産地とし

て四国の金山と大阪・奈良の二上山が知られている。かつて神戸市出土のサヌカイトの産

地を特定する方法として藁科哲男氏らは蛍光X線分析を用いた研究を行い、 I期の遺跡で

ある東灘区の本山遺跡と兵庫区の戎町遺跡、楠・荒田遺跡出上の石鏃石材が二上山産のも

のに比して金山産のものが量的に優勢であることを明らかにした (藁科ほか
。1989)。 今

回の北青木遺跡出上の石鏃石材については理化学的手法による分析の機会を得ることは出

来なかったが、肉眼観察の結果について参考程度に書きとめておく。

金山産のサヌカイトは「細かい白い斑点状の外観を呈する」「ザラロの強い害Jれ面が生

じる」特性を持つ (山中。1992)こ とは広く知られた事実である。また反語的に言うと二

上山産のものは黒みが強くなめらかな割れ面を生じるとも言えよう。このような視点で肉

眼による観察を行えば、北青木遺跡から出上した打製石鏃は50点すべて金山産のサヌカイ

トで作られているのではないかと思わせる、細かい白い斑点状の石質である。それは風化

による白濁とは異なる。肉眼観察の意義については山中氏の指摘にあるとおりであろうか

ら参考までに書きおくこととする。

今回の調査で出土した打製石鏃は断面形が六角形を呈するものと菱形を呈するものの二

つに大別されるが、六角形のものは49点中38点、残り11点は菱形と、六角形のものが優勢

である。断面六角形の石鏃は、両極技法の発達にともない登場したより新しい形態である

が、北青木遺跡出土のものは、古層の形態をとどめる菱形断面のものには長・幅比が 1:

1の正方形におさまるものが多い。



2 出土遺物各説

平面形について個々に観察していくと、長さが2.5～ 3 cmの比較的大型のもの、1.5～ 2

cmの 中型のもの、 l cm前後の小型のものに分けられる。長・幅比的には大型のものほどス

レンダーで中型品には正方形の枠におさまるようなずんぐりのものと大型的なスレンダー

タイプの両方がある。小型はすべてずんぐりになる。平基式あるいは凹基式と大きさの間

に相関関係はないように思われるずんぐり形もスマートなものもおしなべて両形態のもの

がある。

石鏃は時代が新しくなりにつれ大型化するという定説があるが、北青木遺跡から出土し

た打製石鏃の年代については、先述のとおり湿地およびSD201か ら出上したものにつ
いては、共伴する遺物から縄文時代晩期～弥生時代前期のものと考えられる。包含層中か

ら出土したものについては時期を決定することはできないが、形態的には湿地およびSD
201か ら出上したものと同じ時期の可能性が高い。個々の上坑出上のものと伴出した土
器の時期については法量表内に注記した。

石器は土器と違い型式学的に細分化が不可能である。共伴する遺物から逆説的に導き出

すなら、これらは縄文時代晩期～弥生時代前期のものとなるが、形態から縄文的な要素と

弥生的な要素を振 り分けることとしたら大型でスレンダーなものは弥生的、小型でずんぐ

りしたものは縄文的となる。19の石鏃はその最たるものと言えよう。製作技法的にもずん

ぐり形は古式の技法で作られている。湿地およびSD201か ら出土したものが出土状況
の良好な資料と言えよう。九みをもった周縁部のもの、直線的で三角形をおもわせるもの

など平面的にはバラエテイがあるが現時点では機能的な意味を見いだすことはできない。

2)石錐

石錐は4点出上している。すべてサヌカイト製で、形態としては 3が頭部と錐部の境が

明瞭なもので、それ以外は厚めの多角形形で先端を錐部として使用するタイプのものであ

る。棒状のものはない。

3が丁寧につくりこんだ品であるのに対 し、 1と 2と 4については大剥離面を多 く残 し

簡便な製作技法に徹 している。大剥離面のリングとフィッシャーの方向からみて、厚めの

剥片の両端を折断した後軽 く調整して周縁部を作 り、先端部分を錐部として利用する事を

意図したのであろう。

3)刃器

3点出上している。刃部の形態はすべて直線刃で大剥片の両面に調整を施して刃部を作

りだしている。刃部の対辺は折面をそのまま残すのが基本でわずかに器面を整えてあるが

8については腹面の対辺も丁寧に調整されている。

両極技法によって得た大きく薄い剥片を、わずかに成形したあと一辺をいきなり極浅形

に細部調整して刃を作る典型的で簡便な製作工程である。 7は石核から剥離させた際のバ

ルブがそのまま残っている。
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※ ( )は現存値
番号 出土地区 層位 形態 最大長 最大幅 最大厚 重 量 石材

4-B区 SD201中 層 平基無茎 9cm 1 4cm 0 4cm 07g サヌカイ ト

7 凹基無茎 8cm) (1 2cm) 0 2cm 06g

22 平基無茎 2 5cm) 1 4cm 0.3cm L2g

4-A区 凹基無茎 7cm 1 4cln 0 3cm 0.6g

凹基無茎 8cm 1.3cm 0 2cm 04g

平基無茎 .8cm 1 2cm 0 3cnl 07g

平基無茎 4cm 1 3cm 0.4cm 05g

平基無茎 6cm 1 2cm 0 3cm 0.5g

10 平基無茎 7cm 1.6cm 0 4cm 08g

24 凹基無茎 2.8cm) (1 5cm) 0 4cm 17g

凹基無茎 (1 lCm) (1.2cm) 0 4cm 03g

9 凹基無茎 7cm) 1 3cm 0.3c14 0.6g

23 凹基無茎 (2 7cm) 1.6cm 0 6cln 23g

25 5-B区 SP213 凹基無茎 (2.lcm) (1 2cm) 0 2cm 08g

26 5-A区 SP277 凹基無茎 (1 2cm) 1 5cm 0 4cn4 05g

27 凹基無茎 (1 5cm) 1 2cm 0.3cm 07g

5-B区 SK211 凹基無茎 1 8cm 1 8cm 0 4cm 0.8g

5-A区 SK220 凹基無茎 (1.8cm) (1 3cm) 02伽 06g

14 SK223 平基無茎 (1 6cm) 1.5cm 0 2cm 07g

l 凹基無茎 (1 4cm) (1.lCm) 0.2cm 03g

SK231 凹基無茎 1.9cm 1 5cm 0 3cm 0,7g

19 SK233 凹基無茎 (1,9Cm) (1 lCm) 0 3cm 04g

4 凹基無茎 (1 3cm) 1 2cm 0 3cm 03g

2 凹基無茎 1,lcm 1 lcln 0.3cm 03g

20 SK237 凹基無茎 2 2cm 1 3cm 0 3cm 0.7g

凹基無茎 (1.4cm) 1 2cm 0 3cm 0.7g

21 SK240 平基無茎 2 4cm 1 6cm 0 4cm 15g

39 3-B区 包含層 凹基無茎 2.Ocm 1 3cm 0.3cm 07g

41 4-A区 凹基無茎 (2 2cm) 1 6cm 0 6cm 16g

44 凹基無茎 2 1cm 1_5cm 03卸 06g

48 凹基無茎 2 4cm 1 6cm 0 4cm L4g

40 凹基無茎 1 8cm 1 6cm 0.3cm 07g

45 凹基無茎 2 2cm 1 4cm 0 4cm 1.3g

49 湿地中～下層 凹基無茎 2 4cm 2.Ocm 0 3cm 1lg

28 凹基無茎 1 5cm 3cm 0,3cm 05g

29 凹基無茎 (1 8cm) 4cm 0,4cm 04g

30 凹基無茎 (1 4cm) 6cm 0 4cm 0.8g

凹基無茎 1 4cm _4cm 0 2cm 05g

凹基無茎 1 7cm (1.4cm) 0.4cm 07g

50 2-A区 凹基無茎 2_7cm 1 8cm 0 3cm L4g

43 4-A区 凹基無茎 2 1cm .8cm 0 4cm 08g

2-B区 凹基無茎 2 0cm 5cm 0 5cm 07g

5-A区 凹基無茎 (1 4cm) 4cm 0,3cm 07g

34 凹基無茎 1 7cm Ocm 0.5cm 0.3g

46 5-B区 凹基無茎 0 9cm Ocm 02帥 01g

凹基無茎 1 6cm 5cm 0 4cm 09g

表  採 平基無茎 (1 5cm) 6cm 0 4cm 07g

表  採 凹基無茎 1 8cm 1 4cm) 04c14 0,7g

47 表  採 凹基無茎 10伽 .Ocm 0 6cm 03g

Tab 10 出土石鏃法量表
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番号 出土地点 層位 最大長 錐部幅 重量 石   材 備 考

5-B区
4-A区

S K201

包含層

3 2cm

40c14

3 8cm

2 3cm

0 4cm

0 6cm

0 4cm

0 4cm

26g

43g
21g

13g

サヌカイト 弥生V様式土器と共伴

ab.

第Ⅲ章 遺物

番号 出土地点 層位 石  材 備 考

2-B区
5-A区

4-B区
4-A区
5-A区

包含層

湿地中層

包含層

S K219

サヌカイト

縄文時代晩期・弥生時代前期中段階土器と共伴

弥生V様式上器と共伴

ab.

〇

〇
FigJ 4 出土石器実測図 (磨製石器 )
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4)楔型石器

楔型石器の定義としては「平面の形態は四角形」で「縦断面が凸レンズ状を呈」し「礫

核を素材としたものと剥片を利用したもの」に三分され「上下両縁辺または両尖端からほ

ぼ平行に剥離痕が背理、両端には・・・多くはステップ。フラクチャーを残す」ものが基

本形とされる (岡村・1976)。

その観点からみて、 6′ミの楔型石器が認められた。そのうち6は礫核利用の比較的大型

のもので 1～ 4は剥片を利用した小型品である。 5は剥片を利用しているが比較的大型で

ある。 lについては片方が折損している。 5は「裁断面」をもたず階段状剥離も片端だけ

で、対辺は片面のみ通常の細部調整である。あるいは刃器のごく消耗した品の可能性も考

えられる。

ii.磨製石器

磨製石器としては、太形蛤刃石斧 3点、柱状片刃石斧 1点、石包丁 1点、敲石 1点が出

土した。

1)太形蛤刃石斧

太形蛤刃石斧 3点のうち 3は SK225か ら出土した。基端に敲打痕があり、折損後に
転用したと思われる。 1と 2は湿地埋土からの出土である。いずれも刃部を折損し、基部
のみである。 2は基端も折損している。 3の SK225は 先述のとおりV様式の上器を共
伴している。

V様式の上器を共う太形蛤刃石斧について禰宜田氏は再利用品としての存在を強調して
いる (禰宜田。1992)。 V様式の時代には石斧としての機能はすでに消滅していたとする
主張を否定あるいは肯定する材料はこの資料には見つけられない。

2)快 り入柱状片刃石斧

狭り入柱状片刃石斧は湿地中層から出土している。刃部は折損している。全面を丁寧に

研磨した品である。基端は狭りに向かって傾き、断面は長方形を呈する。幅に対し厚さの

害」合は1:2である。快り部分に紐擦痕が残る。

3)石包丁

石包丁は湿地中～下層から出土している。

両刃である。明確な使用痕は認められない。

刃線に斜め方向である。

1/2は折損している。端部は四角 く外弯の
器面の研磨走向は刃面は刃線に平行、平面は

4)敲石

敲石は包含層から出土している。九石を半割している。使用前から半割していたのか、

使用中に割れたのかは不明である。原礫面に敲打痕が認められる。
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F咆 15 出土石製品実測図

① 3

0                            10Cm

iti.石棒

石棒の破片は全部で4点出土している。いずれも片岩製で、すべて湿地から出土してい

る。 1は基端を折損しているが先端の残った比較的良好な状態のものである。他はすべて

破片で石材から異なる個体と判別できるが、どの部分かは不明である。断面は判別できる

ものはすべて楕円形で、幅も判別できるものはすべて 5 cm程度である。かくも多量の石棒

の破片が湿地内から出土しているが、意図的な投棄なのか二次的な流入かは不明である。

iv. JJヽ結

以上が出土石器および石製品の各説である。このうち共伴する土器から明確に時期の分

かる物は湿地中層から出土した挟り入柱状片刃石斧と石包丁、SK225か ら出上した太

形蛤刃石斧がある。狭り入柱状片刃石斧と石包丁は縄文時代晩期から弥生時代前期中頃、

太形蛤刃石斧は弥生時代後期後半となる。今回の調査にあたつては、諸般の事情により石

材の産地の理化学的分析を行うことができなかった。石器は土器と異なり型式変化が緩や

かである。したがつてタイムマーカーとしての役割を果たさない。しかし産地の理化学的

分析の積み重ねによつて地域間交流を知る手掛かりとなる。特に弥生時代前期の物の流れ

を知ることは人の流れ、大きくは弥生時代の始まりを知ることにもつながると思われる。

今後機会があれば積極的に産地分析を行うことを課題としたい。



櫂

鍬未製品

鋤 ?

ヘラ状木製品

台形木製品

到物未製品

c.木器・木製品

合計48点の木器・木製品を取り上げている。

製品別に見ると、鍬未製品 1、 鋤 ?1、 楷 1

板材と、板材 1、 杭14、 割材24点 となる。

鍬未製品 (2)と したものは、アカガ

シ亜属を板目取りし、舟型隆起と推定でき

る断面形を呈している。長さが24cmと 短く、

制作途中で欠損したものであろう。

鋤 ?(3)と したものはアカガシ亜属
の板目取 りで、ていねいに両面を加工して

いる。鉄刃装着の痕跡は認められない。薄

いことと幅から推定して鍬の尖端部と思わ

れる。

櫂 (1)と したものは、両端をうしな

つており、現存長54cmで、柄と水かき部の

2 出土遺物各説

すべて湿地からの出上である。

、ヘラ状 1、 台形 1、 今J物未製品 2、 有孔

F咆.16 出土木製品1(鍬未製品)

一部が残っている。水かき部の断面形は、扁平楕円形で、表裏の区別はない。ただし左右

は非対称で、一方は柄部から直線的で、一方は柄に姑して幅を広げている。櫂としては水

かき部が他の例に比べて厚 く農具としての握 り棒などの他の機能も否定できない。今後の

諸例の出上により再検討する必要がある。

ヘラ状木製品 (5)と したものは、ほぼ完形であるが一部欠損している。尖端は三角形

で、一方は長方形で、両端に向かって緩やかに薄くなっている。三角形部の端は炭化して

いる。多様な機能が考えられるが、特定できなかったため、単にその形状からヘラ状木製

品としている。

台形木製品 (7)も 、機能が特定できなかったため、その形状からの名称である。鍬の

舟形隆起部の未製品とも見えるが、樹種がクスノキであり、否定されよう。下面のみ割り

放しで、面加工されていないが、他の面は全て加工されている。全体的に滑らかで傷痕も

認められない。何らかの作業台として使用されていたのではと推測できるが、作業の内容

は特定できない。

到物未製品はいずれもクスノキを用いている。一つは久損が著しく元の形状は不明であ

るが、狽1面が円弧を描いていることから椀、鉢、高杯などの容器の一部であったと考えら

れる。表面には漆などの塗りは認められない。なお、挽物である可能性も否定できない。

もう一つは内面に明瞭な工具痕が残っており加工し始めたことは間違いはないが、残存す

る形状からは作者の意図を読み取るのは困難である。樹種や他の出土例から考えると、舟

材、大型槽などが考えられるが確定できない。工具痕の最大幅は46m範を測る。よって

46■m以上の刃幅の工具によって加工されていたことになる。
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有孔板材

杭

有孔板材 (4)も 用途は不明。直径約 l cmの孔が 2カ 所

に穿たれており、この部分で破損している。両側面は丸み

を帯び、孔の周囲は磨滅し、薄くなっている。板材はコウ

ヤマキの薄板で、残存している部分では、直線部とわずか

に曲線を描いている部分がある。本来の形状、用途は不明。

杭としたものは、一方の端部を加工し、尖端を鋭 くして

いるものである。合計14点出上している。そのうち丸杭と

は本体部が九材のまま尖端のみを加工したもので、割杭と

は半裁あるいはミカン害Jり にした割材の尖端を加工したも

のである。特に角杭としたものは芯持ちの割材を杭として

用いている。九杭は広葉樹、割材は針葉樹の方が若千多い。

針葉樹の杭は広葉樹の杭に比べて扁平で幅の広い杭になっ

ている。割材としたものは、クサビなどで割ったままで、

表面に次の加工がなされていないものである。ほとんどが

4面とも割ることだけで整形されている。角材は断面比率

が 1:2以内のもので、それ以上は便宜的に板材としてい

る。24点出土しており、うち20点 は針葉樹である。

日g17 出土木製品2(櫂状木製品)

図版香号 登録番号 遺物名 出土地区 層位 法量 樹種名

●
ね 3510 鍬未製品 4-A 湿地中層 24.0× 22.4× 5,8 アカガシ亜属

鋤 (?) 4-A 湿地下層 13,7× 9.2× 0,7 アカガシ亜属

3512 九杭 4-A 10層上面 21.0× 3.4× 3.0 マツ属

3513 九杭 4-A 10層上面 278× 6.8× 6.6 ヤナギ属

3514 丸杭 4-A 10層上面 21.7× 3.4× 3.1 アカガシ亜属

3515 丸杭 4-A 10層上面 27.8× 45× 3.9 アカガシ亜属

1 3516 櫂 4-A 湿地中層 540× 90× 3.3 アカガシ亜属

3517 割板材 4-A 湿地中層 78.8× 14.0× 43 コナラ節

3518 割角材 4-A 湿地中層 650× 7.7× 5.0 ヒノキ属

3519 剣物未製品 4-A 湿地中層 70.5× 41.5× 115 クスノキ

3520 割角材 4-A 湿地中層 57.2× 6.8× 4.2 ヒノキ属

3521 割板材 4-A 湿地中層 35,0× 8.3× 1.5 モミ属

3522 割角材 4-A 湿地中層 63.0× 4.0× 2.5 ヒノキ属

3523 角杭 4-A 湿地中層 50,7× 4.5× 43 ヒノキ属

3524 割杭 4-A 湿地中層 61.0× 8.0× 22 ヒノキ属

3525 割杭 4-A 湿地中層 73.0× 15.0× 8.5 カ ヤ

3526 割角材 4-A 湿地中層 89.0× 4.5× 2.4 モミ属

Tab 14 木器・木製品一覧表
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図版番号 登録番号 遺物名 出土地区 層位 法量 樹種名

3527 割杭 4-A 湿地中層 44.5× 5.8× 3,7 ヒノキ属

3528 割角材 4-A 湿地最下層 48,7× 107× 77 アカマツ

3529 害J角材 4-A 湿地中層 600× 48× 2.4 カ ヤ

3530 丸杭 4-A 湿地中層 218× 28× 2.7 サカキ

3531 割杭 4-A 湿地中層 252× 45× 2.4 シイノキ属

3532 割杭 4-A 湿地中層 11.4× 4.5× 1.8 シイノキ属

3533 割杭 4-A 湿地中層 340× 53× 25 シイノキ属

3534 板材 4-A 湿地下層 65)(20)(06 コウヤマキ

5 3535 へ ら状木製品 4-A 湿地下層 35× 70× 13 ヒノキ属

3536 板材 4-A 湿地下層 28)〈 80)(14 ヒノキ属

3537 到物(?) 4-A 湿地下層上面 4.4× 5。 7× 30 クスノキ

7 3538 台形木製品 4-B 湿地中層 05× 185× 90 クスノキ

3539 割角材 3-A 湿地中層 6,7× 4.5× 36 コウヤマキ

3540 割角材 3-A 湿地中層 5.0× 8.0× 40 ヒノキ属

3541 割角材 3-A 湿地下層 42× 5.8× 4.7 ヒノキ属

3542 割角材 3-A 湿地下層 73× 56× 18 アカガシ亜属

3543 割板材 3-A 湿地下層 10× 96× 39 ヒノキ属

3544 丸杭 3-A 湿地最下層 93× 58× 5.6 アカマツ

3545 割角材 3-A 湿地最下層 0.3× 132× 7.8 クヌギ節

3546 割板材 3-B 湿地中層上面 35× 157× 3.2 ヒノキ属

3547 割板材 3-B 湿地下層上面 98× 6.3× 12 ス ギ

3548 九材 68× 6.2× 50 コナラ節

3549 割角材 6.7× 6.5× 19 ヒノキ属

3550 割板材 9.5× 11.5× 28 ヒノキ属

3551 割板材 0.4× 10,0× 28 モミ属

3552 割板材 8.5× 14.8× 3.0 タブノキ

3553 割角材 8.0× 45× 30 コウヤマキ

3554 割板材 35× 4.5× ■0 ヒノキ属

3555 割板材 94× 11.4× 32 ヒノキ属

3556 割角材 05× 3.8× 28 ヨウヤマキ

3557 九杭 6.8× 7.8× 70 コナラ節

Tab 15 木器・木製品一覧表
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青銅鏡 1

2 出土遺物各説

d.金属製品

青銅鏡 2点、銅舌状青銅器 1点、銅銭 4点が出土している。青銅鏡 2は S K 237、 青銅

鏡 1は湿地、ほかは包含層からの出土である。

1)青銅鏡

ほぼ完形で、直径約38mm、 厚さ0.8～ 1.2mm、 文様は認められない素文鏡で、重量は

7.34gを 計る。錘は扁平で、幅 6.6mm、 高さ 4.9mm、 厚さ 0.9～ 1.8mm、 鉦孔は直径

1.5mmの 円形である。鉦は鏡の中心から若千ずれている。表面全体に緑色～緑灰色の硬い

サビに覆われている。一部は赤色化しているが、顔料ではなくサビのようである。顕微鏡

での観察では、緑色系サビの下には鈍い責褐色～赤褐色の金属部が確認できる。この金属

部の表面は滑らかで、微細な凹凸があり、特に鏡背側で著しく認められる。この表面の凹

凸の理由にはいくつか考えられるが、鏡面側では顕著でないことから、腐食と非研磨によ

るものと考えられる。鏡面側には部分的に研磨による平坦部もあるが、研磨痕などは認め

られない。鏡面はごくわずかに凸面を呈する。鉦子との両面側の下半分には、鋳造時からの

ものと思われる盛 り上がりが、円周状に認められるが、上半分には認められない。このこ

とは鋳造時からの可能性もあるが、両面にほぼ同一範囲で認められることから、鉦にかけ

られた紐の摩擦により、円周上半部の盛 り上がりが失われた可能性もある。波長分散型蛍

光X線分析による材質調査の結果、銅―スズー鉛合金で、他に鉄・ヒ素・銀アンチモン・

ビスマスを検出した。表面の非破壊調査であるために、付着砂粒やサビ起因の元素も含む

値ではあるが、定性的には銅―スズー (鉛)合金による青銅といえる。エネルギー分散型

蛍光X線分析調査でもほぼ同様の定性的な結果を得ている。

|
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Fig 19 出上金属製品実測図1(素支鏡)
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青銅鏡 2 鉦を中心とした破片である。残は法13.5× 13.6mmの不定型で、端部には研磨痕は認めら

れない。重量は0.87g、 鉦孔方向に約 5mm、 直交方向に約 6mmを測る。鉦孔は断面形が

扁平長方形～半円形を呈し、鉦の中心から若干ずれている。鏡背には紋様は認められず、

鏡型式は不明である。顕微鏡による観察では、鏡面側は比較的平滑で、緑色～緑灰色の細

かいサビで覆われている。この凹凸は青銅鏡 1と 同様に、腐食と未研磨によるものと考え

られる。エネルギー分散型蛍光X線分析による定性的な材質調査の結果、銅―スズー鉛な

らびに鉄・ヒ素・アンチモン・ビスマスを検出した。定性的には青銅鏡 1と 同様に銅―ス

ズー鉛合金による青銅鏡といえる。

2)銅舌状青銅器

全長51mm、 最大幅12.7mm、 最小幅 4mm、 重量22.48gを沢1

る。形状からは3つの部位に分けられる。最上部は環状部で、

その断面はほぼ楕円形を呈する。外形5.2mm、 内径1.8mmで、

一部欠損 している。次に頸部が続き、その断面はほぼ楕円形

～変形四辺形を呈するが環状部基部から頸部にかけて溶範の

継ぎ目と思われる隆起線がわずかに認められる。次に体部は _

ほぼ最大幅に達した部分から、下端までその断面形は円形で

ある。体部の中位に凹部があり、幅10mmの 間で厚さ約0.2～

08mmの厚さを減 じている。端部は平坦でなく丸みを帯びて

いる。重量の重心点は、頸部から体部への変換点に位置する。

顕微鏡による観察では、金属部分では平滑な部分はほとんど

なく、全体に滑らかな凹凸が見られる。その表面を暗赤褐色、

緑色～濃緑色の硬いサビが覆っている。この状態は凹部でも同

様である。体部の不均整な凹部が制作時からの形か、使用時に

磨減した物と判断するかはこの製品の機能を考える上で大きな問題である。使用により不

均―に磨滅したのであれば銅鐸などの舌と考えられるが、本来的な形状であれば凹部に何

らかの意味を求めなければならない。表面観察の結果では、凹部に特に磨滅による痕跡は

残っておらず、他の部位と同様に滑らかな凹凸が見られる。この表面の凹凸の成因につい

てはいくつか推測できる。まず埋蔵時の腐食によるもの、使用中の腐食によるもの、鋳放

しによるものなどである。一つの要因によるものではないことは、青銅鏡での鏡面と鏡背

の相違からも窺うことができる。本製品の場合、頸部にかすかに溶他の継ぎ目が九みをも

って残っていることから、ある程度の研磨は受けていたと考えられる。寄って表面の凹凸

は腐食によってなされたものと考えられる。そのため使用痕が残されていなかったとする

と、消極的にではあるが、銅鐸などの舌であった可能性も残る。しかし所属時期に幅があ

り、舌であったとしても本体が銅鐸であるか、他の新しい時代の鐸であるか不明である。

エネルギー分散型蛍光X線分析による材質調査の結果では、ほとんどが金同で他、鉛 。鉄・

ヒ素・銀・スズを含む合金のようである。定量値は求めていないが、スズの値が低いのが

合金としての特徴のようである。銅舌であれば音響効果を意識していた可能性もある。

2.5cm

珍

『
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日920 出上金属製品
実測図2(舌状銅製品)



2 出土遺物各説

3)銅銭

1～ 4ま ですべて包含層から出土したものである。 1は洪武通宝で、直径21mm、 厚さ

1.5mm、 重量は32gである。金属としての残存状態は良好で、暗茶掲色の硬いサビで覆わ

れている。背文はなく楷書体で、「武」の文字が若干崩れているが、土洪武、山洪武銭で

はなく明からの渡来銭 (初鋳1368年)である。 2は開元通宝と判断でき、直径約23mm、 厚

さ lmm、 重量は2gである。残存状態は悪 く、文字も不明瞭なほど表面が腐食し、黒褐色

の硬いサビに覆われている。 3は直径約24mm、 厚さ lmm、 重量は1.7gを 測る。表面の腐

食が著しく、緑色系のサビで覆われている。X線透過による観察の結果隷書体の明道元宝

とかろうじて読むことができる。判読に誤りがなければ、北未銭で初鋳は1032年の渡来銭

である。 4は寛永通宝で直径約23mm、 厚さlmm、 重量は1.8gを 測る。書体から新寛永銭

(1668年以降)の一種と判断できる。背文は認められない。

4)/Jヽ結

以上の金属製品のうち、舌状銅製品についてはその時期、機能とも決定する科学的根拠

をもたない。素文鏡 2点については、 1については平城京右京人条一坊および三重県斎宮

追跡に近似の類例を求めることができる。 2については細片のため詳細を論じられない。

時期・機能については 1は類例から奈良時代の祭祀用儀鏡、 2については遺構からの出土

だが、共伴する土器は古墳時代初頭を中心に幅広い時期のものが混入しており、正確な時

期は不明とする。

Fじ 21 出上金属器マクロ写真1(素文鏡鋭A面 ) Fじ 22 出上金属器マクロ写真2(素文鏡釦B面 )

Fじ 23 出上金属器マクロ写真3(素文鏡鏡面) Fじ 24 出上金属器マクロ写真4(舌状銅製品)
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日g,25 出土金属器 レン トゲン写真

Fig 26 出上金属器



海浜の地形

海浜の堆積物

第Ⅳ章 北青木遺跡の海浜堆積物

増田 富士雄 (京都大学 大学院 理学研究科)

北青木遺跡の発掘の際に出現 した海浜堆積物について報告する。北青木遺跡は神戸市東

灘区北青木 1丁 目における市営住宅の建設に伴って発掘された。ここで観察された海浜堆

積物では、堆積物の様子や堆積構造の特徴が典型的であるため認定が確実に行えたという

だけでなく、40m以上の長さで連続して断面が観察できたため、海浜の地層がどのように

重なっていったかに関して新しい説明ができた貴重な例となった。

観察の機会を与えていただいた神戸市教育委員会の菅本宏明氏と丸山潔氏にお礼を申し

上げます。なお、粒度分析試料と写真は菅本宏明氏より提供して頂いた。

海浜の地形について、はじめに簡単に述べる。海浜は普段、寄せ波や返し波に洗われる

「前浜」とそれより陸側で砂丘との間の「後浜」に区別される。前浜と後浜はバームと呼

ばれる高まり地形の頂点で境される。前浜は海側

に緩 く (砂浜の場合20度以下)傾 く。潮間帯は前

浜に含まれる。前浜では満潮時に水位が高 く干潮

時には低い。一方、後浜は陸側に緩 く (数度以下 )

傾 く場合や海側に傾 く (前浜面よりも緩い)場合

がある。後浜より陸側には砂丘が発達することが

多い。ここでいう海浜とは、前浜、後浜、砂丘を

含めたものである。

海浜の堆積物は、その地形や堆積作用を反映し

た特有の堆積構造や粒度分布を示すため、地層で

の認定は比較的容易である。

北青木遺跡のトレンチ1.と トレンチ 2(PLAN.16)

で観察できた堆積物は、海浜堆積物の典型的な堆

積構造を示す。Fig.27は トレンチ 1と 、Fig.28は ト

レンチ 2の様子を示したものである。

ここで観察できる地層は、下部砂礫層、中部砂

層、最上部泥層 に区別で きる (Fig.27、 28、

PLAN.17)、 以下にその特徴を述べる。

下部砂礫層は厚さ2m以上で、こぶし大から人

頭大の大礫や巨礫を含む (Fig.28、 29)。 この礫層

の下部は堆積構造のはっきりしない無秩序な分級

の悪い (粒径がそろっていない)堆積物である。そ

のマ トリックス (基質 :礫 と礫の間を埋めている物

北青木遺跡平面図、海浜雄積物の観察は
主にトレンチ1と トレンチ2で行われた

PLAN 16

下部砂礫層



第Ⅳ章 北青木遺跡の海浜堆積物

下部礫層

中部砂層

質)は泥質砂で、典型的な土石流堆積物

である。土石流堆積物の上面の高度は

南に向かって低くなっている (PLAN.17)。

土石流がどこから流されてきたかは、

観察できる面積が少なかったため堆積

物自体からは決められなかったれなか

ったが、北側の六甲山地斜面にその起

源を求めることが妥当であろう。後述

するように、地下地質のデータもそれ

を支持しているようである。

下部礫層の最上部30～ 40cmは巨礫が

集まっており (Fig。 28)、 マトリック

スはなく分級のよい (粒のそろった)

砂からなっている (Fig.33)。 礫はよ

く円磨されたものが多い。また礫は長

軸を東西に向け、広い面を南側に傾斜

した配列、すなわちインブリケーシヨ F咆.27

ン (覆瓦)構造を示す。この配列様式は礫浜 (礫からなる浜)の堆積物に特有のもので、

南から打ち寄せる波に対 して安定した配列である。また、礫を含んだ層の内部はさらに薄

い層が南傾斜をして重なって、平板型斜交層理を形成している。この構造は前浜下部のス

テップと呼ばれる地形面の傾斜を反映している。この構造から海は南側にあったことがわ

かる。以上のことから下部礫層の最上部は南側に向いた砂礫浜あるいは砂浜の前浜下部の

堆積物といえる。この部分は土石流堆積物の上部が波浪によって再配列したもので、土石

流堆積物に波があたって、動かされやすい砂は波や沿岸流で取 り除かれ、そこに戎った礫

が大きな波によって再配列した堆積物である。

中部砂層は、厚さ約 2mで細礫を含んだ分級のよい中～粗砂からなる(Fig.33)。 砂層の内

部には平行葉理 (平行に重なった薄い層)が発達するのが特徴である(Hg.27、 28)。 この砂

層の堆積構造をスケッチしたのがFig.27である。この図では縦方向を横方向に対 して 2倍

に誇張して表している。平行葉理は連続的に重なって葉理セットを形成し、平行葉理のセ

ット同士は低角度で切り合うくさび状の斜交層理をつくる。葉理セット同士は侵食面で境

される。これらの構造は全体として北側に向かって収般するパターンをとっている(Fig。27、

28)。

採 集 地 点

トレンチJでの地層の様子。MS:中 部砂層、US:上部砂
層、UM:最上部層泥層。岸の高さは約3m。 中部砂層の層
理が写真の左手前から右奥に上がりながら収険しているのが

わかる。南 (左手前)側が海であったことになる。

|

二て三≡≡王蓄置了≡三=芭=正=零
こぅ径再言〆f面薙ア

止α∞耐

主 石 茄 サ ン ブ ル lI I   ■ 石 流 サ ン ブ ル lh H

トレンチ2の模式スケッチ。粒度分析のサンプル採集位置が示されている。下部砂礫の上面が左 (南)に下がっている。

PLAN 17



'4‐ 、

ヽ
Ｒ
、

▲

Ｔ

Ｉ

‐

ＵＳ

:■二榊

″

~

|‐|■ J主 主∫■デ

筆甥 ″}｀

i=!i卜
・
|!ぶⅢ■|ヽ も.・ .i■災 単li・

礁 ′■|
j`  riヽす 下 |1予―,I子 緑 |:芸ぶ 子FiⅢ Ⅲギ

′
′

上
ド   ｀ 卜  

や '  と 、と  
「

Ⅲ
′          本 ■ 守

｀

|十lli五ェiェ葉lri _く、  
｀ ´

F928 トレンチ2の地層の様子cMS:中 部砂層、US:上 部砂層、UM:最 上部泥層、崖の高さは約3m、 中部砂層の原理が、写真の左手前から右奥に上がりながら収険しているのがわかる。南 (左手前)側 が海であったことになる。
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トレンチ2の中部砂層 (前浜堆積物)に認められる内部堆積構造のスケッチ。LG:下部砂礫層、MSi中部砂層、US:上部
砂層。太線は比較的大きな侵食面で、ストーム時の大波で形成された同時間面。それによって中部砂層はユニット1～ 61こ分けら
れる。下部砂礫層の上位では地層が上方に向かって累積し、その後左側 (南側)に向かって前進する様式を示す。南側が海であ
ったことがわかる。図中の点線は水平な線を示す (ス ケッチのためゆがんでいる)。 スケッチの横幅は約30m。

Fig 29

中部砂層の特徴である平行葉理は、砂鉄質の薄い層や粒径の違った砂層が重なってでき

ている。このような構造は前浜の堆積物 (前浜堆積物)の最も顕著な特徴である。平行葉

理は前浜表面で形成される。前浜表面は一般に平坦である。それは寄せ波・返し波の作用

で平坦なベッドフォーム (平滑床)が形成されるからである。平行葉理は平滑床の痕跡な
のである。

さらに平行葉理の内部には、下部から上部へ、細砂から中砂あるいは粗砂へと構成粒子

の粒径が次第に大きくなる逆グレーディング構造をもった層がみられる(Fig 30)。 これは

返し波によって、運ばれる砂が粒子流でもって堆積 した構造で、前浜堆積物の特徴のひと

つである。粒子流のなかでは、粒子は互いに衝突して粒径の大きなものほど上に浮くため

この構造がつくられると考えられている。

前浜面は海側に傾いているので、前浜堆積物の平行葉理も海側に傾斜することになる。

従って、この地点でみられる平行葉理の傾斜方向から南側が沖合であったことがわかる。

前浜で堆積がおこるのは、ス トーム後に波が次第におさまる過程である。特にうねり性の

波 (波高に対して周期が長い波)の ときに堆積がおこる。また、前浜面 (平行葉理)の傾

斜角度は堆積時の波の条件と堆積物の粒度で決まる。一般に、侵食性の波 (波高が高く周

期が短い波)ほ ど、また、堆積物の粒径が大きいほど前浜面は急傾斜となる。そして、前

浜での侵食はス トーム時の大波によって発生することが多い。Fig.29で見られる侵食面は

大波によってつくられたものである。

これらの侵食面のうち比較的大きなものをトレースしてやると(Fig.29)、 地層がどの様に

重なっているかがわかる。これは侵食面が同時間面を示すからである。侵食面に挟まれた

ユニットは侵食地形を埋めて砂が堆積してできた部分で、いくつかの葉理セットからなる。

ユニットの配列(Fig.29)を みると、全体として陸側から海側に次第に海浜が前進した結果、

この中部砂層がつくられた事が読み取れる。さらに詳しくみると土石流堆積物 (下部砂礫

特 ｒ
Ｇ

Ｉ

」
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層)のすぐ上位に重なる部分(Fig.29

ユニット1、 2、 3)では、下位の

ユニットを大きく削らずに、地層が

上へ上へと重なっている。それまで

の前浜全面の深みが急激に埋 もれ、

前浜が上方へも前方へも成長したこ

とを示している。地層が上に重なる

のは水深が増加したか、堆積物の供

給量が増加したかによる。この場合

は下部砂礫層が前浜下部のステップ

の堆積物と考えられるので、水深の
礎寺妊鶴襲餌露攀 ▼斎綱縣強じ盟顔銀コ聯隅微靭 手氣将だ霊発騨 顕

増加は必要なく、供給量が急激に増 中部砂層にみられる逆グレーディング構造 (矢印の部分)。 これ
えたことで説明できる。その後に堆難壕籠f警昼伝魯衛濡え降静トレンチ1。
積した前浜堆積物(Fig。29ユニツト4、 日g30

5、 6)は沖側 (左側)にむかって前進する様式で重なっている。特に沖側 (ユニット6)

でみられるように、中部砂層の上部に水平な平行葉理が厚 く重なることから、この時期に

は前浜上部から後浜が幅広 く発達したことがわかる。すなわちユニット4以降ではそれま

でと違って、大波による侵食面を挟んで定常的なビーチ・サイクルで堆積が起こった様子

が読み取れる。この形態は増田ほか (1994)が約12万年前の地層 (更新統)の海浜堆積物

で明らかにしたものに似ている。

トレンチ断面の距離 (約30m)で は前浜堆積物の分布の高さに変化はない(Fig.29の点線

が水平を示す)。 海面の低下によって海浜が前進したのなら、前浜堆積物の上面の高さが

沖側に次第に低 くなっているはずであるから、この場合の海浜の前進は堆積物の供給量が

増加したことによると考えられる。その増加の原因は土石流の流入であることが、その分

布形態 (PLAN,17)か ら予想できる。さらに、このことは土石流堆積物に近い陸側 (左狽1)

の変化(Fig.29)か らも支持される。土石

流の流入によって供給された大量の砂

が海浜を急激に前進させたことが推定

できるのである。このことはまた後で

ふれる。

中部砂層の上部には、分級のよい細

～中砂層が挟まれるところがある。そ

れらは前浜上部から後浜での風性砂 と

思われる。また中部砂層の上部には北

中部砂層上部にみられる北 (陸 )側に傾斜した斜交葉理 (矢
F日 )。 後浜に大波で運びこまれた砂層であると考えられる。

上部は上部砂層。写真の高さは80cm。

Fig 31



上部砂層

浜堤列の形成

側 (陸側)に傾斜した斜交葉理が

認められる(Fig.31)。 これは、後浜

へ大波のときに運び込まれた砂で

あると説明できる。中部砂層の上  分

部には、後浜の堆積物も一部含ま  警
れる。すなわち、この海浜では後

浜の発達が悪いのである。これは

内湾で波が比較的小さいためであ

ろう。
0             1              2 (φ )

上部砂層は、厚さ約60cmの塊状
10-― 粗 砂 ―― o5-― 中 砂 ―-025(mm)

の細～中砂層からなる。中部砂層                中央粒径

との境界は漸移的で不明瞭であ  海浜堆積物の粒度特性。分級度がよいのが特徴である。中央粒
る。上部砂層には砂礫が配列 して  径と分級度はFork and Ward伸 95めによる。

不 明瞭 な平行 葉理 を示 す吉Б分 が あ  求蓄積『 雫獣縁壌誓望とB伝急
吉

:マ「 1卜評ほfξ控処筵勅揖毎笹
る(Fig.27)。 また植物 の根 痕 が認  特性と同じである。数字はサンブル番号、サンプ)レ採集位置は

め られる。砂 は分級 が よい (Fig.32)。   PLAN17と
同g22を 参照。

前浜堆積物の上位のこの砂層は、  Fig 32

上に凸の分布形態を示す (PLAN.17)な ど後浜から海岸砂丘の風性堆積物 (細粒堆積物・

Fig.32)と 、ス トーム時に前浜を乗 り越えてきた暴浪によってもたらされた粗粒堆積物か

らなると考えられる。すなわち、上部砂層は後浜から砂丘の堆積物である。

上部砂層の高まりはこの付近の地形からすると、縄文海進以降に、沖積平野面上に東西

に伸びてできた浜堤列のひとつにあたっている (国土地理院、1966;田 中、1995;高橋

1998)。 ここでは浜堤列が、砂丘堆積物を含んだ海浜堆積物から構成されている事を示し

ている。

浜堤列の形成にはいろいろの説がある。この調査結果では、山地からの大規模な土石流

が海へ多量の上砂供給をもたらし、その上砂が沿岸流などによって海岸線方向へ移動した

ことによって、新しい浜堤が沖側にできたと考える事ができる。この調査地域が山地の麓

にできた山麓斜面であり、この地形が土石流などの上砂流入によってできたものであるこ

とからも、こうした土石流は地質学的な時間ではかなりの頻度で発生していたことが考え

られる。調査地域を含む六甲山地の南側山麓では、現在でも土石流の被害が発生する場に

なっており、その記録がある。集中豪雨などで各地で一斉に崖崩れが発生し、河川という

河川に大量の上砂や流木が流れ込み土石流として流下するのである。この地域のボーリン

グ資料 (関西地盤情報活用協議会 :地盤研究委員会、1998)を みると、山地から伸びた砂

礫層がこの地点で切れて、海側に分布が伸びないことがわかる。この砂礫層が土石流堆積

物であろう。

土石流の流入による考えでは浜堤列はどのように説明できるのであろうか。浜堤は平行

に並んで浜堤列になっている。したがって浜堤は沖側に連続して移動・発達したのでなく

少し離れた新しい浜堤ができたことを示している。浜堤がジヤンプするようにして発達し
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最上部泥層

砂の粒度組成

堆積過程

たのは、長い時間間隔で大規模な土石流の流入が起こったからと考える。多量の上砂が海

岸付近に供給されると浜堤が発達し、それが停止すると海岸の前進も遅くなり、海浜の発

達も悪 くなる。この状態で次の上石流の流入が発生すると、浜堤がジヤンプする。この調

査地ではまさにそのジャンプの出来事が記録されていたのである。

この報告は、このような浜堤列の形成過程を具体的に示した初めての例である。すなわ

ち、この地域の浜堤列は、海水準の変動によってできたのではなく、堆積物の供給量の変

動によって支配されて形成したといえる。各地の浜堤列の中にも、これと同じような原因

によるものが多 く存在すると考えている。もちろん浜堤列平野が形成されるのは海水準が

低下する海退期であることが多い (増田、1993)。 海退期における土砂供給量の変動が浜

堤列をつくったと考える。

最上部泥層は厚さ約 1～ 2mの腐食質の粘土層 (PLAN,16)で 、上部砂層が薄い部分、す

なわち北側の低まりに厚 く堆積する。そこでは停滞水域 (潟や池や湖)での堆積物である

細砂層や粗粒シルト層と粘土層の細互層となっており、亜炭層も認められる。根痕も多い。

沿岸湿地、すなわち砂丘の背後の低地の堆積物である。

砂の粒度組成について簡単に述べる。これまでに述べた堆積物の特徴には、ここで示す

砂の粒度分析結果も使われている。粒度分析のサンプルはPLAN.17お よびFig.33の 地点で

採取 した。この場所の海浜堆積物の砂の粒度特性は、中央粒径と分級度で表したFig.32に

その特徴がよく表れている。全体的にいえば、海浜堆積物は分級度がよいことが特徴であ

る。また、この図で砂丘の砂が前浜の砂より細かいのは、それが風によって逗ばれたから

である。それぞれの砂の粒度分布はFig.34示 した。

堆積過程を以上の結果から考えてみると  、.
次のようになる。

北方の山地から大規模な土石流が発生

し、流下してその先端が当時の大阪湾に

流入して停止した (下部砂礫層の堆積 )。

土石流堆積物が海水 と接 し波に洗われて

一時砂礫浜となった (下部砂礫層上部の

再堆積 )。 そこから洗いだされた砂は沿

岸流や潮流によって海岸線に沿って移動

して砂浜海岸を形成し、海岸は砂の供給

量が増加 したことによって沖側に急速に

前進 した (中部砂層の堆積 )。 その後期

には砂の供給がやや減少して砂浜の前進

速度も低下した。その砂浜海岸の後浜に

は低い砂丘列が発達した (上部砂層の堆

積 )。 これが現在認められる浜堤列であ

る。土石流が流入する以前の海岸と、そ

の後に成長した砂丘列との間の低地は潟

粒度分析サンプルの採集地点。 トレンチ2(PLAN17)、
1～4は上部砂層。5～8は中部砂匡。

Fig 33
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や湿地として底に泥質堆積物を残した (最上部泥層の堆積)。

北青木遺跡は海岸の砂丘の陸側に細長く伸びた潟の陸側の岸辺に成立したものであるこ

とがわかった。下部礫層 (土石流堆積物)か らは縄文土器片が出土することから、大規模

な土石流は縄文人の生活に災害を与えていたと考えられる。その直後に急速に発達した海

浜と砂丘によってできた背後の潟の畔に、この遺跡の集落が成立したといえよう。その時

期は潟底の堆積物から出上した土器片から、縄文時代後期である。これらの年代がさらに

詳細に決定され、浜堤毎の調査が実施されれば、この地域の災害や地形発達の歴史を明ら

かにすることができる。

ここで述べた海浜堆積物に関する一般的な事柄は、Davis(1978)、 BasCOm(1980)、 Rei‐

neck and Singh(1980)、 SchWartz(1982)、 Davis(1992)、 増田・横川(1988)、 横川・増田 (1988)、

Hγdisty(1990)、 Yokokawa and Masda(1991)、 横川・増田(1991)等 によった
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第 1遺構面

第 2遺構面

SD201

1 遺構について

第V章 まとめ

本書は、神戸市東灘区北青木に所在する北青木遺跡の第 3次発掘調査の報告書である。

この調査は神戸市教育委員会と財回法人神戸市スポーツ教育公社が主体となって行った。

調査の結果、 2面の遺構面が確認された。そのうち上位の第 1遺構面で確認された遺構

は奈良時代から古墳時代後期の遺物を出土する溝 1条 と、土坑 3基である。下位の第 2遺

構面では古墳時代初頭、弥生時代後期後半、弥生時代前期中頃から縄文時代晩期の遺構が

数多く検出された。その内訳は弥生時代前期中頃から縄文時代晩期の上器を出土する溝 1

条と、古墳時代初頭、弥生時代後期後半、弥生時代前期中頃から縄文時代晩期の上器を出

土する土坑42基 とピットlo2基である。そのほか弥生時代当時のこの場所は、数列の砂丘

とその間に湿地が広がる自然地形を呈していた事を確認した。このような地形を地理学的

には砂堆と堤間湿地という。砂堆とは砂丘や砂州、浜堤などの微高地の総称であり、第 3

次調査で確認された砂堆は狭義には浜堤列である。今回の調査では、この堤間湿地が厚い

粘土で埋もれた状態で確認され、この埋土を掘削したところ、上層で古墳時代後期の上器

が、中～最下層で縄文時代後期と縄文時代晩期から弥生時代前期中頃の上器や石器、石製

品、木器、木製品や植物遺体 (自然木 。木の実など)が多く出上した。

遺構について

調査区約 2,670♂内で検出された遺構面は 2面あり、上位の第 1遺構面では奈良時代か

ら古墳時代の遺物を出土する溝 1条 と土坑 3基が検出された。

下位の第 2遺構面では、縄文時代晩期から弥生時代前期にかけての上器を出土する溝 1

条、古墳時代初頭、弥生時代後期の上器を出土する土坑42基、ピットlo2基が調査区の北

半で集中して検出されたほか、浜堤と堤間湿地という弥生時代前期当時の自然地形が調査

区全体にわたってひろがっているのを確認した。第 2遺構面では複数の時代の遺構が同一

面で確認されたが、本来は各時代毎の複数の遺構面が存在したが、後世の削平によって残

ったものが弥生時代の面で検出されたものと考えられる。

第 2遺構面のうちSD201の 時期については、出土遺物から弥生時代前期中頃から縄
文時代晩期の時期の遺構であると考えられるが、正確な機能については不明である。この

溝は今回の調査地の隣地で昭和59・ 60年 に行われた兵庫県教育委員会による第 1次 。2次

調査で報告された「旧河道」の続きであり、両者をあわせて考えると、検出されただけで

も長さ40m以上におよぶ大規模なものである。湿地への集落からの排水路や、環濠の可能

性が考えられる。

土坑については、ほとんどのものはその時期や機能は不明である。 SK225に ついて
は弥生時代後期後半のもので土器や礫を投棄するためのものと考えられる。 SK217に
ついては土坑内にサークル状に礫を積み上げて、礫の間に板材を噛ませてある。一見井戸

のような形態を呈するが、浅 く、その機能は果たせない。礫材の間に土師器片が混入して

土坑
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ピット

浜堤と堤間湿地

縄文時代後期

～晩期の上器

弥生時代前期

の土器

古墳時代の上器

おり、土器からは布留式前半の時期に造られたものと考えられる。 SK201と SK21

9については土坑内に土器や礫を投棄したものと考えられるが、その時期は出土遺物から

布留式前半の時期のものと考えられる。その他正確な時期も機能の分からない、礫と土器

片を投棄した土坑が多数ある。

ピットについては大半が時期・機能共に不明であるが、 SD201の 横の杭を伴うもの

については、溝に付随するもので弥生時代前期中頃から縄文時代晩期のものと考えるのが

妥当と思われる。

これらの遺構以外に今回の調査の大きな特徴として、浜堤と堤間湿地という弥生時代当

時の自然地形を調査区全体の広い範囲で確認・復元した点がある。浜堤と堤間湿地の形成

されるメカニズムについては、京都大学理学部 増田 富士雄教授の協力を得て解明する

ことができた。今回の調査のように、 トレンチによる断面観察によつて浜堤地形形成のメ

カニズムの具体例を検証したケースは過去に例を見ない。今回の調査によって縄文時代後

期におこった浜堤列と堤間湿地の形成の過程がつぶさに再現可能となった。

2.遺物について

今回の調査で出土した遺物のうち、縄文時代後期の元住吉山Ⅱ式上器については、市内

でも類例の少ないものである。晩期の突帯文土器の時期については、長原式および長原式

に併行する時期の在地の上器であるとした。形態からは 3つ に大別される。生駒西麓産の

胎土でつくられた長原式の搬入土器、在地系として過去に多くの他の遺跡で出土例が報告

されている播磨系の在地の上器、形態的には前記のものより古相の様相を残す、あるいは

東灘地域に特有との見解をもつ在地の上器の 3つである。このうち後の二者については、

層位的に時期的な変遷を裏付ける出土状況ではなく、今回は共に長原式併行期とした。

北青木遺跡では、この突帯文土器に弥生時代前期の上器が共伴して出土している。弥生

時代前期の上器は I― bの段階のもので、生駒西麓産の胎土でつくられたものが多く混じ

っている。量的には弥生時代前期の上器が主で、突帯文土器がそれに混じっていると言え

る。その他弥生時代前期の上器の特徴としては、播磨的な要素の少ない事が指摘できる。

北青木遺跡出土の弥生時代前期の甕には、周辺の近似する時期の遺跡で出土する播磨系の

逆 L字状口縁の上器が皆無である。

弥生時代後期の土器については、V期後半あるいはⅥ期と呼ばれる時期のものである。

北青木遺跡におけるこの時期の様式については、現時点ではSK225の 一括資料に代表

されると考えたい。

古墳時代の上器については、布留式の土器がいくつかの上坑から出上している。そのう

ちSK201・ 217・ 219の 出土遺物については布留式前半 (0な いし1式)の もの

と思われる。

石器も多数出土しているが、弥生時代前期のものと思われる打製石器のうち石鏃の石材

については、肉眼観察では四国の金山産のサヌカイトを使用している可能性が高いと考え

られる。磨製石器については、石斧、石包丁などが出土しているが、 SK225か らは弥

石器・石製品



木器 。木製品

金属器

縄文時代後期

I 遺跡の変遷

生時代後期の上器にともなって大型蛤刃石斧の折れたものが出上している。また、湿地か

ら多くの石棒の破片が出土しているが、いずれも細片である。

その他今回の調査では、堤間湿地の下層 。最下層から多くの木器・木製品、植物遺体が

出土土している。

これらの木器・木製品のうち用途の判別できたものは、櫂、鍬未製品、杭などがある。

それ以外にも建造物の部材と思われる角材、板材などの人工的な加工痕のあるものが多数

出上している。植物遺体はマツを主とした針葉樹がほとんどで、当時の周辺の植生を復原

する資料となる。

それ以外に包含層からも多く遺物が出土しているが、特筆すべきものとして青銅鏡と銅

舌がある。青銅鏡についてはその形態から奈良時代のものと考えられるが、銅舌について

は細かな時期の判定は不能である。これらの銅製品については蛍光X線による銅の成分分

析を行った。

遺跡の変遷

北青木遺跡の時代的な変遷は以下の様である。

縄文時代後期、この場所はまだ波の打ち寄せる海岸であった。調査区の中央にトレンチ

を設定して砂堆の砂を大きく南北に断ち割ったところ、下から順に縄文時代後期の上器片

を含んだ砂礫層、波で洗われて一定方向に傾いた礫層、薄い砂層の連続した層、風性の堆

積による細かな砂層が観察できた。この断面は浜堤列の形成過程を物語つている。

断ち割 リトレンチの最下層で確認した縄文時代後期の元住吉山 I式と思われる土器片を

含んだ砂礫層は泥質砂を基質とする土石流の層である。六甲山から流れてきた土石流が海

岸まで届き、堆積 して礫層となった。礫層はやがて波に洗われて砂が流れでて、ごろごろ

と石のころがる礫浜ができる。次に礫層から流れ出た砂が潮流にのって流され、海岸線付

近で堆積 し、当初の海岸より沖側で再び砂浜を形成する。砂浜の砂の内、より細かなもの

が風にとばされて浜の後ろで砂丘をつくる。一方土石流が流れ込んだ当初の海岸は取 り残

されて潟となり、やがて淡水化して湿地となる。こうして今回の調査で確認された浜堤と

堤間湿地が形成される。

浜堤が完成したのはいつ頃か正確に知る術はないが、元住吉山Ⅱ式の時期には既に完成

しており、浜堤と浜堤の間には堤間湿地が広がっていた。

縄文時代後期には、それまで山の上に住んでいた人間が、徐々に山を下り海岸近 くに生活

の場を移しはじめていたことは、北青木遺跡付近の他の遺跡から、当時の土器や遺構が発

見されていることからもわかっている。この時期人々がなぜ平地に姿を表したのかはっき

りした理由はわからないが、新しい文化の到来を予感させるできごとであり、そのための

下地は静かに熟成しはじめていた。

北青木のムラに住んでいた誰かがこの頃湿地に土器を捨て、石棒の破片を投げ込んだ。

しかし、当時はまだあまり多 くの人間はこのあたりに住んでいなかったのかもしれない。

見つかった土器はごくわずかである。
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縄文時代晩期

弥生時代前期

弥生時代後期

古墳時代

少し時代が下つて、縄文時代晩期には今回の調査地よりも北側の近くで定住的な集落が

作られていたのだろう。彼らは大きな沼地の岸に沿って溝を築いた。この溝の機能を示す

科学的な証拠は何もない。彼らが湿地を水田として利用したという事を考古学的にあるい

は科学的に証明する証拠は何も確認できなかった。溝については、環濠あるいは水を沼地

に逃がす排水路的な機能を持つ可能性もある。縄文時代晩期の上器を使っていたこの人々

はまた、弥生時代前期の上器を使つていた人々でもある。正確に言うなら弥生時代前期の

土器を使っていた人々が縄文時代晩期の上器を使っていたと言うべきかもしれない。

この頃の北青木のムラの人々は、中河内・播磨・西摂西端地域 (こ こでは現在の神戸市

灘 。東灘区・芦屋市西半域をさす)の突帯文土器と、中河内と西摂西端地域の 2つの地域

の弥生土器を使っていた。讃岐からは石器の石材が交易品としてやつてきている。

北青木のムラに初めて弥生文化をもたらしたのが、異国からやってきた背の高いフロン

ティアであったかどうかは分からない。あるいはそのような人間もいたかもしれない。し

かし、今回の調査の結果を見るかぎりでは、北青木遺跡の弥生時代前期の文化の様態は中

河内地方的な要素を多く含んでいる。ダイレクトに外来からの文化を受容した植民地的な

要素はなく、縄文の昔から代々この土地に住んでいた人々が中河内地方という中継地を経

て、モノとしてやってきた弥生文化を徐々に吸収して、北青木のムラを造ったのではない

だろうか。在地系の弥生集落と表現してもよい。このような文化の受容現象を、森岡秀人

氏は、「照り返し現象」あるいは「逆受容」と表現 した。西から発せられた弥生文化はま

ず中河内のあたりを照らし、その後光がガラスに反射するかのように海をわたって対岸の

この地域を照らしたのである。

西摂地域の弥生文化がどの様に始まり、発展していつたか、その過程はまだ不明な点が

多い。西摂と言う地域に限れば北青木はやはり最古の弥生集落のひとつである。北青木遺

跡から出土する縄文時代晩期の突帯文土器には播磨の土器が多く含まれながらも、同時期

の弥生時代前期の上器に播磨系の上器がないことが弥生文化受容の過程を示唆している。

近隣では芦屋市の若宮遺跡などでも在地の縄文人がごくわずか北青木に遅れながらもほぼ

同じプロセスを経て弥生化している。北青木では弥生前期中頃だけで、続く前期後半から

中期には人の生活の痕跡がない。近くの本山遺跡などでこの頃の遺物が多く出土している

が、北青木の人々はより生産性の高い場所を求めて小さな移住をしたのか、それとも元々

幾つかに別れていたムラが自然に一つに吸収され、彼地で発展していったのか。本山のム

ラは前期末から中期にかけて市内でも屈指の大集落に発達したと考えられている。北青木

の湿地の近くに再び人が姿を現すのは弥生時代後期も後半になってからである。

弥生時代後期後半以降の北青木遺跡の詳細は分かつていない。今回の調査で知る事がで

きたのは、土器を廃棄するための土坑を造った人々がこの付近にいたということである。

古墳時代初頭についても同じである。いくつかの遺物が人間の活動を物語っている。古

墳時代後期には堤間湿地はすでに厚い粘土で埋もれ、砂堆の砂の上には土壌化した粘土質

の上が堆積 して新しい地表を形造っていた。この頃の人達はかつてこの場所が砂浜と砂丘

であったことも、砂丘の間に大きな沼地があったことも知らない。海岸線は遠く、ここは

人の住まない村外れの場所になった。
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今回の調査の最も大きな成果は、縄文時代後期から弥生時代前期の北青木遺跡の様態が

ある程度つかめたことにある。北青木遺跡は西摂最古の弥生集落として知られ、地域研究

の文献にもしばしば名を現しているが集落の実態はよく分かっていない。昭和59・ 60年 に

兵庫県教育委員会によって行われた第 1次 。2次調査の報告によると、今回の調査で確認

した水路が西から続いているものだとわかる。当時の調査でも木製品や土器、石器などが

出上しており、報告書では堤間湿地を可耕地とし、縄文時代晩期の上器を伴わない集落の

一端として結論付けられている。しかし今回の調査で、在地的な縄文時代後期から晩期の

要素も併せ持つ弥生主体の前期遺跡であり、堤間湿地は水田として利用されなかった可能

性が高いことがわかった。住居等の 1次的な生活痕は確認できなかったが、これは集落の

中心部が本調査地より北東側にある可能性が高いためと思われる。 3次調査以降に調査区

の南と北西で行われた試掘調査では、弥生時代前期の遺構は発見されていない。今回の調

査地は第 1次・ 2次調査同様ムラの辺縁部にあたると考えられる。

今回の調査結果は、六甲南麓の縄文時代晩期に人間の生活領域が山から平野、臨海地域

にまで広がっていく様相を想像させる。弥生主体の在地系集落であるということは、西摂

津地域における弥生文化の広がりかたの一端を示している。出土遺物はその傾向に、当時

の人や物の動きを知る多 くの手掛かりを内包している資料である。

本書の作成にあたって、森岡秀人氏より多くのご教示をいただきました。文末ではあり

ますが、ここに厚 く感謝の意を表します。

京都大学地質学教室 増田富士雄教授より、玉稿を賜 りましたことに重ねて御礼申し上
げます。

iz

| 1試掘調査で遺構の存在が
確認できなかった地点
| 1試掘あるいは発掘調査によって

鯰 Ч離 在肱―遍
PLAN 18 第3次調査以降の周辺地区調査状況 (1998年現在)
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1 北青木の遺跡出上の樹種同定

房U

1.北青木遺跡出上の樹種同定

藤根 久 (パ レオ・ラボ)

a.はじめに

北青木遺跡は、東灘区北青木に所在する弥生時代および古墳時代を中心とした遺構・遺

物が検出される砂堆上に成立する遺跡である。遺跡からは弥生時代前期に形成された溝や

土坑、古墳時代の土坑などが検出されている。このうち、やや北東に傾いた東西方向に延

びる湿地帯からは、弥生時代前期前半あるいは縄紋時代晩期の土器と共に、木製品や自然

木が出上している。ここでは、これら木製品48点 と自然木 200点 の樹種を検討し、遺跡か

ら出土する木材の樹種の特徴について若千の考察を行う。

b.方法と記載

生材は片刃カミソリを用いて試料の横断面 (木口と同義)、 接線断面 (板目と同義)、 放

射断面 (柾 目と同義)の 3断面の切片を作 り、ガムクロラール (Gum Chloral)で封入し生

物顕微鏡で観察する。また、炭化材は実体顕微鏡下で横断面について観察し、片刃カミソ

リなどを用いて横断面 (木口と同義 )、 接線断面 (板 目と同義)、 放射断面 (柾 目と同義 )

の 3断面について作 り、直径 l cmの真鍮製試料台に固定し金蒸着を施した後、走査電子顕

微鏡 (日 本電子製 JSM T-100型 )で観察する。

以下に各標本の記載を述べ、その結果をTab。 1～ 6に示す。なお、ここで樹種を検討す

るために作成した生材プレパラートは、神戸市埋蔵文化財センターに保管してある。

Toreya micifera Sicb.ct Zucc イチイ科  Fig。 1・ la～ lc.

仮道管および放射柔細胞からなる針葉樹で、早材部から晩材部への移行は緩やかである

(横断面)。 放射組織は、柔細胞からなり単列で 1～ 20細胞高である (接線断面)。 分野壁

孔はヒノキ型で 4個程度見られる (放射断面 )。 仮道管の内壁には、 2本のらせん肥厚が

対になって分布する (放射・接線断面)。

以上の形質から、イチイ科のカヤの材と同定される。カヤは、本州の宮城県以南の暖帯

から温帯にかけて分布する樹高25m、 直径90cmに達する常緑針葉樹である。

Cephalotaxus haringtonia K.Koch イヌガヤ科 Fig.1・ 2a～ 2c.

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞からなる針葉樹で、早材部から晩材部への移行は緩

やかで、晩材部の幅は非常に狭い (横断面 )。 放射組織は、柔細胞および仮道管からなり

単列で1～ 10細胞高である。また、樹脂細胞は短冊型に分布する (接線断面)。 分野壁孔は

編

カ ヤ

イヌガヤ
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モミ属

アカマツ

マツ属

複維管束亜属

マツ属

トウヒ型で 1～ 2個見られる (放射断面 )。 仮道管の内壁には、らせん肥厚が分布する

(放射・接線断面)。

以上の形質から、イヌガヤ科のイヌガヤの材 と同定される。イヌガヤは、本州 (岩手県

以南)の暖帯から温帯にかけて分布する樹高15m、 直径30cmに達する常緑針葉樹である。

Abies マツ科 Fig。 1・ 3a～ 3c、 Fig.8・ la～ lc.

仮道管および放射柔細胞からなる針葉樹材で早材部から晩材部への移行は比較的緩やか

である (横断面 )。 放射組織は柔細胞から成 り単列で 2～ 26細胞高である (接線断面 )。 ま

た、その分野壁孔はトウヒ型で 1分野に 1～ 2個存在する。また、放射組織の壁は厚 くじ

ゅず状末端壁を有する (放射断面)。

以上の形質から、マツ科のモミ属の材と同定される。モミ属の樹木には、亜高山帯に分

布するシラビソ (A.veichil)や オオシラビソ (A maricsii)、 暖帯～温帯に分布するモ ミ

(A.■ma)な どがある。いずれも樹高30m、 幹径 lmに達する常緑針葉樹である。

Pinus dcnsiflora Sieb.et Zucc.マ ツ科  Fig.2・ 4a～ 4c、 Fig.11・ 12a.

放射仮道管、垂直および水平樹脂道、これを取り囲むエピセリウム細胞からなる針葉樹

材で、早材から晩材への移行は急である (横断面)。 放射組織のうち、柔細胞の分野壁孔

は窓状であり、放射仮道管の内壁は内側に向かって鋸歯状に著しく突出している (放射断

面)。 放射組織は、エピセリウム細胞以外は、放射仮道管も含め単列で 2～ 26細胞高であ

る (接線断面)。

以上の形質から、マツ科マツ属複維管束亜属のアカマツと同定される。アカマツは、暖

帯および温帯下部に分布する樹高30～ 35m、 幹径60～ 80cmに達する常緑針葉樹である。

Pinus subgcn.Diploxylon マツ科 Fig.8・ 2a～ 2c.

放射仮道管、垂直および水平樹脂道、これを取 り囲むエピセリウム細胞からなる針葉樹

で早材部から晩材部への移行は緩やかである (横断面)。 分野壁孔は窓状で、放射仮道管

の内壁は内側に向かって突出している (放射断面 )。 エピセリウム細胞以外は、放射仮道

管を含め単列で 1～ 13細胞高である (接線断面 )。

以上の形質から、マツ科のマツ属複維管束亜属の材と同定される。マツ属複維管束亜属

は、前述のアカマツの他、海岸部に生育するクロマツ (P,血unbcrgii)が ある。いずれも樹

高30m、 幹径lm前後に達する常緑針葉樹である。

Pitts マツ科

放射仮道管、垂直および水平樹脂道、これを取 り囲むエピセリウム細胞からなる針葉樹

で、早材部から晩材部への移行は緩やかである (横断面 )① 分野壁孔は、窓状である (放

射断面 )。 エピセリウム細胞以外は放射仮道管を含め単列で 2～ 20細胞高である (接線断

面)。

以上の形質から、マツ科マツ属の材と同定される。マツ属は、二葉松類 (マ ツ属複維管



ツガ属

スギ

ヒノキ属

コウヤマキ

1 北青木の遺跡出上の樹種同定

束亜属)と 五葉松類 (マツ属単維管束亜属)に識別可能であるが(試料は保存が良くない

ものあるいは炭化材であることなどから識別できない。マツ属の樹木には、暖帯の沿岸沿

いに見られるクロマツ (P,血unbergii)、 本州の暖帯から温帯にかけて見られるアカマツ

(P.dcnsi■。ra)、 北海道から九州にかけて広 く見られる五葉松のヒメコマツ (P parvinora)

などがある。樹高は約30m、 幹径lm前後の針葉樹である。

Tsuga マツ科 Fig.2・ 5a～ 5c、 Fig.8・ 3a～ 3c.

仮道管、樹脂細胞、放射柔細胞および放射仮道管からなる針葉樹で、早材部から晩材部

への移行は急である (横断面)。 放射組織は、仮道管を含め単列 1～ 15細胞高である (接

線断面 )。 分野壁孔はヒノキ型で 2～ 4個見られる (放射断面)。

以上の形質から、マツ科のツガ属の材と同定される。ツガ属には本州 (福島県以南)の

暖帯から温帯 にかけて分布するツガ (T,sicboldil)と 亜高山帯に分布するコメツガ

(T,diversifolia)があり、いずれも樹高30m、 直径 lm程度に達する常緑針葉樹である。

Cryptomcriajaponica(Linn.il。 )D.Donス ギ科 Fig.2・ 6a～ 6c、 Figつ
。4a～ 4c 仮道管、

樹脂細胞および放射柔細胞からなる針葉樹材で、早材部から晩材部への移行は緩やかであ

る (横断面 )。 分野壁孔は、水平方向に長軸をもった典型的なスギ型で、 1分野に 2個見

られる (放射断面 )。 放射組織は、柔細胞からなり単列で 2～ 22細胞高からなる (接線断

面)。

以上の形質から、スギ科スギ属のスギの材と同定される。スギは東北から九州にかけて

温帯から暖帯にかけて分布する常緑針葉樹である。

Chamaecyparis ヒノキ科  Fig。 3・ 7a～ 7c、 Fig.9 ・5a～ 5c.

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞からなる針葉樹で、早材部から晩材部への移行は緩

やかである (横断面 )。 分野壁孔は、ヒノキ型で 1分野に 1～ 2個ある (放射断面)。 放射

組織は、柔細胞からなり2～ 23細胞高である (接線断面 )。

以上の形質から、ヒノキ科のヒノキ属の材と同定される。ヒノキ属の樹木には、ヒノキ

(C.Obtusa)と サワラ (C,pisifera)が あり、ヒノキは本州、四国、九州の温帯に分布する樹

高40m、 幹径 2mに達する常緑針葉樹で、サワラは、本州、九州の温帯に分布する樹高30

m、 幹径 lmに達する常緑針葉樹である。

Scittopitys verticilltta Sicb et Zucc,コ ウヤマキ科  Fig。 3・ 8a～ 8c.

仮道管および放射柔細胞からなる針葉樹で、早材部から晩材部の移行は比較的ゆるやかで

ある (横断面)。 分野壁孔は窓状である (放射断面)① 放射組織は、柔細胞からなり単列 2

～12細胞高である (接線断面)。

以上の形質から、コウヤマキ科コウヤマキ属のコウヤマキの材 と同定される。コウヤ

マキは、本州 (福島県以南 )、 四国、九州の暖帯上部あるいは温帯に分布し、一科一属一

種の日本特産の樹高40m、 幹径 lmに達する常緑針葉樹である。
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ヤナギ属

シイノキ属

クヌギ節

コナラ節

Salix ヤナギ科 Fig.3・ 9a～ 9c.

中型の管孔が単独、あるいは放射方向に2～ 3個複合して散在する散孔材である (横断面)。

道管のせん子とは単一である。道管と放射組織との壁了しは、蜂巣状を呈している (放射断面 )。

放射組織は異性単列、 3～ 58細胞高である。また、末端細胞は長 く伸び平伏細胞からなる

(接線断面)。

以上の形質から、ヤナギ科のヤナギ属の材と同定される。ヤナギ属の樹木には、日本に

おいて約40種程度あり、高木から低木までその大きさはさまざまである。ヤナギ属の樹木

は、陽光の水湿地に生育する落葉広葉樹である。

Castanopsis ブナ科 Fig,4。 10a～ 10c、 Fig.10・ 8a～ 8c.

大型の管孔が接線方向にやや間隔をおき放射方向に数個並び、晩材部では小型の管孔がや

や火炎状に配列する放射孔的な環孔材である (横断面 )。 道管のせん孔は、単一である

(放射断面)。 放射組織は、同性単列からなり、集合放射組織を伴うものがある (接線断面)。

以上の形質から、ブナ科のシイノキ属の材と同定される。シイノキ属の樹種には、ツブ

ラジイ (C,cuspidata)と 変種のスダジイ (C.cuspidata var sieboldii)と がある。樹木は、い

ずれも樹高20m、 幹径 lm程度で、スダジイは本州 (福島・新潟県以南)。 四国 。九州な

どの沿岸地の丘陵あるいは山野、ツブラジイは本州 (関東地方以南)。 四国 。九州などに

分布するいずれも常緑広葉樹である。

QuerCus sect.Aegilops ブナ科 Fig.4・ 1la～ Hc、 Fig。 9・ 6a～ 6c.

年輪のはじめに大型の管孔が 1～ 2列並び、そこからやや急に径を減じたやや厚壁の九

い小管孔が放射方向に配列する環孔材である (横断面)。 道管のせん孔は単一である (放

射断面)。 放射組織は、単列同性のものと集合放射組織のものとがある (接線断面)。

以上の形質から、ブナ科コナラ属のクヌギ節の材と同定される。クヌギ節の樹木には関

東地方に普通に見られるクヌギ (Q.acutissima)と 、東海・北陸以西に主として分布するア

ベマキ (Q.variabilis)が ある。いずれの樹木も樹高15m、 幹径60cmに達する落葉広葉樹で

ある。

QuerCus sect.Prinusブ ナ科  Fig,4。 12a～ 12c.

年輪のはじめに大型の管孔が1列 に並び、そこから径を減じた小管孔がやや火炎状に配

列する環孔材である (横断面)。 大管孔の内腔には、チロースがあり著しい。また、木都

柔組織は短接線状に配列する。道管のせん孔は単一である (放射断面)。 放射組織は、単

列同性のものと集合放射組織からなる (接線断面)。  以上の形質から、ブナ科コナラ属

のコナラ節の材 と同定 される。コナラ節の樹木にはヨナラ (Q serrata)や ミズナラ

(Q.mong01ica var.grosscs■ata)、 カシワ (Q.dcntta)、 ナラガシワ (Q.aliena)な どがあるが、

現在のところこれらを識別するには至っていない。いずれの樹木も温帯から暖帯にかけて

広く分布する樹高20m、 幹径 lmを超える落葉広葉樹である。
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クスノキ

タブノキ

ヤマザクラ
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QuerCus subgcn,Cyclobalanopsisブ ナ科 Fig.5,13a～ 13c、 Fig 10'7a～ 7c.

大型の管孔が、放射方向に配列する放射孔材である (横断面)。 道管のせん孔は、単一

である (放射断面)。 放射組織は、単列同性のものと集合放射組織のものとがある (接線

断面)。 以上の形質から、ブナ科コナラ属のアカガシ亜属の材と同定される。アカガシ亜

属の樹木には関東に分布するアカガシ (Q acuta)や アラカシ (Q.glauca)や シラカシ

(Q.myrsinacfolia)を はじめ 8種類ほどある。アカガシ亜属の樹木は、樹高20m、 幹径 lm

に達する常緑広葉樹である。

Aphananthe aspera(Thunb)PlanCh.ニ レ科 Fig.5・ 14a～ 14c.

厚壁で中型の管孔が、単独あるいは放射方向に2～ 5個複合して散在する、散孔材であ

る。木部柔組織は晩材部で連合翼状ないし帯状である (横断面)。 道管のせん孔は単一で

ある (放射断面)。 放射組織は同性 1～ 4細胞幅、 4～ 41細胞高である (接線断面 )。 以

上の形質から、ニレ科ムクノキ属のムクノキの材と同定される。ムクノキは、関東地方以

西の暖帯から亜熱帯にかけて分布する樹高20m、 幹径 lmに達する落葉広葉樹である。

Cimamomum camphora Prcsl クスノキ科 Fig.5,15a～ 15c.

中型の管孔が単独ないしは 2～ 4個放射方向に複合して散在する散了L材で、木部柔組胞

は周囲状である (横断面 )。 道管のせん孔は単一である (放射断面)。 放射組織は、異性 1

～ 3細胞幅、 2～ 16細胞高で、油細胞が見られる (接線断面)。

以上の形質から、クスノキ科ニッケイ属のクスノキの材と同定される。クスノキは、暖

帯から亜熱帯にかけて分布する樹高25m、 幹径80cmに達する常緑広葉樹である。

Pcrsca hunbcrgii(Sieb.et zucc)Kosttrln.ク スノキ科 Fig.6・ 16a～ 16c.

小型の管孔が単独あるいは 2～ 3個放射方向に複合して散在する散了し材で、柔組織は周

囲状である (横断面)。 道管のせん孔は単一または 9本程度の横棒からなる階段状である

(放射断面)。 放射組織は、異性 1～ 4細胞幅、 2～ 25細胞高で、油細胞が見られる (俵線

断面)。

以上の形質から、クスノキ科タブノキ属のタブノキの材と同定される。ダフノキは暖帯

の海岸沿いに生える樹高15m、 幹径 lm程度の常緑広葉樹である。

酌 皿S jallnasakura Sieb.cx Koidz.バ ラ科 Fig.6。 17a～ 17c、 Fig.11・ 10a～ 10年輪の始め

にやや小型の管孔が並び、数個放射方向に複合して散在する散孔材である。道管は外側に

向かって減少する (横断面 )。 道管のせん孔は単一で、その内壁にはらせん肥厚がある

(放射断面 )。 放射組織は、同性に近い異性で 1～ 5細胞幅、 2～ 28細胞高である (接線断

面)。

以上の形質から、バラ科サクラ属のヤマザクラの材と同定される。ヤマザクラは、暖帯

から亜熱帯にかけて分布する樹高25mに達する落葉広葉樹である。
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ヤブツバキ

サカキ

ヒサカキ

イボタノキ属

CamelliaJaponica Li皿 .ツ バキ科 Fig.10。 9a～ 9c.

年輪のはじめに小型の管孔がやや密に並び、晩材部にかけては小型で角張った管孔が散

在する環孔性の散孔材である (横断面)。 道管のせん孔は、40本程度の横棒からなる階段

状せん孔で、その内壁にはらせん肥厚が見られる (放射断面)。 放射組織は異性で 1～ 2

細胞幅、 1～ 20細胞高で、単列部の細胞は大きく大型結晶が認められる (接線断面)。

以上の形質から、ツバキ科ツバキ属のヤブツバキの材と同定される。ヤブツバキの樹木

は、屋久島や沖縄に分布する変種のヤクシマツバキ (C.japOnica vat.macЮ carpa Masamunc)

を除く、一般的にツバキと呼ばれているものである。このヤブツバキは、全国の暖帯に広

く分布する樹高10m、 幹径30cmの常緑広葉樹である。

Cleycra Japo� ca Thunb.pЮ  emcnd,Sieb.ct Zucc.ツ バキ科 Fig.6・ 18a～ 18c.

角張った管孔がほぼ単独に散在する散子L材である (横断面)。 道管のせん孔は47本以上

の横棒からなる階段状でその内壁にはらせん肥厚が見られる (放射断面 )。 放射組織は異

性単列 1～ 2餅田胞高からなり、数細胞は大きくかつ長 く伸びる方形である (接線断面)。

以上の形質から、ツバキ科サカキ属のサカキの材と同定される。サカキは、関東地方以西

の暖帯に分布する樹高10m、 幹径30cmの常緑広葉樹である。

EuりaJaponica ttunb.ツ バキ科 Fig,7・ 19a～ 19c.

小型の管孔が、単独あるいは 2～ 4個放射方向に複合して散在する散孔材である (横断

面)。 道管のせん孔は15本程度の横棒からなる階段状で、その内壁にはらせん肥厚が見ら

れる (放射断面)。 放射組織は異性 1～ 4細胞幅、 1～ 36細胞高である。

以上の形質から、ツバキ科ヒサカキ属のヒサカキの材と同定される。ヒサカキは本州以

南の暖帯から温帯にかけて分布する樹高10mに達する常緑広葉樹である。

Ligustrum モクセイ科  Fig.11・ 1la～ Hc.

小型の管孔が、年輪の始めにやや密に並び、以後径をやや減じて数イ固放射方向に複合し

て散在する散孔材である (横断面)。 道管のせん孔は単一で、その内壁にはらせん肥厚が

見られる (放射断面)。 放射組織は、異性で 1～ 2細胞幅、 2～ 15細胞高である (接線断

面 )。

以上の形質から、モクセイ科のイボタノキ属の材と同定される。イボタノキ属の樹木に

は、温帯から暖帯にかけて分布する落葉広葉樹のイボタノキ (L.obtusifolium)や 暖帯に分

布する常緑広葉樹のネズミモチ (Ljaponicum)な どがある。

Fig.7 ・20a～ 20c.

年輪のはじめに中型の管孔がやや密に並び、除々にその径を減じ、ほぼ単独で散在する

環孔材である (横断面)。 道管のせん孔は単一である (放射断面)。 放射糸H胞は、ほぼ同性

1～ 4細胞幅、 2～ 95細胞高からなる (接線断面)。

環孔材



1 北青木の遺跡出土の樹種同定

C.考察

ここで検討した木製品および自然木は層位的に弥生時代前期から古墳時代初頭にかかる

時期のもので、とくに湿地埋土およびSD201か ら出上したものはすべて縄文時代晩期
から弥生時代前期前半の時期ものである。土坑から出土したものについては弥生時代前期

から古墳時代初頭のものまで様々である。木製品では、製品として明確な鍬未製品がアカ

ガシ亜属、杭 4点がアカガシ亜属 2点 。マツ属 1点・ヤナギ属 1点である。この他の製品

類では、針葉樹の占める割合が高く、ヒノキ属15点、コウヤマキとクスノキが各 4点、ア

カガシ亜属・モミ属・シイノキ属 。コナラ節が各 3点、カヤ・アカマツが各 2′点、スギ・

クヌギ節・サカキ・タブノキが各 1点である (Tお .2)。

一方自然木では200点のうち142点が針葉樹からなる。これら針葉樹のうち、アカマツが

最も多く、明確に同定されるものが65点に達し、マツ属複維管束亜属として19点、マツ属

として15点で同定され、マツ属全体で針葉樹の約70%を 占める。これ以外の針葉樹ではヒ

ノキ属18点、コウヤマキ11点、カヤ6点、ツガ属 4点、モミ属 2点、イヌガヤおよびスギ

が各1点である。広葉樹ではクヌギ節が14点で最も多く、次いでコナラ節13点、アカガシ

亜属 8点、シイノキ属およびクスノキが各 7点、ムクノキ3点、サカキ2点、ヤナギ属・

ヤマザクラ・ヒサカキおよび不明環孔材が各 1点で、常緑広葉樹は25点程度である (Tab.

3～ 6)。

このように、北青木遺跡の弥生時代前後の出土木材の特徴は、針葉樹が圧倒的に多く出

現することである。こうした状況は花粉化石においても認められ、弥生時代でマツ属複維

管東亜属が前後の時代と比較し少ないものの、イチイ科―イヌガヤ科一ヒノキ科、スギ属

コウヤマキ属などが高率で出現し、常緑広葉樹の出現率を上回る (花粉化石参照)。

なお、土坑やピット、不明遺構から検出された炭化材の樹種においてもほぼ同様の樹種

が検出され、マツ属複維管束亜属を中心とした針葉樹の多産が認められる (Tab.1)。

番号 地区 層位 樹 種 備考 呑号 地区 層位 樹 種 備考

4-B SD201上層 シイノキ属・アカガシ亜属 17 5-A SK‐218 マツ属複維管束亜属

4-B SD201上層 5‐A SK‐219 マツ属複維管束亜属・サクラ属

4-B SD201上層 クヌギ節`シイノキ属,アカガシ亜属 クヌギ節φ6Hlm 5-A SK-224 マツ属複維管束亜属

SD201上層 シイノキ属,マツ科`ヤブツバキ 5-A SK-225 シイノキ属

4‐B SD201下層 アカガシ亜属 5-A SK-225 マツ属複維管束亜属

6 SD201中 層 ヒノキ属 5-A SK-225

7 4-A SD201中層 マツ属複維管東亜属 5-B SK-235 アカガシ亜属

8 牛A SD201中層 アカガシ亜属 5‐A SK‐237 マツ属複維管束亜属

9 4-A SD201中層 マツ属複維管束亜属 半径8alm 5-A SK-237

SK-204 モミ属 5-A SK‐237 シイノキ属

5-B SK-207 5-A SK-240 クヌギ節

12 SK-209 ヤブツバキ 5-A SP‐ 246 マツ属複維管束亜属

13 5‐B SK-213 マツ属 5-A SP‐ 269 ヤブツバキ,マツ属複維管束亜属・クヌギ節

14 5-A SK-217 マツ属複維管束亜属 5-A ヒノキ属

15 5-A SK-217 アカガシ亜属 5‐A SP‐ 278 アカガシ正属

5-A SK‐217 クヌギ節・スギ・ツガ属 5A SX‐201 イボタノキ属 φHmm
同gコ 出土炭化材の樹種
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番号 出土地区 遺物名 層位 樹種 備考

1 4-A 鍬未製品 湿地中層 アカガシ亜属

湿地最下層 ク

3 杭 1 10層上面 マツ属 第 2遺構面上面

4 ク   5 10層上面 ヤナギ属

ク   6 10層上面 アカガン亜属

6 ク  7 10層上面

7 湿地中層

ク クスノキ

9 ク ヨナラ節

0 // ヒノキ属

1 ク

モミ属

3 ク ヒノキ属

ク

5 ク

ク ク カヤ

7 ク ク モミ属

// ヒノキ属

9 ク 湿地最下層 アカマツ

20 湿地中層 カ ヤ

21 サ カキ

22 シイノキ属

う
と

24 //

う
々 湿地下層 コウヤマキ

つ
と

// ヒノキ属

う
々 湿地下層 クスノキ

０
々 4-B 湿地中層

29 3-A 湿地中層 コウヤマキ

30 ク ヒノ属

湿地下層 //

命
々 湿地最下層 アカガシ亜属 湿地底真上

ク ヒノキ属

34 アカマツ

ク クヌギ節

3-B 湿地中層上面 ヒノキ属

ク 湿地下層上面 ス ギ

3～ 4区 湿地中～下層 コナラ節

39 ヒノキ属

40 //

41 モミ属

42 // タブノキ

43 // コウヤマキ

44 ク ヒノキ属

45 ク

46 ク コウヤマキ

47 コナラ節

Tab 2 出土炭化材の樹種



1 北青木の遺跡出上の樹種同定

春号 出土地区 層位 樹種

1 1-A SD01 マツ属複維管束亜属

2 3-A 湿地中層上面 アカマツ

3 マツ属複維管東亜属

4 シイノキ属

5

7 クスノキ

湿地中層 マツ属複維管束亜属

アカマツ

クヌギ節

l アカマツ

ヒノキ属

4 アカマツ

5 コウヤマキ

6 クスノキ

7 マツ属複維管東亜属

8 サカキ

クヌギ節

コウヤマキ

カヤ

マツ属

アカマツ

湿地下層 シイノキ属

クヌギ節

ヒノキ属

アカマツ

ヒノキ属

マツ属

マツ属複維管束亜属

湿地最下層 ヒノキ属

湿地下層 クヌギ節

ヒノキ属

カ ヤ

アカマツ

湿地最下層 ヨウヤマキ

アカマツ

クヌギ節

アカガシ亜属

マツ属複維管束亜属

アカマツ

クヌギ節

アカガシ亜属

アカマツ

クヌギ節

マツ属複維管束亜属

アカマツ

Tab 出上自然木の樹種 1

呑号 出土地区 層位 樹種

3-A 湿地最下層 アカマツ

アカガシ亜属

ヤマザクラ

アカマ ツ

クヌギ節

モミ属

スギ

湿地底直上 クヌギ節

3-B 湿地中層 アカマ ツ

クスノキ

コウヤマキ

湿地下層 コナラ節

アカマツ

ヒノキ属

マツ属

アカマ ツ

湿地底直上

4-A 湿地中層 コウヤマキ

ヒノキ属

4-A 湿地中層 コウヤマキ

アカマツ

カ ヤ

イヌガヤ

シイノキ属

コナラ節

ヒノキ属

コナラ節

クスノキ

コナラ節

ヒノキ属

ツガ属

マツ属複維管束亜属

ツガ属

マツ属複維管東亜属

ツガ属

ヒノキ属

コナラ節

ツガ属

マツ属複維管束亜属

アカマ ツ
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番号 出土地区 層位 樹種

4-A 湿地中層 アカマ ツ

マツ属複維管東亜属

アカマツ

マツ属

アカマツ

クスノキ

クヌギ節

アカマツ

ヨナラ節

マツ属

1 ヨナラ節

クヌギ節

シイノキ属

4 マツ属

5 ヒノキ属

6

7

8 クスノキ

9 アカガシ亜属

アカマツ

と マツ属

アカガシ亜属

ヤナギ属

クヌギ飾

ヒノキ属

湿地下層 アカガシ亜属

ヒノキ属

環孔材

サカキ

シイノキ属

マツ属複維管束亜属

クスノキ

ヒサカキ

アカガシ亜属

クヌギ節

コウヤマキ

マツ属複維管束亜属

湿地最下層 アカマツ

コウヤマキ

アカマツ

クヌギ飾

アカマツ

ムクノキ

アカマツ

ムクノキ

湿地底直上 アカマツ

Tab 4 出上自然木の樹種2

香号 出土地区 層位 樹種

4-A 湿地底直上 アカマツ

4-B

4-A 湿地最下層 ヒノキ属

コナラ節

湿地下層 アカマツ

カ ヤ

マツ属複維管束亜属

159 アカガシ亜属

マツ属複維管束亜属

アカマツ

コウヤマキ

マツ属複維管束亜属

アカマツ

コウヤマキ

カヤ

アカマツ

カヤ

マツ属複維管束亜属

172

湿地底直上 コナラ節

湿地下層 アカマツ

湿地下層

マツ属複維管束亜属

湿地最下層

湿地最下層

マツ属

200

90



laカ ヤ (横断面 ) 自然木 No 22
bar:0 2nlm

(接線断面) bar:02mm

(横断面)自然木 No80
bar:02mm

1 北青木の遺跡出上の樹種同定

2b同 (接線断面)bar:02mm 2c同 (放射断面)bar:01mm

3aモ ミ属 (横断面)自 然木 No 57
bar:02mm

北青木遺跡出土材樹種の顕微鏡写真 1Fig l

3b同 (接線断面) bar:o2mm 3c同 (放射断面)bar:0 05mm
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6aス ギ (横断面)自 然木 No 59
bar:02mm

F咆 2 北青木遺跡出土材樹種の顕微鏡写真2

4c同 (放射断面)bar:0 05mm

5aツ ガ属 (横断面)自然木 No 93 5b同 (接線断面)bar:02mm 5c同 (放射断面)bar:01mm
―
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4aアカマツ (横断面)自然木 No 9
bar:02mm

bar:02mm

6b同 (接線断面) bar:02mm 6c同 (放射断面)bar:01mm



1 北青木の遺跡出上の樹種同定

7b同 (接線断面) bar:02mm 7c同 (放射断面)bar:0 05mm7aヒ ノキ属 (横断面)加工木 No 15

8aコ ウヤマキ属 (横断面)自然木 No.63 8b同 (接線断面) 8c同 (放射断面)bari O,2mm

bar:0.5mm

F咆 3 北青木遺跡出土樹種の顕微鏡写真3

bar:0 2Rlm

9aヤナギ属 (横断面)自然木 No.123 9b同 (接線断面)bar:o2mm 9c同 (放射断面)bar:01mm
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12aコナラ節 (横断面)自 然木 No.83
bar:05mm

北青木遺跡出土材樹種の顕微鏡写真

10b同 (接線断面)bar:05mm 10c同 (放射断面)bar:02mm

1lb同 (接線断面)bar:02mm 1lc同 (放射断面)bar:0.2mm

10aシイノキ属 (横断面)自然木 No 6
bar:0 5Rlm

1laク ヌギ属 (横断面)自然木 No 10
bar:05mm

Fig 4

12b同 (接線断面)bar:02mm 12c同 (放射断面)bar:02mm



13b同 (接線断面)bar:02mm

l 北青木の遺跡出上の樹種同定

13c同 (放射断面)bar:02mm

14b同 (接線断面)bar:o2mm

bari0 5mm
目g5 北青木遺跡出土材樹種の顕微銭写真5

13aア カガシ亜属(横断面)自然木 No 44
bar:0 5nlm

14aムクノキ属(横断面)自然木 No 145
bar:05mm

14c同 (放射断面)bar:02m�
~

15aク スノキ (横断面)加工木 No8 15b同 (接線断面) bar:o2mm 15c同 (放射断面) bar:05mm



別編 自然科学分析

18aサ カキ (横断面)自 然木 No 3
bar:02mm

北青木遺跡出土材樹種の顕微鏡写真6

16c同 (放射断面)bar:02mm

17c同 (放射断面)bar:01mm

ズⅢ
17b 同 (接線断面)bar:0.2mm

16aタ ブノキ (横断面)加工木 No 42 16b同 (接線断面)bar:02mm
bari0 5mm

17aヤ マザクラ (横断面)自然木 No.54
bar:0 5Rlm

18c同 (放射断面)bar:01mm18b同 (接線断面)bar:02mm



1 北青木の遺跡出上の樹種同定

19a.ヒサカキ (横断面)加工木 No 134 19b同 (接線断面)bar:02mm 19c同 (放射断面)bar:02mm

20a環孔材 (横断面)自然木 No 129
bar:0.5mm

F咆 7 北青木遺跡出土材樹種の顕微鏡写真7

20b.同 (接線断面)bar:o2mm 20c,同 (放射断面)bar:01mm
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la.モ ミ属 (横断面)R‐214 bar:0.5mm lb同 (接線断面)bar:01mm lc同 (放射断面)bar:0.lmm

2aマ ツ属複維管東亜属 (横断面)R-406 2b同 (接線断面)bar:01mm 2c同 (放射断面)bar:01mm

3aツ ガ属 (横断面)R-300 bar:01mm

北青木遺跡出土材樹種の顕微銭写真1

bar:0.5mm

Fig 8

18b同 (接線断面)bar:01mm 18c同 (放射断面)bari0 1mm



1 北青木の遺跡出上の樹種同定

4a.ス ギ (横断面)R‐300 bar:05mm 4b同 (接線断面)bar:01mm 4c同 (放射断面)bar:0 01mm

5aヒ ノキ属(横断面)R-210 bar:01mm 5b同 (接線断面)bar:01mm 5c.同 (放射断面)bar:0 01mm

6aクヌギ属 (横断面)R-300 bar:lmm  6b同 (接線断面)bar:01mm

北青木遺跡出土炭化材樹種の電子顕微鏡写真2

9c同 (放射断面)bar:01mm

一娩
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7aアカガシ亜属(横断面)R‐429 bar:lmm 7b同 (接線断面)bar:01mm 7c同 (放射断面)bar:01mm

8aシイノキ属 (横断面)R‐361 bar:05mm 8b同 (接線断面)bar:01mm 8o.同 (放射断面)bar:0 01mm

9c同 (放射断面)bari0 1mm9a.ヤ ブツバキ (横断面)R‐363 bar:05mm 9b同

Fじ10 北青木遺跡出土炭化材樹種の電子顕微鏡写真3

(接線断面)bar:0,lmm



I 北青木の遺跡出上の樹種同定

10aヤマザクラ (横断面)R-312 bar105mm lob同 (接線断面)bar:01mm 10c同 (放射断面)bar:01mm

1laイボタノキ属(横断面)R‐324 bar:01mm llb同 (接線断面)bar:0.lmm 1lc同 (放射断面)bar:0.05mm

12aアカマツ (横断面)R‐306 bari0 01 mm

F咆 ,11北青木遺跡出土炭化材樹種の電子顕微鏡写真4
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イヌガヤ

アカマツ

北青木遺跡出上の大型植物化石

吉川純子 (パ レオ・ラボ)

a.はじめに

北青木遺跡は縄紋時代晩期から弥生時代前期、後期、古墳時代初頭の複合遺跡で、第 3

次発掘区は中央部に低湿地が分布している。試料は現地取 り上げの形で採取された比較的

大きい植物遺体で、炭化されている種実と未炭化の種実がある。同定は肉眼と実体顕微鏡

を使って行った。以下の表 1に同定結果を示す。

湿地は埋土の最下層で縄紋時代後期から弥生時代前期の時期の遺物を出土し、共伴遺物

としてアカマツとヒョウタン仲間が出上している。それより上位からは、 トチノキ、イヌ

ガヤ、オニグルミが出上しており、いずれも未炭化で比較的保存がよい。オニグルミには

食痕があるものと破片が確認されているが、ヒトの影響と思われる痕跡は確認できない。

遺構面直上と6層およびSP208,246,SK225,219,237,217,236か らは、モモまたはモモ近似

種を出土している。このうち、SK225は弥生時代後期、SK219は古墳時代前期の時期の遺

構 と思われる。 6層からはほかにコナラ属を出上している。SD2011よ湿地の北狽1を走る溝

で、縄文時代晩期から弥生時代前期前半の時期の遺構だが、埋土中層から炭化した種実を

多 く出上している。ここではコナラ属のアベマキやクヌギが最も多く、エゴノキ属、 トチ

ノキ、コナラ属 (ク ヌギなどより小さい型)ク リ、ヤブツバキ近似種を出土している。こ

れらがヒトにより採集され利用されようとしていたものかどうかははっきりしないが、ク

リはそのまま、 トチノキ、クヌギ、アベマキ、コナラ属はあくぬきをすれば食用とするこ

とが可能であり、ヤブツバキは良質の油脂を採取することが出来る。エゴノキ属も、ヤブ

ツバキほど良質ではないが燈油などの利用ができる油脂が採取されるという。

b.大型植物化石の記載

Cephalotaxus harringtonia(Khight)K.Koch

種子は倒卵形下端はやや尖り、小さい穴が開いていることが多い。下端から上半分にか

けてやや不明瞭な稜が 2本ある。表面は灰褐色でややざらついている。

Pinus dcnsinora Sieb.et Zucc.

球果の鱗片はくさび形で露出部は平坦で中央に小突起がある。クロマツの場合は中央部

がへこむが、遺体ではわかりにくいことが多い。

マツ属複維管束亜属 (Pinus subgen.diploxylon)球 果の表面が風化しているため、同定が困

難である。

ヒョウタンイ中間 Lagcnaria siceraria Standlcy

果実は破片で、やや大きく、ヒヨウタンかユウガオのいずれかと考えられる。
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オニグルミ    Juglans ailanthifolia Carr.

内果皮は堅く下端はやや平坦、上端は鋭く尖る球形から楕円形である。縫合線が通常は

2本あり、その部分がやや肥厚する。表面は褐色で不規則な凹凸があり、浅い筋状の線が

入る。内果皮壁は木質で緻密、空洞部分があるなど複雑な構造を持っている。

アベマキ     QuCrCus variabilis BIulne。

炭化した子葉のみ出上した。子葉は球形が縦方向に長く、縦方向に筋が比較的密にはい

る。上端はやや尖る。

クヌギ      QucrCS acutissima Canuth.

炭化した子葉のみ出上した。子葉は球形か、縦にやや押しつぶした球形で、縦に筋が入

り、アベマキにたいへんよく似る。ここでは単純に子葉の外形のみで判断した。

コナラ属     QucrcuS.

炭化子葉は卵形または半卵球形で、縦方向に構造があり、頂部に主根跡の穴が確認でき

るものが多い。コナラ属にはコナラ亜属とアカガシ亜属があるが、え化した子葉では同定

は不可能である。

Castanca crcnata Sieb.ct Zucc.

炭化 した子葉を出上 した。厚みのない扇型で、縦に深い溝が密にはいる。薄いため、不

熟の子葉 と思われる。

モモ        Prunus pcrsica(Li皿 .)BぬCh。

核は幅の広いレンズ形で上端は鋭く尖り、下端はぎさぎさに切れたようになっている。

表面には流れるような深い溝と小さい穴がある。モモ近似種としたものは、核の長さが

1.6mm前後とかなり小さいが、球に近いものは少なく、コダイモモとされているものかど

うかは不明である。

トチノキ      Aesculus turbinatt Blumc。

種子は縦に押しつぶした球形で、下半分は大きなへそである。

ヤブツバキ近似種 ciCalnelliajaponica Lim.

炭化子葉は半卵球形でコナラ属のような主根の跡がなく、縁辺部は丸みを帯びていて、

全体にややゆがんでいる。

エゴノキ属    Styrax

炭化子葉は、下端の一部が斜めにえぐれる楕円球形で頂部はまるく、コナラ属のような

主根の穴はない。側面にはときどき不規則で浅い筋がある。

ク リ
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R番号 地区 出土層位 分類群名、部位、個数

4-A 6層 コナラ属、え化果実破片、 2

0128 5-A 6層 モモ近似種、核、 1

0131 4-A 湿地上層 オニグルミ、内果皮完形食痕、 1
0149 4-A 湿地下層 オニグルミ、内果皮破片、 3

0187 5-A 9層 モモ、核、 1

0211 4-B SD201下 層 クヌギまたはアベマキ、炭化子葉、 1

5-B S P208 モモ近似種、核、 1

0311 5-A S P246 モモ、核破片、 1
5-A S K225 モモ近似種、核、 1
5-A S K219 モモ、核半分、 1

0332 5-A S P246 モモ、核破片、3

0361 5-A S K237 モモ、核完形、 2、 破片、 3

5-A S K237 モモ、核、 1
0418 5-A S K217 モモ、核完形、 2、 破片、 2

0452 3-B 湿地最下層 アカマツ、球果完形、 1、 半分、 1

0453 5-A S K217

マツ属複維管束亜属、風化球果、 1
モモ近似種、核、 1

4-A 湿地下層 オニグルミ、内果皮完形食痕、 1、 半分 2

トチノキ、炭化種子、 1
4-A 湿地中層 イヌガヤ、種子、 1
4-A 湿地底直上 ヒョウタン仲間、果実破片、 9

4-B SD201中 層 クヌギ、炭化子葉完形、44、 破片、208
アベマキ、炭化子葉完形、 7、 破片32
コナラ属、炭化子葉、 1
クリ、炭化子葉破片、 5
トチノキ、炭化種子破片、 2
ヤブツバキ近似種、炭化子葉、 1
エゴノキ属、炭化子葉、15

5-A S K236 モモ、核完形食痕、 ユ

Tab 5 北青木遺跡出上の大型植物化石

ψ 」   買騒師國「 」

11 月_ゝ       12△       13

ヤ、種子 2.ア カマツ、球果(R0452)3.オ ニグルミ、内果
4:アベマキ、炭化子葉 5.ク ヌギ、炭化子葉 6コ ナラ
柔実破損(R0046)7ヨ ナラ属、炭化子葉 (小さい型 )
属、炭化子葉 (やや大きく、長い型) 9.ク リ、炭化子葉
核(R187)11モモ近似種、核(R0128)12.ヤ ブツバキ近
|ヒ子葉 13,ト チノキ、炭化種子破損 14エ ゴノキ属、炭
15.ヒ ヨウタン仲間、果実破片

F咆 12 北青木遺跡出上の大型植物化石
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3.北青木遺跡の花粉化石群集

a,試料と方法

新山雅弘 (パ レオ・ラボ)

試料は a地点より採取し、 6試料 (試料 1～ 6)について、花粉化石群集の検討を行っ

た。花粉化石の抽出は、試料 2～ 3gを lo%水酸化カリウム処理 (湯煎約15分)に よる粒

子分離、フッ化水素酸処理 (氷酢酸による脱水、濃硫酸 1に対して無水酢酸 9の混液で湯

煎約 5分)の順に科学的処理を施すことにより行った。なお、フッ化水素酸え理後、全て

の試料において重液分離 (臭化亜鉛を比童2.15に調整)に よる有機物の濃集を行った。プ

レパラート作成は、残澄を蒸留水で適量に希釈し、十分撹拌した後マイクロピペットで取

り、グリセリンで封入した。検鏡は、プレパラート全面を走差し、その間に出現した全て

の種類について同定・計数した。その計数結果をもとに、樹木花粉は樹木花粉総数を基数

とし、草本花粉およびシダ植物胞子は花粉・胞子総数を基数として、各分類群の出現率を

百分率で算出した。ただし、クワ科、バラ科、マメ科は樹木と草本のいずれをも含む分類

群であるが、区別が困難なため、ここでは便宜的に草本花粉に含めた。なお、複数の分類

群をハイフンで結んだものは分類群間の区別が困難なものである。

b.花粉化石群集の記載

固定された分類群数は樹木花粉 39、 草本花粉26、 形態分類で示したシダ植物胞子 2であ

る。 a地点の花粉化石群集は、その種構成や各分類群の出現率によって下位より3つの花

粉化石群集帯を設定することができる。

I帯 (試料 5、 6):樹 木花粉の占める害J合は80%前後と高率である。その中で、マツ

属複維管束亜属が23～ 27°/O程度で最も高率で出現する。次いで、イチイ科―イヌガヤ科―

ヒノキ科が14～ 22%程度、コナラ属コナラ亜属が10～ 140/O程度で出現する。他に、コウヤ

マキ属、スギ属、コナラ属アカガシ亜属、シイノキ属といった分類群が 10°/O未満で出現す

る。草本花粉では、イネ科が10%程度、カヤツリグサ科、ヨモギ属などが10%未満の低率

で出現する。

Ⅱ帯 (試料 2～ 4):樹 木花粉の占める割合は、 I帯 に比べ若千低率となるが、62～

770/O程度で依然として高率である。その中で、イチイ科―イヌガヤ科一ヒノキ科が増加 し、

20～ 300/o程度で最も高率で出現する。次いで、スギ属が中 。上部で20°/O程度、コナラ属ア

カガシ亜属が10～20%程度、シイノキ属が 7～ 16%程度で出現する。他にコウヤマキ属、

コナラ属コナラ亜属が10°/。程度で出現する。 I帯で優占していたマツ属複維管束亜属は大

幅に出現率を下げ、 3～ 8%程度となる。また、針葉樹のマキ属、モミ属、ツガ属が低率

ではあるが、安定した出現傾向を示す。草本花粉では、イネ科が上部でおおむね20%に達

する。他にカヤツリグサ科が 5～ H%程度で出現し、ヨモギ属、ガマ属、ミズアオイ属な

どが低率ではあるが安定した出現をする。

Ⅱ帯 (試料 1)i樹木花粉の占める割合はおおむね70°/oと 高率である。その中で、スギ
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属が20%程度で最も高率で出現する。次いで、イチイ科―イヌガヤ科一ヒノキ科、コナラ

属アカガシ亜属が 17°/o程度で出現する。マツ属複維管束亜属も出現率を上げ、おおむね

16°/oに達する。他に、シイノキ属、コナラ属コナラ亜属、コウヤマキ属などが100/O未満で

出現する。草本花粉では、イネ科がおおむね220/0と比較的高率で出現する。他に、カヤツ

リグサ科、ヨモギ属、ガマ属、ミズアオイ属などが低率で出現する。

c.考察

弥生時代の古植生 I帯 (試料 5、 6)と Ⅱ帯 (試料 2～ 4)は、弥生時代の古植生を示しているものと考

えられる。 I帯 (試料 5、 6)の時期には、モミ属、ツガ属、マツ属複維管束亜属、コウ

ヤマキ属、スギ属、イチイ科―イヌガヤ科一ヒノキ科といった多様な針葉樹 とコナラ属ア

カガシ亜属、シイノキ属といった常緑広葉樹、クマシデ属一アサダ属、コナラ属コナラ亜

属、クリ属、ニレ属―ケヤキ属、エノキ属―ムクノキ属、 トチノキ属などの落葉広葉樹が

混交した森林があったと考えられる。また、湿地にはイネ科、カヤツリグサ科、抽水植物

のガマ属、イボクサ属などが生育しており、比較的乾いた所にはヨモギ属などが生育して

いた。Ⅱ帯 (試料 2～ 4)の時期には、 I帯の時期と大勢は変わらないが、マツ属複維管

束亜属が幾分林分を狭め、スギ属が幾分林分を拡げた。針葉樹のマキ属、落葉広葉樹のク

ルミ属、キハダ属、常緑広葉樹のツバキ属、つる植物のブドウ属、マタタビ属なども普通

にみられ、多様な種類を含む森林が形成されていた。湿地にはイネ科、カヤツリグサ科、

抽水植物のガマ属、サジオモダカ属、オモダカ属、ミズアオイ属などが見られ、その周 り

にはハンノキ属、 トネリコ属などが生育していた。比較的乾いた所にはカラマツソウ属、

ヨモギ属、シダ植物などが生育していた。

古墳時代の古植生 Ⅱ帯 (試料 1)は古墳時代の古植生を示しているものと考えられる。古墳時代の古本直生

は、弥生時代の古植生と大勢は変わらないが、Ⅱ帯の時期に比べ、マツ属複維管束亜属が

幾分林分を拡げたようである。湿地には、イネ科、カヤツリグサ科、抽水植物のガマ属、

オモダカ属、ミズアオイ属、キカシグサ属などが生育していた。
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和名 学名

樹木
マキ属
モミ届
ツガ属
トウヒ属
マツ属単維管束亜属
マツ属複維管束重属
マツ属 (不明 )
コウヤマキ属
スギ属
イチイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科
ヤナギ属
ヤマモモ属
サワグルミ属
クルミ属
クマシデ属―アサダ届
カパノキ属
ハンノキ属
ブナ属
コナラ属コナラ亜届
コナラ属アカガシ亜属
クリ属
シイノキ属
ニレ属―ケヤキ属
エノキ属―ムクノキ属
サクラ属近似種
サンショウ届
キハダ属
ウルシ属
モチノキ属
カエデ属
トチノキ属
ブ ドウ属
マタタビ属
ツパキ属
グミ属
ウコギ科
ミズキ属
ツツジ科
イボタノキ属
トネリコ属

PD」O∞rPIs
Ab=es
TStta
打θ9a
Ff″ FS Subgen. rrapヱ oFy20n
Pfatrs subgen。 つ二pttOXyEolT
Pf盟口S (UnとnOwn)
Sc=,tFopf,ys
OryPtoDerfa
T.― C.
Saヱ
=x/yrtt7a

PιθrOcaryB
Jtt■a4s
Ca■Pf,EIS ― つ砦ιrya
Bet口
=B

4ヱ IBvs

Fagus
etrercIIs subgen. LcPfdob,ユ E,IIS
overc,s subgen. 879ヱ ObBユ E20PSfS
castBttea
aastartOpSrs
f/2盟Is― みヱ49聰
σe=ι
=s Ap4B4B,ι

力θ
Cf. PrFfaFS
Zar2とf10XyED盟

Prle」 ヱοJeratrro2
Entrs

rヱθx
4cer
4esc・ IIEES

ア
=ι
,s

4θιど盟
=」=B8Bpe,ヱ fa

naeag4avs
Araliaceae
εOr2EIS
Ericaceae
LigfrstrE″

ぼr転こИFS

10   11
5    2

32   42  172  141
12    4   33   21
40   58   64   30
111   34   63   63
174   98   92  135

17
5

47
116
130
1

1

1 l

草本
ガマ属
サジオモダカ属
オモダカ属
イネ科
カヤツリグサ科
イボクサ属
ミズアオイ属
ネギ属
クワ科
ギシギシ属
サナエタデ節―ウナギツカミ節
タデ属イタドリ節
アカザ科―ヒユ科
ナデシヨ科
カラマツソウ属
アブラナ科
パラ科
マメ科
トウダイグサ属
ミツハギ属
キカシグサ属
セリ科
ゴキヅル属
ヨモギ届
他のキク亜科
タンポポ亜科

Typ4B
4=ど spa
Sag=ι tarど,
Gramineae
Cyperaceae
Aコefヱ e″,
VonOθ力Orェ ,
4=′
=EIpMOraceae
■mex

POfyroEBtt SeCt. Persicaria― Echinocaulon
POヱ 7g04E" sect. Reynoutria
Chenopodiaceae ― Amaranthaceae
Caryophyllaceae
TとBヱ
=θ
ιrB″

Cruciferae
足osaceae
Leguminosae
F■p力Orbfa
とyt´rF2
EDと,=Ll

Umbelliferae
Acと ,盟ostema
Arι 9″,sf,
other Tubuliflorae
Liguliflorae

9

1

2
1

1

シダ植物
単条型胞子
三条型胞子

Monolete spore
Trilete sPore

1   24    6   15    -
-5421

5

1

樹木花粉
草本花粉
シダ植物胞子
花紛・胞子総数

不明花粉

Arboreal pollen
Nonarboreal pollen
Spores
Total Pollen & Spores

Unknown pollen

566  564  530  648
322  155  214  185
29   10   17    1
917  729  761  834

290
124
1

415

24

Tab 北青木遺跡から産出した花粉化石一覧表
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3‐a                 10μ  m

Fじ16 北青木遺跡から産出した花粉化石
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3 北青木の遺跡の花粉化石群集
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10/m

1:ガマ属、N04、 PAL MN 475

2:サ ジオモダカ属、N02、 PAL MN 463

3:イ ネ属、NOl、 PAL MN 482

F咆 17 北青木遺跡から産出した花粉化石
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北青木遺跡出土縄文時代晩期および弥生時代前期土器の胎土材料

藤根 久 (パ レオ・ラボ)

a.はじめに

縄文土器や弥生土器は、その焼成温度が低いことから、元の材料に含まれていた珪藻化

や骨新化石などが溶融することなく保存されていることが分かつてきた (例 えば車崎他、

1996)。 土器の薄片を作 り、これら微化石類の記載を行うことにより、材料粘土の種類

(起源)を知ることができる。また、砂粒についても焼成による変質を受けることなく保

存されていることから、砂粒組成の特徴について調べることができる。さらに、これら以

外に、材料や製作に係わる事柄について検討することができる。ここでは、北青木遺跡出

土縄文時代晩期・弥生前期土器および市内周辺遺跡出土弥生前期土器について、土器胎土

を構成する材料粘土と砂粒組成の特徴について調べた。

b.試料と方法

検討した試料は、北青木遺跡 (東灘区北青木)縄文晩期土器30試料、同遺跡弥生前期土

器20試料、本山遺跡 (東灘区本山南町)弥生前期土器30試料、平野遺跡 (西区平野町)弥

生前期土器20試料、大開遺跡 (兵庫区大開通)弥生前期土器20試料、戎町遺跡 (須磨区戎

町)弥生前期土器20試料、西戸田遺跡 (西区平野町西戸田)弥生前期土器10試料である

(第 1表 )。 これら土器は、溝等から出上した甕や壷あるいは鉢などからなる。各土器は次

の手順に従って偏光顕微鏡観察用の薄片各 1枚づつ作成した。

(1) 試料は、岩石カッターなどで2x3cm程度の大きさに整形し、恒温乾燥機により乾燥

させ、平面を作成した後エポキシ系樹脂を含浸させ固化処理した。

(2) これらは、精密岩石薄片作製機やガラス板などを用いて研磨し、平面を作成した後

スライドグラスに接着した。

(3) 固化後精密岩石薄片作製機を用いて切断し、ガラス板を用いて厚さ0.02mm前後の

薄片を作成した。仕上げとして研磨剤を含ませた布板上で琢磨しコーテイング剤を

塗布した。各薄片試料は、偏光顕微鏡下300倍で各分類群ごとに同定
。計数した。

同定・計数は、100μ m格子目盛を用いて任意の位置における約50μ m(0.05nlm)

以上の鉱物や複合鉱物類 (岩石片)あ るいは微化石類 (50 μ lxm前後)を対象とし、

微化石類と石英・長石類以外の粒子が100個以上になるまで同定・計数した。また、

この計数とは別に薄片全面について微化石類 (珪藻化石、骨針化石、胞子化石)や

大型粒子あるいは特徴的な粒子等の特徴も観察・記載した。

c.分類群の記載

細礫～砂サイズ以下の粒子を偏光顕微鏡により同定する場合、粒子が細粒であるために

同定が困難である場合が多い。特に岩石片の場合、岩石片を構成する鉱物の数が極めて少

なく、岩石名を決定することが事実上不可能である。ここでは、岩石名を決定せず、岩石
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珪藻化石

片を構成する鉱物や構造の特徴に基づいて分類 した (菱田ほか、1993)。 なお、胎上の特

徴を抽出するために鉱物や岩石片以外の生物起源の微化石類も同時に計数した。ここで採

用した各分類群の記載とその特徴などは以下の通りである。なお、鉱物の光学的性質につ

いてはその記述を省略する。

珪酸質の殻を持つ微小な藻類でその大きさは数十～数百μm程度である。珪藻は、海水

域から淡水域まで広 く分布し、個々の種類によって特定の生息環境を持つ。最近では小杉

(1988)や 安藤 (1990)に よつて環境指標種群が設定され、具体的な堆積物の環境復元が

行われている。ここでは、種あるいは属が同定できるものについて珪藻化石 (海水種)・

珪藻化石 (汽水種)・ 珪藻化石 (淡水種)と 分類 し、同定できないものは珪藻化石 (?)

とした。なお、各胎土中の珪藻化石の詳細については、計数外の特徴とともに記載した。

海綿動物の骨格を形成する小さな珪質、石灰質の骨片で細い管状あるいは針状などを呈

する。海綿動物は多 くは海産であるが淡水産としても日本に23種 ほどが知られ、湖や池、

川の水底に横たわる木や貝殻などに付着して生息する(琵琶湖自然史研究会、1994)。

胞子化石は、珪酸質と思われる直径数十μm前後の小型無色透明の球状粒子である。こ

れらは、土壌中にも含まれるが、水成堆積物中で多 く見られる。

骨針化石

胞子化石

植物珪酸体化石  植物の細胞組織を充填する非晶質含水珪酸体で、その大きさは数十μm前後である。一

般にプラント・オパールと呼ばれ、イネ科草本などに存在することが知られている。ファ

ン型や亜鈴型あるいは棒状などがあるが、ここでは大型のフアン型と棒状を射象とした。

石英・長石類 石英あるいは長石類はいずれも無色透明の鉱物である。長石類のうち後述する双晶のよ

うに光学的特徴を持たないものは石英との区別が難しいため一括して扱った。なお、石

英 。長石類 (雲母)は、黄色などの細粒雲母類が包含されている石英または長石類である。

長石は大きく斜長石とカリ長石に分類される。斜長石は、双晶 (主 として平行な縞)を

示すものと累帯構造 (同心円上の縞)を示すもに細分される (こ れらの縞は組成の違いを

反映している)。 カリ長石は、細かい葉片状の結晶を含むもの (パーサイト構造)と格子

状構造 (微斜長石構造)を示すものに分類される。また、ミルメカイトは斜長石と虫食い

状石英との連晶 (し まうま模様をしたもので微文象構造という)である。累帯構造を示す

斜長石は、火山岩中の結晶 (斑晶)の斜長石にみられることが多い。パーサイト構造を示

すカリ長石はカコウ岩などのSi02%の多い深成岩や低温でできた泥質砂質の変成岩などに

産する。ミルメカイトあるいは文象岩は火成岩が固結する課程の晩期に生じると考えられ

ている。これら以外の斜長石は、火成岩、堆積岩、変成岩に普通に産する。

一般的には黒雲母が多く、黒色から暗褐色で風化すると金色から白色になる。形は板状

でへき開 (規則正しい割れ日)にそって板状に剥がれ易い。薄片上では長柱状や層状に見

長石類

雲母類
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輝石類

える場合が多い。カコウ岩などのSi029/9の 多い火成岩に普通的に産し、泥質あるいは砂質

の変成岩及び堆積岩にも含まれる。なお雲母類のみが複合した粒子を複合雲母類とした。

主として斜方輝石と単斜輝石とがある。斜方輝石 (主に紫蘇輝石)は、肉眼的にビール

瓶のような淡褐色および淡緑色などの色を呈し、形は長柱状である。Si02%が少ない深成

岩、Si02%が中間あるいは少ない火山岩、ホルンフェルスなどのような高温で生じた変成

岩に産する。単斜輝石 (主に普通輝石)は肉眼的に緑色から淡緑色を呈し、柱状である。

主としてsio2%が中間から少ない火山岩によく見られ、Si02%の もっとも少ない火成岩や

変成岩にも含まれる。

主として普通角閃石であり、色は黒色から黒緑色で、薄片上では責色から緑褐色などで

ある。形は細長く平たい長柱状である。閃緑岩のようなsio2%が中間的な深成岩をはじめ

火成岩や変成岩などに産する。

角閃石類

ガラス質 透明の非結晶の物質で、電球のガラス破片のような薄くて湾曲した (バブル型)や汀ヽ さ

な泡をたくさんもつガラス (軽石型)な どがある。主に火山の噴火により噴出された噴出

物と考える。なお、濁ガラス質は、掲色などに着色したガラスである。

複合鉱物類 構成する鉱物が石英あるいは長石以外に重鉱物を伴う粒子で、雲母類を伴う粒子は複合

鉱物類 (含雲母類 )、 輝石類を伴う粒子を複合鉱物類 (含輝石類 )、 角閃石を伴う粒子を複

合鉱物類 (角閃石類)と した。

斑晶質は斑晶 (鉱物の結晶)状の部分と石基状のガラス質の部分が明瞭に確認できるも

の、完晶質はほとんどが結晶からなり石基の部分が見られないか極わずかのものをいう。

これらの斑晶質、完品質の粒子は主として玄武岩、デイサイト、流紋岩などの火山岩など

の火山岩類を起源とする可能性が高い。なお発泡形態を示す斑品質を発泡斑品質とした。

複合石英類は石英の集合している粒子で、基質 (マ トリックス)の部分をもたないもの

である。個々の石英粒子の粒径は粗粒のものから細粒のものまで様々である。ここでは、

便宜的に粒子中の最小石英粒子の粒径が約0,01飢m未満のものを微細とし、0.ol～o,05mm

のものを小型、0.05～ 0.lmmの ものを中型、0,lmm以上のものを大型と分類 した (こ こで

は中型と大型を一括した)。 また、等粒で小型の長石あるいは石英が複合した粒子は、複合

石英類 (等粒)と して分類した。この複合石英類 (等粒)は、ホルンフェルスなどで見ら

れる粒子と考える。

斑晶質・完晶質

複合石英類

砂岩質・泥岩質  石英、長石類、岩片類などの粒子が集合し、その間に基質の部分をもつものである。含
まれる粒子の大きさが約0.06mm以上のものを砂岩質とし、約0.06mm未満のものを泥岩質

とする。
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凝灰岩質 非晶質でモザイックな文様構造を示し、石英 。長石類やガラスなどが含まれ、直交ニコ

ルで観察すると全体的に暗い。

解放ニコルのみ、直交ニコルのいずれにおいても不透明なものや、変質のため鉱物ある

いは岩石片として同定不可能な粒子を不明とする。

d.各土器胎上の特徴および計数の結果

胎土中の粒子組成は、任意の位置での粒子を分類群別に計数 した (第 2表、第 1図 )。

また、計数されない微化石類や鉱物・岩石片を記載するために、プレパラート全面を精

査・観察した。以下では、多く見られる粒度や0。 lmm前後以上の鉱物・岩石片の砂粒組成

あるいは計数も含めた微化石類などの記載を示す。なお、不等号は、概略の量比を示し、

二重不等号は極端に多い場合を示す。

不透明・不明

No l:60～ 220μ mが多い (最大粒径2.3mm)。 複合石英類〉石英
。長石類、複合石英類 (微細)、 ジルコン、カリ昆石

(パーサイト)、 雲母類、斜方輝石、単斜輝石、斑晶質、珪藻化石 (海水種Coscinodiscus属 /ThalaSSiOsira属 )、 骨針化石多

い、植物珪酸体化石

No 2:60μ  m～ 23mmが多い (最大粒径40mm)。 石英・長石類〉複合石英類〉ガラス、カリ長石 (パーサイト)、 斜長石

(双晶)、 角閃石類多い、ジルコン、斜方輝石、単斜輝石、複合鉱物類 (含角閃石類)、 骨針化石、植物珪酸体化石、褐色

粒子高密度

No.3:70～ 400μ mが多い (最大粒径19mm)。 複合石英類〉石英
。長石類〉ガラス〉砂岩質、複合石英類 (微細)、 斑晶

質、斜長石 (双晶)、 角閃石類、ジルコン、斜方輝石、単斜輝石、珪藻化石 (沼沢湿地付着生指標種群Pittularia ��dis、

Cymbclla asptta、 Eunotia pracrtlpta var bidcns、 淡水種SttuЮncis acuta、 Pimularia属多い、Ewotia属、Cymbclla属、不明種

多産)、 骨針化石、胞子化石多産、植物珪酸体化石、植物遺体

No.4:40～ 500μ mが多い (最大粒径34mm)。 複合石英類〉石英
。長石類》複合石英類 (微細)、 ガラス、斜長石 (双晶)、

カリ長石 (パーサイト)、 角閃石類、ジルコン、斜方輝石、珪藻化石 (海水種Coscinodiscus属 /ThalaSSiOsira属 、不明種)、

骨針化石多い、植物珪酸体化石

No.5:110～ 700μ mが多く、粒子密度高い (最大粒径40mm)。 角閃石類》複合鉱物類 (含角閃石類)〉 石英
。長石類 (含

波動消光)〉 斜長石 (双晶・変形洸晶)〉 複合石英類 (微細)少、カタクラサイト状組織、ガラス、斜方輝石、植物逢酸

体化石少、黒色不透明鉱物 (磁鉄鉱)

No.6:100～ 600μ mが多い (最大粒径29mm)。 複合石英類〉石英・長石類〉複合石英類 (微細)〉 凝灰岩質〉ガラス、複

合鉱物類 (含角閃石類・雲母類 )、 砂岩質、斜長石 (双晶)、 カリ長石 (パーサイト)、 雲母類、角閃石類、ジルコン、

斜方輝石、単斜輝石、珪藻化石 (淡水種Eunoia biarcofcra、 Cymbclla属、Pimularia属 、不明種多産)、 骨針化石、植物珪

酸体化石

No,7:70～ 290μ mが多い (最大粒径28mm)。 石英・長石類〉複合石英類〉複合石英類 (微細)〉 凝灰岩質、ガラス少、

複合鉱物類 (含雲母類)、 斜長石 (双晶)、 カリ長石 (パーサイト)、 雲母類、ジルコン、斜方輝石、珪藻化石 (海水種

Coscinodiscus属/ThalaSSiOsira属 )、 骨針化石多い、胞子化石、植物珪酸体化石
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No.8:50～ 300μ mが多い (最大粒径1,9alm)。 複合石英類〉石英・長石類〉複合石英類 (微細)、 斜長石 (双晶)、 カリ長

石 (パーサイト)、 ジルコン、単斜輝石、角閃石類、珪藻化石 (海水種Coscinodiscus属 /ThalaSsiOsira属 )、 骨針化石多い、

植物珪酸体化石

No 9:60μ m～ 1.Ommが多い (最大粒径38mm)。 複合石英類〉石英
。長石類〉複合石英類 (微細)〉 凝灰岩質、ガラス、

斜長石 (双晶)、 カリ長石 (パーサイト)、 雲母類、ジルコン、斜方輝石、角閃石類、珪藻化石 (海水種Arachonoidiscus

elareabergii)、 骨針化石多い、植物珪酸体化石

No,10:70～ 800μ mが多い (最大粒径3.8mm)。 複合石英類〉石英
。長石類〉角閃石類〉複合石英類 (微細)〉 複合鉱物類

(含角閃石類)、 紋象岩、ガラス斜長石 (双晶)、 カリ長石 (パーサイト)、 雲母類、ジルコン、斜方輝石、胞子化石、植

物珪酸体化石

No ll:70～ 700μ mが多く、粒子密度高い (最大粒径33mm)① 角閃石類〉複合鉱物類 (含角閃石類)〉 複合石英類〉石

英・長石類 (含波動消光)〉 斜長石 (双晶・変形双晶)〉 複合石英類 (微細)少、ガラス少、植物珪酸体化石少、黒色不

透明鉱物 (磁鉄鉱類)

No 12:80～ 800μ mが多く、粒子密度高い (最大粒径4.Omm)。 角閃石類》複合鉱物類 (含角閃石類)〉 石英・長石類 (含

波動消光)〉 斜長石 (双晶・変形訊晶)〉 ガラス少、植物珪酸体化石少、黒色不透明鉱物 (磁鉄鉱類)

No 13:60～ 700μ mが多い (最大粒径34mm)。 複合石英類〉石英
。長石類〉複合石英類 (微細)、 砂岩質、斜長石 (決晶)、

カリ長石 (パーサイト)、 雲母類ジルコン、斜方輝石、角閃石類、珪藻化石 (海水種Coscinodiscus属 /ThalaSSiOsira属 )、 骨

針化石多い、植物珪酸体化石

No 14:70～ 250μ mが多い (最大粒径23mm)。 複合石英類〉石英・長石類〉複合石英類 (微細 )、 ガラス、凝灰岩質少、

紋象岩、斜長石 (双晶)、 ジルコン、単斜輝石、角閃石類、珪藻化石 (内湾指標種群CyC10tella stylorum、 海水種

Actinocyclus属、Coscinodiscus属 /ThalaSSiOsira属、湖沼浮遊生指標種群Me10sira granulata多 い、淡水種Pinnularia属 、

Cymbclla属、Diploneis属 、不明種多産)、 骨針化石多い、胞子化石、植物珪酸体化石 (含ヨシ属)

No 15:70～ 400μ mが多い (最大粒径2.7mm)。 複合石英類〉石英
。長石類〉複合石英類 (微細)〉 カリ長石 (パーサイト)、

紋象岩、斜長石 (双晶)、 ジルコン、斜方輝石、単斜輝石、雲母類、珪藻化石 (海水種Coscinodiscus属 /Thalassiosira属、

不明種)、 骨針化石多い、胞子化石、植物珪酸体化石

No 16:60～ 800μ mが多い (最大粒径3.8mm)。 複合石英類〉石英・長石類〉カリ長石 (パーサイト)〉 複合石英類 (微細)、

ジルコン、斜方輝石、単斜輝石、雲母類、珪藻化石 (海水種Coscinodiscus属 /Tllalassiosira属 )、 骨針化石多い、胞子化石、

植物産酸答化石

民o17:70～ 250μ mが多い (最大粒径2.341m)。 石英
。長石類〉複合石英類〉複合石英類 (微細)、 カリ長石 (パーサイト)、

複合鉱物類 (含角閃石類)、 片理複合石英類、ガラス、凝灰岩質、斜長石 (双晶)、 ジルコン、角閃石類、遊藻化石 (内

湾指標種群Cyclotella stylorum、 海水種Actinocyclus属 、Coscinodiscus属 /Thalassiosira属 、湖沼浮遊生指標種群Mclosira

granutta多 い、淡水種Pimularia属、不明種)、 骨針化石多い、植物珪酸体化石 (含ヨシ属)

No.18る0～ 500μ mが多い (最大粒径2.3mm)。 複合石英類〉石英・長石類〉カリ長石 (パーサイト)、 複合石英類 (微細)、

斜長石 (双晶)、 ジルコン、雲母類、砂岩質、珪藻化石 (陸域指標種群Hanttschia amphioxys)、 骨針化石多い、植物珪酸

体化石、黒褐色粒子高密度

No.19:60～ 300μ mが多く、粒子密度高い (最大粒径1.8mm)。 角閃石類〉石英・長石類 (含波動消光)〉 複合鉱物類 (含

角閃石類)〉 斜長石 (双晶・変形訳晶)〉 複合石英類〉複合石英類 (微細)少、ガラス少、単斜輝石、雲母類、紋象岩、

植物珪酸体化石少、黒色不透明鉱物 (磁鉄鉱類)

No.20:60～ 400μ mが多い (最大粒径2.Omm)。 複合石英類〉石英・長石類〉カリ長石 (パーサイト)、 斜長石 (漑晶)、 ジ
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ルコン、雲母類、角閃石類、骨針化石多い、植物珪酸体化石

No 2140～ 200μ mが多い (最大粒径2 3nlm)。 複合石英類〉石英 。長石類〉複合石英類 (微細)〉 カリ長石 (パーサイト)、

紋象岩、ガラス少、凝灰岩質少、角閃石類、珪藻化石 (内湾指標種群Cyclotella stylorum、 海水種Actinocyclus属 、

Coscinodiscus属/Thalassiosira属 、湖沼浮遊生指標種群Mc10si   ra granulata多い、淡水種Gomphoncma augur、 Pimultta

属、Cymbclla属、不明種多い)、 骨針化石多い、胞子化石、植物珪酸体化石

No 22:80～ 400μ mが多い (最大粒径20mm)。 複合石英類〉ガラス〉石英・長石類〉複合石英類 (微細)〉 微斜長石、カ

リ長石 (パーサイト)、 片理複合石英類、ジルコン、雲母類、珪藻化石 (淡水種Eunotia biarcofera、 Eunotia属多い、

Cymbclla属、不明種)、 骨針化石多い、胞子化石、植物珪酸体化石 (含ヨシ属)

No 23:60～ 600μ mが多い (最大粒径23mm)。 石英・長石類〉複合石英類〉ガラス〉カリ長石 (パーサイト)〉 複合石英

類 (微細)、 斜長石 (双晶)、 凝灰岩質少、ジルコン、単斜輝石、斜方輝石、珪藻化石 (淡水種Eunotia属 、Mclosira属 、

Pittularia属 、Cymbclla属、不明種)、 骨針化石多い、胞子化石植物珪酸体化石

No 24110～ 700μ mが多い (最大粒径28mm)。 石英 。長石類〉複合石英類 (微細)〉 複合石英類〉片理複合石英類〉カリ

長石 (パーサイト)、 ジルコン、雲母類、珪藻化石 (海水泥質干潟指標種群Nitzschia cocconciformis多 い、海水種

Coscinodiscus属 /ThЛassiosira属、湖沼浮遊生指標種群Me10sira granulata多 い、不明種)、 骨針化石多い、胞子化石、植物産

酸体化石

No.25:60～ 320μ mが多い (最大粒径2,9mm)。 複合石英類〉複合石英類 (微細)〉 石英 。長石類〉斜長石 (双晶)〉 ジルコ

ン、雲母類、角閃石類、複合鉱物類 (含雲母類)、 骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石 (含塊)

No.26:80～ 230μ mが多く、粒子密度高い (最大粒径19mm)。 角閃石類〉斜長石 (双晶・変形双晶)〉 複合鉱物類 (含角

閃石類)〉 石英 。長石類 (含波動消光)、 雲母類、植物珪酸体化石少、黒色不透明鉱物 (磁鉄鉱類)

No 27:40～ 180μ mが多い (最大粒径1.9mm)。 複合石英類〉石英 。長石類〉複合石英類 (微細)、 角閃石類、ガラス少、

斜方輝石、珪藻化石 (内湾指標種群Cyciotclla stylorum、 海水種Coscinodiscus属 /Thalassiosira属 、湖沼浮遊生指標種群

Mclosira granulata多い、淡水種Pinnularia属、不明種)骨針化石多い、胞子化石、植物珪酸体化石

No 28:70～ 340μ mが多い (最大粒径38mm)。 複合石英類〉複合石英類 (微細)〉 石英 。長石類、複合鉱物類 (含角閃石

類)、 ガラス、斜長石 (訳晶)、 ジルコン、雲母類、角閃石類、斜方輝石、骨針化石多い、胞子化石、植物珪酸体化石

No.2Я50～ 900μ mが多い (最大粒径2 8Hlm)。 複合石英類〉石英・長石類〉複合石英類 (微細)、 カリ長石 (パーサイト)、

複合鉱物類 (含輝石類)、 ガラス斜長石 (双晶)、 ジルコン、雲母類、骨針化石多い、胞子化石、植物珪酸体化石

No.30つ 0～ 460μ mが多い (最大粒径2.7mm)。 複合石英類〉石英 。長石類〉斜長石 (双晶)、 複合石英類 (微細)、 カリ長

石 (パーサイト)、 複合鉱物類 (含輝石類)、 ガラス少、ジルコン、雲母類、斜方輝石、骨針化石多い、植物珪酸体化石

No 31:90～ 400μ mが多く、粒子密度高い (最大粒径25mm)。 角閃石類〉石英・長看類 (含波動消光)〉 複合鉱物類 (含

角閃石類)〉 複合石英類〉斜長石 (双晶・変形双晶)、 複合石英類 (微細)少、ガラス少、雲母類、植物産酸体化石少、

黒色不透明鉱物 (磁鉄鉱類)

No 32:60～ 200μ mが多い (最大粒径1.8mm)。 石英 。長石類〉複合石英類〉複合石英類 (微細)〉 斜長石 (訳晶・変形双

晶)、 カリ長石 (パーサイト)、 凝灰岩質、ガラス少、ジルコン、雲母類、角閃石類、胞子化石、植物珪酸体化石

No 33:90～ 700μ mが多い (最大粒径20mm)。 石英 。長石類 (含波動消光)》 複合石英類〉カリ長石 (パーサイト)、 斜

長石 (訳晶・変形双晶)、 角閃石類、ジルコン、雲母類、ガラス、複合鉱物類 (含雲母類)、 植物珪酸体化石

No.34:80～ 700μ mが多く、粒子密度高い (最大粒径38mm)。 角閃石類》複合鉱物類 (含角閃石類)〉 斜長石 (双晶・変

形観晶)〉 石英 。長石類 (含波動消光)〉 複合石英類、雲母類、ジルコン、植物珪酸体化石少、黒色不透明鉱物 (磁鉄鉱

類)

No.35:60～ 600μ mが多い (最大粒径3.5■m)。 複合石英類〉石英・長石類〉複合石英類 (微細)、 カリ長石 (パーサイト)、
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複合鉱物類 (含雲母類)、 雲母類珪藻化石 (内湾指標種群Cyclotclla stylorum、 Melosira sulcata、 海水種Grammttophora

macilenta、 Auliscus caelatus、 Coscinodiscus属 /ThalaSSiOsira属、Actinocyclus属 、汽水千潟指標種群Diploneis smi血�多産、

Diploncis bombus、 汽水種Navicula yarcnsis、 不明種)、 骨針化石多産、胞子化石、植物珪酸体化石

No.36:60～ 400μ mが多い (最大粒径22mm)。 複合石英類〉石英・長石類〉複合石英類 (微細)、 ガラス、凝灰岩質、斜

長石 (双晶)、 カリ長石 (パーサイト)、 紋象岩、角閃石類、雲母類、珪藻化石 (淡水種Ca10ncis silicula、 Eunotia属 、

Pittularia属 、Diploneis属 、不明種多産)、 骨針化石、胞子化石多産、植物珪酸体化石

No.37:80～ 600μ mが多い (最大粒径32mm)。 複合石英類 (微細)〉 石英・長石類〉凝灰岩質〉複合石英類〉斑晶質〉完

晶質、複合鉱物類 (含雲母類 )、 斜長石 (双晶)、 カリ長石 (パーサイト)、 雲母類、単斜輝石、珪藻化石 (汽水種

Navicula yarrcnsis、 沼沢湿地付着生指標種群Eumia pracmpta var.bidens、 Navicula clginensis、 淡水種Pinnularia属、Eunotia

属、不明種多産)、 胞子化石多産、植物珪酸体化石多産 (含ヨン属)

No 38:70～ 600μ mが多い (最大粒径13mm)。 複合石英類〉石英
。長石類〉複合石英類 (微細)、 斜長石 (観晶)、 カリ長

石 (パーサイト)、 雲母類、角閃石類、微斜長石、ガラス、単斜輝石、植物珪酸体化石少、黒褐色粒子高密度

No 3身 60～ 500μ mが多い (最大粒径3.8nlm)。 複合石英類〉石英
。長石類〉雲母類、複合石英類 (微細)、 斜長石 (双晶)、

カリ長石 (パーサイト)、 斜方輝石、単斜輝石、ガラス、ジルコン、植物珪酸体化石、黒・掲色粒子多い

No,40160～ 500μ mが多い (最大粒径25mm)。 複合石英類〉石英・長石類〉雲母類、斜長石 (双晶)、 カリ長石 (パーサ

イト)、 紋象岩、複合石英類 (微細)少、単斜輝石、ガラス、ジルコン、植物珪酸体化石、黒・褐色粒子多い

No 41:60～ 700μ mが多い (最大粒径20■m)。 石英
。長石類》複合石英類〉雲母類、斜長石 (訳晶)、 複合石英類 (微細)、

単斜輝石、ガラス、ジルコン複合鉱物類 (含雲母類)、 胞子化石、植物珪酸体化石

No 42:60～ 400μ mが多い (最大粒径2.3mm)。 石英
。長石類〉複合石央類〉凝灰岩質〉複合石英類 (微細)、 斑晶質、紋

象岩、ガラス、斜長石 (双晶)、 雲母類、斜長石 (双晶)、 珪藻化石 (淡水種Eunotia biarcofcra、 Diploncis ovalis、

Pimularia cardinaliculus、 Pittularia属、Eunoda属、Diploneis属 、Cymbclla属、Nitzschia属、不明種多産)、 骨針化石、胞子

化石多産、植物珪酸体化石多産

No.43:70～ 700μ mが多い (最大粒径16mm)。 石英・長石類》複合石英類〉複合石英類 (微細)、 斜長石 (双晶)、 砂岩質、

カリ長石 (パーサイト)、 雲母類ジルコン、ガラス少、単斜輝石、植物珪酸体化石少、黒褐色粒子多い

No 44:60～ 400μ mが多い (最大粒径2.8mm)。 石英
。長石類〉複合石英類〉複合石英類 (微細)〉 斑晶質〉凝灰岩質〉斜

長石 (双晶)、 ジルコン、ガラス少、斜方輝石、角閃石類、複合鉱物類 (含輝石類 )、 珪藻化石 (淡水種Pinnularia属、

Eunoua属 、不明種多産)、 胞子化石多産、植物珪酸体化石多産

No.45:80～ 700μ mが多い (最大粒径2.2nlm)。 石英
。長石類〉複合石英類〉複合石英類 (微細)、 斜長石 (双晶)、 雲母類、

ジルコン、ガラス、角閃石類植物珪酸体化石 (含ヨシ属)

No.46:50～ 800μ mが多い (最大粒径23■m)。 石英
。長石類〉複合石英類〉複合石英類 (微細)、 斜長石 (観晶)、 雲母類、

ジルコン、ガラス少、斜方輝石、角閃石類、植物珪酸体化石少、黒褐色粒子多い

No 47:90～ 700μ mが多い (最大粒径23mm)。 石英
。長石類》複合石英類〉紋象岩、斜長石 (洸晶)、 カリ長石 (パーサ

イト)、 雲母類、斜方輝石、単斜輝石角閃石類、ガラス、ジルコン、植物珪酸体化石多い

No 48:80～ 700μ mが多い (最大粒径2.Omm)。 石英・長石類》複合石英類〉雲母類〉斜長石 (双晶)、 カリ長石 (パーサ

イト)、 角閃石類、ガラス少、雲母類植物産酸体化石、黒掲色粒子多い

No 49:80～ 600μ mが多い (最大粒径19mm)。 石英・長石類》複合石英類〉複合鉱物類 (含輝石類)、 複合石英類 (微細)

少、斜方輝石、雲母類、斜長石 (双晶)、 角閃石類、ガラス、ジルコン、植物珪酸体化石、黒褐色粒子多い

No 50:70～ 800μ mが多い (最大粒径40mm)。 石英・長石類》複合石英類〉複合鉱物類 (含輝石類)、 複合石英類 (微細)

少、斜方輝石、カリ長石 (パーサイト)、 単斜輝石、斜長石 (双晶)、 角閃石類多い、ガラス、植物珪酸容化石、黒褐色
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泣子多い

No 51:50～ 500μ mが多い (最大粒径2.8mm)。 複合石英類〉石英・長石類、単斜輝石、角閃石類多い、ガラス、カリ長石

(パーサイト)、 珪藻化石 (海水種Coscinodiscus属 /ThalaSiOSsira属 、CIwnplodiscus属、不明種)、 骨針化石多い、植物産酸

体化石 (含ヨン属)、 黒色粒子高密度

No,5微60～ 270μ mが多い (最大粒径18mm)。 石英・長石類〉複合石英類〉角閃石類多い、ガラス少、カリ長石 (パーサ

イト)、 斜長石 (双晶)、 単斜輝石、斜方輝石、珪藻化石 (海水種Champlodiscus属 、不明種)、 骨針化石多い、植物珪酸

体化石、黒褐色粒子多い

No.53:70～ 800μ mが多い (最大粒径25mm)。 石英・長石類〉複合石英類〉凝灰岩質〉複合石英類 (微細)〉 砂岩質、角

閃石類、ガラス少、ジルコン、カリ長石 (パーサイト)、 斜長石 (観晶)、 単斜輝石、植物珪酸体化石、黒褐色粒子多い

No.54:90～ 350μ mが多い (最大粒径22mm)。 複合石英類〉石英 。長石類〉角閃石類多い、ガラス少、単斜輝石、細粒黒

褐色粒子高密度、骨針化石多い、植物珪酸体化石

No 55:60～ 250μ mが多い (最大粒径40mm)。 複合石英類〉石英 。長石類〉疑灰岩類少、斜長石 (双晶)、 カリ長石 (パ

ーサイト)、 角閃石類、単斜輝石、骨針化石多い、植物珪酸体化石、黒褐色粒子多い

No.56:50～ 360μ mが多い (最大粒径43mm)。 複合石英類〉石英・長石類、ガラス少、斜長石 (漑晶)、 カリ長石 (パー

サイト)、 角閃石類多い、珪藻化石 (不明種)、 骨針化石、植物珪酸体化石

No.57:50～ 320μ mが多い (最大粒径18mm)。 石英・長石類》複合石英類、斜長石 (双晶)、 カリ長石 (パーサイト)、 角

閃石類、単斜輝石、ジルコン、複合石英類 (微細)、 雲母類、骨針化石、植物珪酸体化石、黒褐色粒子多い

No.58:70～ 600μ mが多い (最大粒径32mm)。 複合石英類〉石英・長石類〉紋象岩、角閃石類多い、斜長石 (双晶)、 カ

リ長石 (パーサイト)、 斜方輝石、ジルコン、複合鉱物類 (含雲母類)、 ガラス少、骨針化石多い、植物珪酸体化石、黒

褐色粒子高密度

No.59:70～ 350μ mが多い (最大粒径30mm)。 石央・長石類》複合石英類〉角閃石類〉斜長石 (双晶)、 複合石英類 (微

細)、 カリ長石 (パーサイト)、 単斜輝石、斜方輝石、ガラス、骨針化石多い、植物珪酸体化石、黒色粒子多い

No 60:60～ 600μ mが多い (最大粒径5.Omm)。 複合石英類〉石英・長石類〉角閃石類〉斜長石 (双晶)、 複合石英類 (微

細)、 カリ長石 (パーサイト)、 雲母類、珪藻化石 (Champlodiscus属 )、 骨針化石多い、植物珪酸体化石、黒褐色粒子高

密度

No 61:70～ 400μ mが多い (最大粒径27mm)。 複合石英類〉石英 。長石類〉斜長石 (洸晶)、 角閃石類、カリ長石 (パー

サイト)、 雲母類、ジルコン、単斜輝石、斜方輝石、複合石英類 (微細)少、植物珪酸体化石、黒褐色粒子多い

No 62:70～ 600μ mが多い (最大粒径2.6mm)。 複合看英類〉石英・長石類、複合鉱物類 (含雲母類)、 斜長石 (双晶)、 角

閃石類、カリ長石 (パーサイト)、 ジルコン、ガラス、植物珪酸体化石、黒色粒子高密度

No 63170μ m～ 10mmが多い (最大粒径3.8mm)。 複合石央類〉石英 。長石類〉角閃石類〉斜長石 (双晶)、 カリ長石 (パ

ーサイト)、 凝灰岩質少、雲母類、ジルコン、単斜輝石、ガラス、珪藻化石 (海水種Champlodiscus属 )、 骨針化石多い、

植物珪酸体化石、黒褐色粒子多い

No 64:50～ 400μ mが多い (最大粒径18mm)。 石英 。長石類〉複合石英類〉角閃石類〉斜長石 (双晶)、 複合石英類 (微

細)、 カリ長石 (パーサイト)、 ジルコン、ガラス少、珪藻化石 (海水種Champlodiscus属 )、 骨針化石多い、植物珪酸体

化石、黒褐色粒子高密度

No 65:60～ 300μ mが多い (最大粒径1.8mm)。 石英 。長石類〉複合石英類〉角閃石類、複合石英類 (微細)少、凝灰岩類

少、カリ長石 (パーサイト)、 ジルコン、骨針化石多い、植物珪酸体化石、黒褐色粒子高密度

No.66:80～ 200μ mが多い (最大粒径28mm)。 石英・長石類》角閃石類〉複合石英類、複合鉱物類 (含角閃石類)、 斜長

石 (双晶)、 カリ長石 (パーサイト)ジルコン、ガラス、複合石英類 (微細)少、珪藻化石 (淡水種Diploneis yatukacnsis、
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Pimularia属、Eunotia属、不明種)、 骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石

No.67:90～ 400μ mが多い (最大粒径32mm)。 複合石英類〉石英・長石類〉角閃石類〉複合鉱物類 (含雲母類)、 斜長石

(双 晶 )、 カリ長石 (パ ーサイ ト)、 ジルコン、ガラス、雲母類、複合石英類 (微細)少、珪藻化石 (海水種

Gra―加 phora macilcnta)、 骨針化石多い、植物珪酸体化石、黒褐色粒子多い

No.68:60～ 400μ mが多い (最大粒径3.3mm)。 石英・長石類〉複合石英類〉角閃石類〉複合鉱物類 (含雲母類)、 斜長石

(双晶)、 カリ長石 (パ ーサイ ト)、 ジルコン、ガラス少、雲母類、複合石英類 (微細)少、珪藻化石 (海水種

Champlodiscus属 )、 骨針化石、植物産酸体化石、黒褐色粒子多い

No.69:70～ 470μ mが多い (最大粒径28mm)。 複合石英類〉石央
。長石類〉角閃石類〉複合石英類〉複合鉱物類 (含雲母

類)、 斜長石 (双晶)、 カリ長石 (パーサイト)、 ガラス、複合石英類 (微細)、 紋象岩、珪藻化石 (海水種Chaxnplodiscus

属、不明種)、 骨針化石多い、植物珪酸体化石、黒褐色粒子多い

No.70:80～ 380μ mが多い (最大粒径4.3mm)。 石英・長石類〉複合石英類〉角閃石類〉複合石英類〉斜長石 (双晶)、 カ

リ長石 (パーサイト)、 ガラス、斜方輝石、凝灰岩質少、複合石英類 (微細)、 珪藻化石 (海水種Champlodiscus属 )、 骨

針化石多い、胞子化石、植物珪酸体化石 (含ヨン属)、 黒褐色粒子多い

No 71:60～ 420μ mが多い (最大粒径3.2mm)。 石英・長石類》複合石英類 (微細)〉 複合石英類〉角閃石類〉凝灰岩質、

ガラス、斜方輝石、単斜輝石、珪藻化石 (淡水種Eunotia biarcofcra、 不明種)、 骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石

No.72:50～ 500μ mが多い (最大粒径28mm)。 石英・長石類》複合石英類 (微細)〉 複合石英類〉角閃石類〉ガラス、斜

長石 (訊晶)、 カリ長石 (パーサイト)、 珪藻化石 (淡水種Pinnularia属、Mclosira属、不明種多産(Nittschia属 ))、 骨針化石

多い、胞子化石多産、植物珪酸体化石多産

No,73:80～ 360μ mが多い (最大粒径23mm)。 石英
。長石類〉複合石英類〉角閃石類〉ガラス少、斜長石 (双晶)、 カリ

長石 (パーサイト)、 複合石英類 (微細)少、単斜輝石、ジルコン、雲母類、骨針化石多い、植物珪酸体化石、黒掲色粒

子高密度

No.74:100～ 600μ mが多い (最大粒径20mm)。 石英・長石類〉複合石英類〉角閃石類〉ガラス、斜長石 (双晶)、 カリ長

石 (パーサイト)、 複合石英類 (微細)少、骨針化石多い、植物珪酸体化石、黒褐色粒子高密度

No 75:70～ 360μ mが多い (最大粒径3.5mm)。 複合石英類〉石英・長石類〉角閃石類〉斜長石 (決晶)、 カリ長石 (パー

サイト)、 複合石英類 (微細)少、ガラス少、ジルコン、単斜輝石、雲母類、骨針化石多い、植物珪酸体化石、黒褐色粒

子多い

No.76:80～ 700μ mが多い (最大粒径2.8mm)。 複合石英類〉石英・長石類〉角閃石類〉紋象岩、斜長石 (双晶)、 カリ長

石 (パーサイト)、 複合石英類 (微細)、 ガラス少、単斜輝石、骨針化石多い、植物珪酸体化石、黒褐色粒子高密度

No 77:80～ 700μ mが多い (最大粒径43mm)。 複合石英類〉石英・長石類〉角閃石類〉斜長石 (決晶)、 カリ長石 (パー

サイト)、 複合石英類 (微細)少、ガラス、骨針化石多い、植物珪酸体化石、黒褐色粒子多い

No 78:100～ 500μ mが多い (最大粒径28mm)。 石英・長石類〉複合石英類〉角閃石類〉斜長石 (双晶)、 カリ長石 (パー

サイト)、 複合石英類 (微細)少、ガラス少、ジルコン、単斜輝石、骨針化石多い、植物珪酸体化石、植物遺体、黒褐色

粒子高密度

No 79150～ 150μ mが多い (最大粒径23mm)。 細粒石英・長石類〉複合石英類〉複合石英類 (微細)、 角閃石類、斜長石

(訳晶)、 雲母類、珪藻化石 (沼沢湿地付着生指標種群Eunotia pracmpta var bidcs、 Stawoncis phocniccnteron、 湖沼浮遊生

↓旨標種群Me10sira granulata、  淡水種、 Mclosira d    istans、  Stephanodiscus astrac、 Achnanthes inflata、 Cocconcis

placcntula、 Pimularia属 、Cymbclla属、Mclosira属、Eunoda属、不明種多産   )、 骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化

石多い

No.80:100～ 700μ mが多い (最大粒径3.8mm)。 石英
。長石類〉複合石英類〉角閃石類〉斜長石 (双晶)、 複合石英類 (微
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細)少、ガラス少、単斜輝石、変質岩、骨針化石多い、植物珪酸体化石、黒褐色粒子高密度

No.81:80～ 500μ mが多い (最大粒径2.6mm)。 石英・長石類〉ガラス〉複合石英類 (微細)〉 角閃石類〉複合石英類〉斜

長石 (決晶)、 疑灰岩質、珪藻化石 (不明種)、 骨針化石、植物珪酸体化石、黒褐色粒子高密度

No.82170～ 500μ mが多い (最大粒径19mm)。 石英・長石類〉ガラス〉複合石英類 (微細)〉 角閃石類〉複合石英類〉斜

長石 (双晶)、 単斜輝石、斜方輝石、ジルコン、珪藻化石 (不明種)、 胞子化石、植物珪酸体化石

No 83:110～ 600μ mが多い (最大粒径2.841m)。 石英
。長石類〉複合石英類 (微細)〉 ガラス〉複合石英類、斜長石 (双晶)、

角閃石類やや多い、雲母類、砂岩質、凝灰岩質少、珪藻化石 (不明種)、 胞子化石、植物珪酸体化石

No.8470～ 500μ mが多い (最大粒径2.5■m)。 石英・長石類〉複合石英類 (微細)》 ガラス、複合石英類、角閃石類、疑

灰岩質、斜方輝石、珪藻化石 (淡水種Eunotia属 )、 骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石

No.85:60～ 230μ mが多い (最大粒径3.2mm)。 石英・長石類〉ガラス〉複合石英類 (微細)〉 複合石英類、角閃石類、紋

象岩、変質完晶質、珪藻化石 (淡水種Eunotia monodon、 Eunotia biarcofcra、 Cymbella属 、Eunotia属多い、不明種多産)、

胞子化石、植物珪酸体化石

No.86:110～ 800μ mが多い (最大粒径25mm)。 石英・長石類〉ガラス〉複合石英類 (微細)〉 角閃石類〉複合石英類、砂

岩質、変質完晶質、珪藻化石 (不明種)、 凝灰岩質、胞子化石多い、植物珪酸体化石

No 87:80～ 300μ mが多い (最大粒径30mm)。 複合石英類 (微細)》 石英・長石類〉複合石英類〉角閃石類〉斑晶質、ガ

ラス、単斜輝石、カリ長石 (パーサイト)、 凝灰岩質、ジルコン、珪藻化石 (淡水種Eunotia属、不明種)、 胞子化石、植

物珪酸体化石

No 88:100～ 500μ mが多い (最大粒径3.3mm)。 石英・長石類〉複合石英類 (微細)〉 ガラス〉角閃石類、複合石英類、単

斜輝石、斜長石 (訊晶)、 ジルコン、凝灰岩質、複合鉱物類 (含輝石類)、 珪藻化石 (不明種)、 骨針化石、胞子化石、植

物珪酸体化石

No 89:100～ 500μ mが多い (最大粒径30mm)。 石英・長石類〉複合石英類 (微細)〉 ガラス〉複合石英類、角閃石類、カ

リ長石 (パーサイト)、 ジルコン、珪藻化石 (不明種)、 骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石、黒褐色粒子多い

No.90:80～ 300μ mが多い (最大粒径2.9mm)。 石英 。長石類〉複合石英類 (微細)〉 複合石英類、ガラス、角閃石類、ジ

ルコン、単斜輝石、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石、黒褐色粒子多い

No 91:250μ  m～ 15mmが多い (最大粒径43mm)。 複合石英類 (微細)〉 砂岩質〉ガラス〉複合石英類〉石英・長石類、

角閃石類、単斜輝石、斜長石 (双晶)、 骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石 (含ヨシ属)

No,9微 100～ 600μ mが多い (最大粒径5,3mm)。 複合石英類 (微細)〉 砂岩質〉ガラス〉石英・長石類〉複合石英類、角閃

石類、単斜輝石、斜長石 (双晶)、 カリ長石 (パーサイト)、 凝灰岩質、建藻化石 (不明種)、 胞子化石、植物産酸体化石

No 93:110～ 800μ mが多い (最大粒径32mm)。 複合石英類 (微細)〉 砂岩質〉石英・長石類〉複合石英類、ガラス、角閃

石類、斜方輝石、斑品質 (含変質)、 ジルコン、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石

No 94:80～ 450μ mが多い (最大粒径3.Omm)。 複合石英類 (微細)〉 石英・長石類〉ガラス〉複合石英類、角閃石類、斜

方輝石、片理複合石英類、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石、植物遺体

No,95:60～ 400μ mが多い (最大粒径33mm)。 石英・長石類〉複合石英類 (微細)〉 ガラス〉複合石夷類〉角閃石類、ジ

ルコン、単斜輝石、斜長石 (双晶)、 微斜長石、骨針化石、植物珪酸体化石 、褐色粒子多い

No 96:70～ 400μ mが多い (最大粒径2,7mm)。 石英
。長石類〉複合石英類 (微細)〉 ガラス〉複合石英類、角閃石類、斜

長石 (双晶)、 複合鉱物類 (含輝石類)、 凝灰岩質、珪藻化石 (淡水種Pimularia属 、不明種多い)、 骨針化石、胞子化石、

植物珪酸体化石、黒褐色粒子高密度

No.97180～ 300μ mが多い (最大粒径2.341m)。 ガラス》複合石英類 (微細)〉 石英・長石類、複合石英類、角閃石類、斜

長石 (双晶)、 カリ長石 (パーサイト)、 建藻化石 (海水種Coscinodiscus属 /Thalassiosira属 、湖沼浮遊生指標種群Me10sira


